御用日記13慶応02年06月−12月

A0143−00523_001
（表紙）

慶応二丙寅年従七月至

御国并京阪御滞在中附
　御用日記

御帰国御道中　　　御側向頭取

　　　　　　　　　　香西敬左衛門

十二月　　　　　　　高村新五兵衛

A0143−00523_002
（本文）

　　　　T六月廿九日小
一益御機嫌能京都岡崎御屋敷江御着［八時過］被遊奉恐悦候
一一統席々ヘ罷出居　御意有之御座間御着座御家老本多修理罷出恐悦申上之

　畢而酒井十之丞毛受鹿之介同断畢而稲葉左司馬斎藤主鈴同断敬左衛門新五兵衛同断
畢而御小姓頭取御小姓有賀清門同断続而御附三郎助初同断御馬廻り一統共恐悦申上
当局迄罷出其余北川亘之介大谷儀左衛門同断当局迄罷出

　　　　　　　　　　但御家老初御手慰被下無之御間内御飾慰斗有之一統

一八半時過御目付中村市右衛門罷出恐悦申上

一七時過御浴湯被為　召

一七半時過本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介御用有之御用済御三度御膳被

　召上

A0143−00523_003
近衛前殿下ゟ　　　御直書　懐中善哉　四方里一箱
　　　　　東本願寺御門主ゟ　御直書

　　　　　徳大寺右府公ゟ　　御直書　紫草酒一徳利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　密（蜜）柑酒同

　　　　　松平容堂殿ゟ　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　団扇一箱　　　　　　　　　　　　　　久能丹波守

　　　　　右者兼而被進御右筆部屋迄相廻有之
一今晩立御国表ヘ飛脚被差立候ニ付小右衛門新左衛門外ニ大奥老女迄御用状差越ス

　　　　　御簾中様江　御書　御菓子汐見饅頭　干魚
　　　　　　　　　　　　　　琉球芋　里芋

　　　　　殿様江　　　御書　塗御鞭

　　　　　貞姫様江　高宮細工籠内御手遊物

　　　　　　　　青松院様江　琉球芋　干魚
　　　　　　　　　　　　　　里芋

　　　　　右之通被進之

一御夜詰引四半時壱寸前
　　　　T七月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚六半時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭

　　　　　山階宮様ゟ　　大和錦御張文庫

　　　　　　　　　　　　内　松笹蒔絵附唐御鋏一　七道具一具　三道具同
　　　　　　　　　　　　　　青銅　御矢立一　四賢一箱
　　　　　近衛前殿下ゟ　　伊丹酒一斗樽一
　　　　　戸田大和守殿ゟ　奈良団扇一箱
　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　　　　　琥珀糖一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　山田内匠
　　　　　　　　　五色金戔壱巻　琥珀糖一箱　　　　　　　　　　新宮涼民

　　　　　　　　　扇子二箱　御湯呑一箇　　　　　　　　　　　　同　涼閣

　　　　　　　　　唐墨五箱内八挺　　　　　　　　　　　　　　　同　涼介
A0143−00523_004
　　　　　　　　　　　　極品

　　　　　山階宮様ゟ　　　　　水菓子一箱

　　　　　大原三位殿ゟ　　　　蒸菓子一箱

　　　　　徳大寺右府公ゟ　　　水仙粽二十五把

　　　　　二条関白様ゟ　　　　羊羹五棹

　　　　　西本願寺御門主ゟ　　金五百疋

　　　　　同　　新御門跡ゟ　　同三百疋

　　　　　同　　新々御門跡ゟ　同　同

　　　昨日東本願寺御門跡ゟ　干鯛一箱　御樽一荷代五百疋

　　　　　　　　　　　　　　昆布一箱

　　　　　霊寿院殿ゟ　　　　右同断

　　　　　　　　　鯉一喉　鮎十四匹　　　　　　　　　　　　　　松井外記　献上

　　　　　近衛前殿下ゟ　　鯛一枚

　　　　　　　　　　　　　海老五ツ

　　　　　同内府公ゟ　中鯛二枚　鮎十五　　
　　　　　　　　　　　あから二ツ
　　　　　松平越中守様ゟ　干鯛一箱
　　　　　　　　　　　　　御樽一荷

　　　　　右之通被進之

一五半時過大原三位殿御出御逢被　仰込御支度之上御書院入口迄御出迎被遊御座間ヘ御着
座　御挨拶済ニ而御慰斗差上之御多葉粉盆御茶御菓子差上夫ゟ御人払御用
有之四時過御退散其節御玄冠（関）敷出シ迄御送り被遊

一四時過本多修理方酒井十之丞御用有之

一五半時御供揃ニ而関白様両転（伝）奏衆
一御出殿四半時五分前　御帰殿九半時二寸前

一御帰殿後御二度御膳被召上御膳後御懸り湯被遊

一九半時再御供揃ニ而所司代御勤被遊夫ゟ一橋様ヘ被為入御三度御懸合被進之
A0143−00523_005
一御出殿八半時弐寸前　御帰殿五時壱寸廻り
　　　　　　          竜鬢草　御敷物三

　　　　　　　　　　右於御席上被進之

一御帰殿之上御懸り湯被遊

一御湯后本多修理方酒井十之丞御用有之

一御夜詰引九時二寸廻り
　　　　T七月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢

一五時過本多修理方酒井十之丞御用有之
　　　　　一橋様江　　　御素麺二箱

　　　　　右御直書添ニ而被進之　但昨日御席上ニ於て御沙汰も有之ニ付被進
御直書

　　　　　嘉陽宮様ヘ　　　御蒸菓子一箱　上月成奉書一束

　　　　　右ハ伊藤友四郎御使ニ而為御土産被進之
　　　　　　　　　　　　　御直書
　　　　　山階宮様　　　　琥珀糖一箱　奉書紬一疋

　　　　　右ハ前記同様御上京ニ付為御土産被進之御側御使敬左衛門持参之

　　　　　大原三位殿ヘ　水菓子一箱　刺鯖五刺

　　　　　右ハ御答礼旁被進之

　　　　　　　　　　　　御国索麺一箱　刺鯖二　　　　　　　　　木村東市正ヘ

　　　　　右之通御書添ニ而被遣之

一四半時過中村市右衛門御用有之同刻過千本弥三郎御用有之

一九時過御二度御膳被　召上

　　　　　　　　　　　鯉二喉　　　　　　　　　　　　　　　　　三ツ井八郎右衛門献上
A0143−00523_006
　　　　　一橋様江　生絹二疋　前記　鯉二喉　白砂糖一箱
　　　　　右ハ今般御上京為御土産被進之

一八時御供揃ニ而一橋様ヘ被進之

一御出殿八半時壱寸五分　御帰殿五半時懸り

一御帰殿直ニ御懸り湯被遊　御湯後本多修理方御用有之

　　　　　日野西越後権介殿ゟ　甜雪餻一箱
　　　　　聖護院宮様ゟ　　　　糒七袋

　　　　　　　　　　但毎々御馬御借用為御挨拶被進之
　　　　　西本願寺御門主ゟ　金千疋

　　　　　右御内々被進之

一御夜詰引九時壱寸廻り
　　　　T七月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  診　　　宗純

一五半時御家老本多修理方御用有之

一四時過松平肥後守殿後家来外島機兵衛罷出御逢相願候ニ付御目

　見被仰付御人払御用有之扣所ニ而御菓子被下之

一九時過御二度御膳被召上

　　　　　大原三位殿江　　御直書

　　　　　右被進之

　　　　　松平肥後守殿江　　花浮麩一箱　
塩鱈三本

　　　　　右以御使者被進之

　　　　　　　　　　　京坂御滞在中御内御用向取扱被　　　　　　香西敬左衛門
　　　　　　　　　　　仰付

A0143−00523_007
　　　　　右御用部屋江御呼出シニ而本多修理方被申渡之
一八半時過御留守居伊藤友四郎御用有之

　　　　　松平肥後守殿ゟ　杉折二重　干菓子　
生菓子

　　　　　右之通被進之

一七時過為伺御機嫌大谷儀左衛門罷出被為召御茶御菓子御余多等被下之

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　　　御肴料

　　　　　　　　　金弐百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門献上

一七半時過御行水被遊候

　　　　　松平肥後守様ゟ　御直書

　　　　　右被進之御返書被進候

一六時過本多修理方伊藤友四郎御用有之

一今晩御内飛脚差立候ニ付左之通被進之

　　　　　御簾中様江　御書　
七夕祭色紙一組
　　　　　殿様江　　　御書

　　　　　貞姫様江　　七夕色紙一組

　　　　　　　青松院様江　　同

一御夜詰引四半時五歩廻り
　　　　T七月四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　          当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻    　　　　　　　　　　　　　　　　　          診　　　仲庵

一五時過於御内庭三国雪済ヘ御写真被　仰付

一四時過御家老本多修理方伊藤友四郎御用有之

一九時過御目付中村市右衛門千本弥三郎御用有之

A0143−00523_008
一同刻過御二度御膳被　召上
一昨三日大坂発之飛脚到着異条無之

　　　　　一橋様ゟ　　鯉五喉　　越後縮三反

　　　　右ハ此間為御土産被進之為御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酢屋

　　　　　　　　　　　鯉弐喉　献上　　　　　　　　　　　　　　　　喜左衛門
　　　　　近衛前殿下江　越ノ雪二箱　画半切三百枚　前記鯉二口
                        御菓子
　　　　　同内府公ヘ　　上月成奉書一束　鯉三口

　　　　　東本願寺御門主ヘ　生干御菓子一箱　塩鱈三
　　　　　霊寿院殿ヘ　藍墨流奉書紬一反　前記鯉二口
　　　　　興正寺御門主ヘ　藍墨流奉書紬一反　刺鯖二
　　　　右御直書添ニ而被進之

一　　　　　
一七半時過御膳被召上

　　　　　　御国表ニ於て被　仰付候御使来ル八日　　　　　　　　石原万千次郎

　　　　　　出立ニ付今日ゟ御用捨当番　　

　　　　　　明日御用召御切紙到来直ニ当番　　　　　　　　　　　河村貫蔵

　　　　　　御用捨

　　　　　　週日来不快為　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　御尋御膳御余多被下之

　　　　　　加寿庭良五箱差上之　　　　　　　　　　　　　　　　三国大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　小学

一御夜詰引四時壱寸廻り
　　　　T七月五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭
A0143−00523_009
一五半時過本多修理方御用有之
　　　　　　　　　　御附御小姓被　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り　河村貫蔵
仰付　　　　　　　

　　　　　　右ニ付　御前御礼御用人御取合申上之

一四時前昨日之通於御内庭　御写真被仰付候

一同刻過本多修理方御用有之右御用中江鹿之介千本弥三郎伊藤友四郎罷出候

一九時十之丞大坂表ゟ罷帰り候ニ付罷出御用有之

一同刻過御二度御膳被飯上

　　　　　東本願寺御門主ゟ　水仙粽百わ
　　　　　右御滞京中為御見舞被進之
　　　　　　　　　観智院僧正ゟ　　琥珀糖十本

　　　　　　　　　　　干菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　勝安房守殿ゟ
　　　　　右之通被差上之

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時御三度御膳被召上

一同刻過三寺剛右衛門被為召御茶御菓子被下之

一御夜詰引五半時二寸五歩廻り

　　　　T七月六日　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢

一四半時過御家老本多修理方十之丞鹿之介御用有之

一同刻過再本多修理方御用有之

一九時過御二度御膳被　召上

　　　　　嘉陽宮様ゟ　　葛粉一箱

A0143−00523_010
　　　　　右ハ　御滞京中為御見舞被進之

　　　　　嘉陽宮様ゟ　加寿庭良　大一箱

　　　　　右ハ昨日之御返書添ニ而　被進之

　　　　　正親町三条殿ゟ　葛粉一箱

　　　　　右　　
観智院僧正江　白髪索麺大一箱　　画半切二百枚

　　　　　右御直書添ニ而被進之

　　　　　徳大寺右府公ヘ　琥珀糖十本　刺鯖三刺

　　　　　右御直書添ニ而被進之

　　　　　一橋様江　御直書被進　御返書有之

一七時過御懸り湯被遊

一七半時過御三度御膳被　召上御膳後榊原幸八被為召御茶御菓子被下之

一六時過本多修理方御用有之

一御夜詰引四半時
　　　　T七月七日　　　御旅中ニ付平服　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宋純

一五半時御家老本多修理方酒井十之丞御用有之

一去ル四日晩発御国表ゟ飛脚着御国御静謐小右衛門新左衛門并老女ゟ御用状

　御用文相達候

　　　　　宰相様江
　　　　　御簾中様ゟ　　　御書

　　　　　　　　　　　　　御急須一

　　　　　　　　　　　　　御茶碗五

　　　　　　　　　　　　　干鱚一箱
　　　　　殿様ゟ　　　　　御書　焼鮎

A0143−00523_011
　　　　　貞姫様ゟ　　　　干小鯛

　　　　　右之通被進之

一九時御二度御膳被召上

一八時過嶋津十大夫大坂表ゟ罷帰り候ニ付被為召御用有之

　　　　　東本願寺御門主ゟ交御肴一折

　　　　　右御書添ニ而被進之

　　　　　　　　　　　右御肴の内　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　はも一　　　　　　　　　　　　　　本多修理方江
　　　　　　　　　　　　　　鯛一ヲ　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　　　　　　　　　鱸一ヲ　　　　　　　　　　　　　　稲葉左司馬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤主鈴

　　　　　右者此節柄御用多相勤候ニ付被下之

　　　　　山階宮様ゟ　　　　御書　　　　　　　　御返書　被進之

　　　　　　　　　　　　　　玉弄香三包　　　　　干鱚

　　　　　右以御使者を被進之

一七時過御懸り湯被遊候

一七半時御三度御膳被召上

一六半時過酒井十之丞御用有之

一今晩立飛脚御国表江被差立候ニ付御機嫌状御用状共小右衛門新左衛門迄相廻ス

　老女江も御用文差越候

　　　　　宰相様ゟ　　　　　御書

　　　　　御簾中様江　　　　粕庭羅一箱

　　　　　貞姫様江　　　　　紅絞一反
　　　　　殿様江　　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　粕庭羅一箱
A0143−00523_012
　　　　　　　青松院様江　粕ていら一箱

　　　　　右之通被進之

一御夜詰引四半時二寸廻り

　　　　T七月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一五半時過御家老本多修理方御用有之

一四時過伊藤友四郎御用有之

一四半時過本多修理方御用有之

一九時過御二度御膳被召上

　　　　　　　　　五色羊羹一箱　　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫献上

　　　　　　　　右ハ昨日伏見ゟ持参之由ニ而差上之

一八時御供揃ニ而一橋様ヘ被為入

一御出殿七時壱寸前　　一御帰殿五半時三寸廻り

一御帰殿之上直ニ御行水被遊　御湯後本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介御用有之

一御夜詰引九時弐寸廻り

　　　　T七月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭
一五時過伊藤友四郎御用有之

一四時過本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介伊藤友四郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　霊寿院殿ゟ　西瓜二籠内五ツツヽ
　　　　　右者御直書添ニ而被進之

A0143−00523_013
一八半時御供揃ニ而松平肥後守殿江被為　入候

一御出殿七時　　　御帰殿四半時壱寸前
　　　　　松平肥後守殿江　　　先記西瓜壱籠

　　　　　右者今日被為入候ニ付被進之

　　　　　山階宮様江　　　　　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　　　西瓜三
　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　五色羊羹一箱　　　　　　　　　　　　　　　中条中務大輔殿江

　　　　　　　　　　雲丹三箱

　　　　　右者鹿之介手帋添ニ而被遣之

一御帰殿之上本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介御用有之御用済御懸り湯被遊候

　　　　　山階宮様ゟ　　　御返書　
琉球芋

　　　　　右之通被進之

一御夜詰引九時二寸廻り

　　　　T七月十日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢

一四時過御家老本多修理方御用有之

一九時過御二度御膳被　召上

　　　　　近衛前殿下ゟ　御生菓子一箱

　　　　　右時候為御見舞被進之

　　　　　嘉陽宮ゟ　　　御団扇一箱

　　　　　右暑中被進物之為御答礼　被進之

　　　　　一条様江　越ノ雪御菓子二箱　塩鱈三本

　　　　　右御直書添　御手許ゟ被進之
A0143−00523_014
　　　　　一条様ゟ　御直書　被進之
一七時過雪斎ヘ被　迎付御写真被遊

一同刻御湯被為　召候

一七半時過御三度御膳被　召上

一御夜詰引五半時壱寸五分廻り
　　　　T七月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宋純
一五時揃ニ而補兵隊并表詰等之面々御内庭へ罷出長剣鑓支合等いたし候ニ付

　御覧被遊

一四時過本多修理方御用有之

一四半時過酒井十之丞毛受鹿之介伊藤友四郎御用有之

　　　　　　　　　去ル七日御国表　　　　　　　　　　　　　　　中川金之助

　　　　　　　　　出立今朝到着

　　　　　右者　御発駕前不快ニ付御供御用捨相願候処追々快相成候ニ付

　　　　　去ル七日出立ニ而今朝到着御目
見被仰付
殿様ゟ之御口上申上之

　　　　　宰相様江　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　白す干
　　　　　御簾中様ゟ

　　　　　殿様ゟ　　　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　胡桃一箱

　　　　　右金之助江御托シ被進之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　嘉陽宮江　　　　生御菓子一箱

　　　　　　　　　　　　　御直書添ニ而

A0143−00523_015
　　　　　右被進之
　　　　　　　　　　　　　越後縮壱反ツヽ　　　　　　　　　　　新宮涼珉

　　　　　　　　　　　　　雲丹三曲ツヽ　　　　　　　　　　　　同　涼閣

　　　　　　　　　　　　　奉書壱束斗　　　　　　　　　　　　　同　涼介　江
　　　　　右者此程差上物致シ候ニ付御返与して被下之

　　　　　　　　　　　　　鮭塩引一　　　　　　　　　　　　　　中条左衛門督殿ゟ
　　　　　右被差上之

一七時過御三階江被為入御眺望被遊新宮涼介服部寅之助罷出居候ニ付被為召所々御尋被遊
扣所ニ而御菓子被下之

一七半時御三度御膳被召上

一同刻過御懸り湯被遊候

一六時過伊藤友四郎御用有之

一五時過酒井十之丞御用有之

一御夜詰引九時

　　　　T七月十二日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一五時過本多修理方御用有之

一五半時過千本弥三郎御用有之

一同刻過本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介中村市右衛門千本弥三郎伊藤友四郎
罷出御前御評義有之敬左衛門侍座

一九半時前御二度御膳被　召上

一七時過御懸り湯被遊
A0143−00523_016
　　　　　一条様ゟ　水仙粽一台十五把

　　　　　右者過日之為御答礼被進之

　　　　　松平肥後守殿江　御直書被進　御返書有之

一八時過於御書院衆議有之

一七半時過御三度御膳被　召上

一六半時前本多修理方御用有之

一御夜詰引九時壱寸前
　　　　T七月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五時過本多修理方御用有之

一四時過右同断引続酒井十之丞御用有之

一九時千本弥三郎御用有之

一同刻過御二度御膳被召上

　　　　　西本願寺御門跡ゟ　御水菓子大一箱

　　　　　右御滞京中為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　暑気払十五貼ツヽ　　　　　　　　　　　有賀清門

　　　　　　　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　奥村坦蔵

　　　　　右者芸州広島表江御出張之諸侯方江御見舞且御含御用有之

　　　　　候ニ付広島表江被遣今夕出立致シ候ニ付被下之清門御目

　　　　　見被仰付御茶　御手自坦蔵江者当局ニ而被下取計之

　　　　　東本願寺御門跡江　先記御水菓子一箱

　　　　　右者毎々被進物之為御答礼被進之

A0143−00523_017
　　　　　　　　　観智院僧正江　　　葛の粉一箱
　　　　　右者暑中ニ付団扇差上候為御答礼被遣之
一七時過本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介中村市右衛門千本弥三郎伊藤友四郎

　御用有之敬左衛門侍座右御用中御三度御膳被召上修理方初ヘ冷シ素麺御酒

　被下之六半時過御用相済何茂退散

一御用済御行水被遊候

　　　　　　　　　　今夕出立　　　　　　　　　　　　　　　　　半井仲庵

　　　　　　　　　　大坂表江被遣候

　　　右者先達而ゟ　
公方様御違例之旨御承知被遊深ク御案思被遊候ニ付大坂表江罷越
　　　御医師之内江相手寄り極御内々御容体伺参り候様被仰付候

一御夜詰引四半時二寸五歩
　　　　T七月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢

一五時過千本弥三郎御用有之

一五半時過本多修理方御用有之

一四半時於御前本多修理方始御役人一統過日之通御評義有之

　　　　　山階宮江　御直書被進之御返翰有之

一九時過御二度御膳被　召上

　　　　　　　　　　　今夕下坂いたし候ニ付　　　　　　　　　　石原万千次郎

　　　　　　　　　　　御目見被　仰付暑気払一包被
下之外金百疋同断

　　　　　　　　　　　同断ニ付同様当局ニ而被下之　　　　　　　鰐淵三郎大夫

一七時過御懸り湯被遊

A0143−00523_018
一七半時過御三度御膳被　召上
一五時過鹿之介罷出御緩話被遊

一御夜詰引九時壱寸五分廻り

　　　　T七月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宋純

一五半時御家老本多修理方御用有之

一四時過於御前本多修理方初御役人一統御評義有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　河内国若江　　　　　　　　　　　　　　　　　山本新七

　　　　　　　　　天満宮江　　　　　　　　　　　　　　　差添　栗本寛七
　　　　　　　　　御代拝被仰付候　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　右ニ付今夕当地出立尤廉立候事ニも無之御内々被遣候事故

　　　　　御手許ゟ寛七差添被遣候

　　　　　　　　　若江天満宮江　御初穂

　　　　　　　　　　　　白砂糖一曲　　　　　　　　　　　　　　新七江

　　　　　右之通被下之

一七時過御懸り湯被遊候

一同刻過大谷儀左衛門為伺
御機嫌罷出被為召御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　粕庭羅二　　　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門江

　　　　　右者此程御肴差上候ニ付御返与して被下之

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　一橋様ゟ　　御直書　御返書被進之

A0143−00523_019
　　　　　右被進之

一六時本多修理方初毛受鹿之介御用有之

一明後一七日京都
御発駕　御下坂可被遊処御延引被仰出候

一御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T七月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五半時過本多修理方御用有之

一四半時過同断

一九時本多修理方伊藤友四郎御用有之

一同刻過御二度御膳被　召上

一九時御供揃ニ而一橋様ヘ被為入

一御出殿九半時五分廻り御帰殿七時五分廻り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大鯛一

　　　　　近衛内府公ゟ　　　　　交御肴一台　　はも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮎
　　　　右

　　　　　一橋様へ　　　　　　　前記御肴ヲ

　　　　　右時気為御見舞被進之

一御帰殿之上直ニ本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介御目付両人伊藤友四郎御用有之
一御用済御懸り湯被遊

一七半時過御三度被　召上

　　　　　九条様ゟ　　　　　　　　交御肴一台　　鯛一　　はも一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤貝

　　　　右御滞京為御見舞被進之

A0143−00523_020
　　　　　前記御肴被下之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目付両人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御留守居両人ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御奉行

一御夜詰引九時
　　　　T七月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢

一今十七日京都　御発駕　御下坂ニ相成候義昨日御延引被仰出候処今日弥八時御供揃
　ニ而京都　御発駕　御下坂可被遊旨被仰出候

一今朝ゟ本多修理方初御用度々有之

一四半時二寸廻り御二度御膳　被召上

一御発駕ニ付今昼立ニ而御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状伺状并御用状共

　小右衛門新左衛門迄相廻シ老女江も御用文差出候

　　　　　御簾中様江　　　御書

　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱

　　　　　殿様江　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　御茶　常盤木小半斤　鉄葉入

　　　　　貞姫様江　　　　御手遊物

　　　　　　　　青松院様江　　　御菓子一箱

　　　　　右之通被進之

一九半時御供揃被仰出八時益
御機嫌能岡崎御屋敷　御発駕被遊候

　　　　　　　　二字〇三分時御着　　　　　　　　　　　稲荷前

　　　　　　　　二字四十二分時御立　　　　　　　　　　　御小休

　　　　　　　　三字四十六分時御着　　　　　　　　　　伏見御本陣

　　　　　　　　六字五十五分時御立　　　　　　　　　　　御小休
一伏見駅江　御着之上直ニ御膳被召上

A0143−00523_021
一御支度宜節申上ニ相成御乗船被遊夫ゟ七字〇二分時御出船御船中無御滞大坂
　御旅館江益　御機嫌能御着被遊候都而岡崎御屋敷御着之節之通［但御旅館阿部様御屋敷］奉恐悦候

　　　　　十八日暁　御着船三字二分時　御上陸三字一四分時

　　　　　　　　　御旅館江御上り　三字十六分時

　　　　　近衛前殿下ゟ　交御肴一折

　　　　　右者御発駕ニ付昨十七日被進之御屋敷居残り之者江被下之

　　　　　　　　　　　羊羹一箱　　　　　　　　大津御館入　　　北村善右衛門

　　　　　　　　　　　扇子箱一　　　　　　　　御本陣　　　　　大塚小右衛門

　　　　　　　　　　　羊羹一箱　　　　　　　　　　　　　　　　すしや　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊左衛門

　　　　　右之通献上之

一御船中ニ而舟方役人壱人罷出居候ニ付御茶御菓子被下之

一御着後本多興之輔方初御用毎々有之真杉所左衛門小栗五郎大夫被為召御用有之

一御用済御膳被召上御膳後御湯被為召候

一五半時御供揃ニ而稲葉美濃守殿江御勤被遊候

一御出殿四時壱寸廻り　御帰殿九時壱寸廻り
　　　　　　　　　　　鮮鯛一箱　　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使者　梶川弥三郎

　　　　　右者御着坂被遊候ニ付御内々進献之

一御帰殿後本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介御用有之

一御用済御二度御膳被召上

　　　　　一橋様江　　御直書

　　　　　板倉伊賀守殿江　御直書　御返書有之
A0143−00523_022
　　　　　右之通被進之
一五半時御供揃ニ而稲葉美濃守殿御勤　被遊候

　御出殿四時壱寸廻り御帰殿九時壱寸廻り

一再八時御供揃ニ而　御登城　被遊候

　御出殿七時壱寸過五分前　御帰殿六半時壱寸前

一御帰殿直ニ本多修理方十之丞藤馬鹿之介御用有之

一御用済御三度御膳被召上　御懸湯被遊

一御夜詰引四半時
　　　　T七月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭
一五半時過本多修理方御用有之右御用中本多興之輔方被罷出候

一今朝ゟ十之丞鹿之介藤馬御用度々有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯛一枚　ゑひ
東本願寺ゟ　交御肴一折　　平め一枚　いか二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱸一

　　　　　右御着坂ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大平め一　　　　　　　　　本多興之輔方江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱸一　　　　　　　　　　　大宮藤馬江

　　　　　右之通被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯛切焼　　　　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　　右者今夕出立神戸表江罷帰り候ニ付被下之

一今昼立ニ而御国表江之飛脚京都立寄ニ而被差立候ニ付御機嫌状伺状并御用状共

　小右衛門新左衛門迄差越候老女江も差出候
A0143−00523_023
　　　　　宰相様ゟ
　　　　　御簾中様江　　　　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊羹一箱

　　　　　殿様江　　　　　　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊羹一箱

　　　　　貞姫様江　　　　　　　　　御手遊もの

　　　　　　　　青松院様江　　　　　　やうかん一箱

　　　　　右之通被進之

一八時御供揃ニ而御登　城被遊候

一御出殿八半時ヘ壱寸前　御帰殿六半時壱寸廻り

一御帰殿後御三度御膳被召上

一御膳済本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介御用有之

一御夜詰引九半時江二寸前
　　　　T七月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五半時過十之丞鹿之介藤馬千本弥三郎伊藤友四郎御用有之

一御聊時気御感被遊候哉ニ而御下剤御三行仲庵奉拝診候処為御指御様子ニハ

　不奉伺旨申達候

一九時過御二度御膳被　召上　　一上様御大切之段御内々御承知被遊候ニ付無急度今日ゟ廿六日迄
一八時過磐亭拝診被　仰付候処御聊御脈熱奉伺候哉ニ申達候　　　　　　　　　　　御精進被遊
一八半時過御下剤御二行

一七半時過御三度御膳御粥被　召上

　　　　　板倉伊賀守殿江　御直書　被進之御返書有之

一七時過御中老御側御用人伊藤友四郎御用有之同刻過御家老御用有之

A0143−00523_024
　　　　　松平出羽守様ゟ　鮮鯛一折　木綿五疋　晒蠟燭一箱

　　　　　右御滞留中為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御城坊主

　　　　　　　　　　　　前記鯛一　　　　　　　　高橋栄徳ヘ

　　　　　　　　　於　御城御世話申上候ニ付　被下之友四郎手紙添遣ス

　　　　　　　　　　　　同　鯛一　被下之　　　十之丞　　　両人江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿之介

　　　　　閑叟様ゟ　御直書　御多葉粉一箱

　　　　　筆姫様　　御書

　　　　　右暑中為御見舞被進物之御答礼　被進之

一六時過本多修理方御用有之同刻過再御用有之

一御夜詰引五時壱寸五分廻り
　　　　T七月廿一日　　　　　　　　　　　　　　            　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻仲庵磐亭罷出奉拝診候処御異条（状）も不被為在御一旦之御事ニ而被為済候段

一今暁八半時鹿之介罷出御用有之

一五半時過千本弥三郎伊藤友四郎御用有之

一同刻過本多興之輔方御用有之

一四時之御供揃ニ而　御登城被遊候

一御出殿四半時江壱寸前　御帰殿七時

一去ル十七日晩立御国表ゟ之飛脚着御国御静謐小右衛門新左衛門ゟ御用状相違候
　　　　　　　　　　　御書

宰相様江　　　干茸　たい三枚

　　　　　　　　　　　御素麺一箱
御簾中様ゟ
　　　　　　　　　　　御直書

　　　　殿様ゟ　　　　蕎麦挽おこし山葵十本

　　　　　　　　　　　鶴肉一片
　　　　貞姫様ゟ　　　するめ五把
A0143−00523_025
　　　　　　　　青松院様ゟ　ほし鱚三十五枚

　　　　　右之通被進之

　　　　　御二所様江

　　　　　出雲守様　　　　　　御菓子一箱

　　　　　御二所様ゟ
　　　　　右者暑中ニ付為御見舞被進之

　　　　　御二所様江　御肴料二百疋　　　　　　　　　　　　　　ひな
　　　　　　　　　　　　　　　御半切七

　　　　　宰相様江　　　　　　御封筒三　　　　　　　　　　　　同人

　　　　　　　　　　　　　　　御たとう物三

　　　　　　　　　　　　　　　御小本一冊

　　　　　　　　　　　鰹ふし三本　　　　　　　　　　　　　　　たそ
　　　　　右の通勤中御懇命蒙り且出立之節頂戴物之御礼申上差上之

　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　団扇

　　　　　　　　　呈書　　　　板橋集　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　ペン　朱墨一

　　　　　右被進之被差上之

一御帰殿之上本多修理方十之丞鹿之介藤馬御用有之

一御用済仲庵罷出奉拝診候処何等之御障碍も不被為在候旨申上奉恐悦候

一七半時過御三度御膳被召上

一御夜詰引四半時壱寸廻り
　　　　T七月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一五半時本多修理方御用有之同刻過千本弥三郎御用有之

一四時伊藤友四郎御用有之

A0143−00523_026
一四半時本多修理方御用有之

一九時過御二度御膳被召上

過日堀石見守殿ゟ　御生菓子一箱

　　　　　右御側御使者ニ付　被進之

　　　　　　西本願寺ゟ　交御肴　大鯛二　平目一　こち一　一折　　但鯛一　鱸一　　敬左衛門初　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　鱸一　海老　　　　　　　　　　　 こち一　　  　当番ヘ被下之　　　　　　
　　　　　右御滞坂中為御見舞被進之　　　　　　　　　
　　　　　　堀石見守殿ヘ　鯛一　平目一　海老

　　　　　右過日為御答礼被進之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一七時過天方対馬為伺御機嫌罷出御人払御用有之

一今朝諸向無触御国表ヘ飛脚被指立

　　　　　御簾中様

　　　　　殿様　江　御直書　被進之

一御夜詰引四時

　　　　T七月廿三日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭

一五半時過本多興之輔方本多修理方其余御側御用人御目付千本弥三郎御留守居

　伊藤友四郎等御人払御用毎々有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会藩　小野権之丞

　　　　　右罷出御逢相願候ニ付被為召御人払御用有之御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御書院番頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多日向守与力

　　　　　　　　　　　　　大平糖一箱　　　　　　　　　　　　　村田九八郎

　　　　　右者伺　御機嫌且何ニか之御礼罷出差上之　生菓子一箱　為御返被下之　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　干甘鯛三枚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
A0143−00523_027
一九時二寸五歩前御膳被仰付被召上候

一九時御供揃ニ而御登　城被遊候

一御出殿九半時二寸五歩廻り　御帰殿六時壱寸廻り

一御帰殿之上御三度御膳被召上

一御膳済本多修理方毛受鹿之介大宮藤馬千本弥三郎御用有之

　　　　　松平出羽守様ゟ　　御直書

　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　御直書　　英書一部　相廻ル

　　　　　　　　　　　　　　するめ

　　　　　右之通被進之

　　　　　板倉伊賀守殿江　　御直書

　　　　　右之通被進之

一御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T七月廿四日　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一五半時過伊藤友四郎御用有之

一同刻過本多修理方御用有之御側御用人御目付伊藤友四郎御用有之

一九時過御二度御膳被　召上

一同刻過本多修理方御用有之

一八時過

　　　　　松平出羽守様ゟ　　雲国産布七反

　　　　　　　　　　　　　　轡五口

　　　　　右ハ今般酒井造酒持参ニ而被進之
一七半時過御三度被召上

一六時過本多修理方始御側御用人両人千本弥三郎青山小三郎等罷出御用有之
A0143−00523_028
一御夜詰引九時

　　　　T七月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭

　　　　　稲葉美濃守殿江　　御直書

　　　　　右被進之

一御家老始御役人御用毎々有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲州御藩中　
酒井造酒

　　　　　右五時過罷出御逢御用有之敬左衛門侍座
一四半時御供揃ニ而御立帰御上京被遊候旨昨夜被　仰出御用人申渡之
　　　　　　　　　　御乗船　　　　　十一字四分時

　　　　　　　　　　御出船　　　　　十一字十一分時

一御発駕前御引上御二度被召上
一夜九時比ゟ御寝　被遊

　　　　T七月廿六日

一暁六時過出御船中　御目覚被遊

一伏見駅江　御着船　七時　直ニ右御休ヘ被為入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御本陣　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井与左衛門

一御朝御膳被召上御膳後御櫛御浴湯
一朝五半時過御供揃ニ而同駅御立被遊

　　　　　　　　伏見羊羹大一箱　　　　　　　　　　　　　船役人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北村善右衛門

　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大塚小右衛門
A0143−00523_029
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御泊御本陣

　　　　　　　　同　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井与左衛門

　　　　　　　　　　大　　　　　　　　　　　　　　　　　御用達
同　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酢屋伝左衛門

　　　　　右於伏見御休献上之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伏見稲荷前　
玉屋

一一字十三分時益御機嫌能岡崎御屋敷江御着被遊　奉恐悦候一統席々ヘ罷出居候

一直ニ御家老始罷出伺　御機嫌無急度恐悦申上之御家老御側御用人伊藤友四郎
　御用有之

一九半時　御弐度御膳被　召上

　　　　　板倉伊賀守殿ヘ　御直書被進之

一七半時過御三度御膳被　召上

一御膳後御湯　被為　召

一去廿四日御国表被指立候三里継飛脚到着

　　　　　御簾中様ゟ　御直書被進之

　　　　　殿様

　　　　　貞姫様先達而ゟ御容体被為入兔角御爾々不被遊別而廿三日ゟ
　　　　　御感冒気ニ而御吐乳等毎々被為在御頭脳御上迫之御気味被為在

　　　　　一同御案思奉申上候何卒此上最早御増進不被遊候様奉願上居候段

　　　　　委曲御様体書御医師ゟ相廻

一御夜詰引四時懸り　一思召ニ而去廿日ゟ今日迄御精進被遊
　　　　T七月廿七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宋純

一五時過本多修理方伊藤友四郎御人払御用有之

A0143−00523_030
一四時御供揃ニ而一橋様江被為　入候

一御出殿四半時江懸り　御帰殿六時壱寸五歩廻り

　　　　　一橋様ゟ　　交御肴　鯛二枚　　　　　　御側向江被下之

　　　　　　　　　　　　　　　鮎十九　はも五本

　　　　　右御京着為御歓被進之

　　　　　　　　　　　蜆壱籠　　　　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
　　　　　右之通献上之

一去ル廿五日晩立御内飛脚到着　［但廿五日暮時出立今七時過着］
　　　　　御簾中様　　御書被進之

　　　　　殿様より

　　　　　貞姫様御事廿四日後御増進御危篤ニ被為及候旨申来奉恐入候

一去ル廿六日暁出立早駆飛脚今廿七日六時前到着

　　　　　貞姫様御義次第ニ御差重り御大切ニ被為及候旨申来絶言語奉恐入候
　　　　　宰相様御機嫌ニ御障りも不被為在此上之恐悦与奉存候

一御帰殿之上御膳被召上　一今日ゟ来ル二日迄御精進被遊
一御夜詰引九半時二寸五歩

　　　　T七月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一五時過本多修理方御用有之

一今暁六時過去廿六日立大早駆御徒飛脚着左之通申来奉恐入候

　　　　　貞姫様御儀御病気之処御養生不被為叶昨廿五日子ノ上刻被遊

　　　　　御逝去絶言語奉恐入候

　　　　　右ニ付　為伺　御機嫌御右筆部屋ヘ罷出

A0143−00523_031
　　　　　　　　貞姫様御様体ニ付御用有之　　　　　　　　　　　根来紀之允

　　　　　　　　御国表ヘ被遣

　　　　　右昨夜御側御用人ゟ被申渡今暁出立

　　　　　　貞姫様御容体中

　　　　　　御簾中様

　　　　　　殿様ニも色々御世話被成進格別御配慮御痛心被遊候而厚御行届被成進候条
　　　　　　　　　深忝被　思召右御挨拶且
　　　　　　宰相様格別御障も不被遊此段奉申上候通故

　　　　　　御方々様御案思不被遊候様委敷被　仰含被遣候

　　　　　　　　　　　晒御襦半　　　　　　　　　　　　　　　　同人江

　　　　　　　　　　　邪気払五帖

　　　　　　　右今朝出立前　被為　召御自分被下之
一昨夜被指立候飛脚相延今朝中早駆ニ而被指立

　　　　　御簾中様　御直書　被進之

　　　　　殿様　　　同

　　　　　　　　　　　去廿五日御国表出立　　　　　　　　　　　芦田信濃

　　　　　　　　　　　今朝到着

　　　　　　　　右　御目見被　仰付御茶御菓子被下之
　　　　　　　　　　　　肥後産

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　干鰈一箱　湯葉一箱

　　　　　　　　右芦田信濃ヘ御托ニ而　被進之

一四時過中村市右衛門御用有之

一九時前伊藤友四郎御用有之

一同刻過御二度御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　　　　　御供物　献上　　　　　　　　　上善寺

一七時過御浴湯
一七半時過御三度御膳被　召上

A0143−00523_032
一御夜詰引四時壱寸前

　　　　T七月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭

一五半時過本多修理方伊藤友四郎御用有之

一四時過芦田信濃御用有之

一去ル廿六日晩立御国表ゟ之飛脚着小右衛門新左衛門ゟ御用状相達候

　　　　　御簾中様ゟ　　　御書

　　　　　　　　　　　　　さとう一箱　御菓子料五百疋

　　　　　殿様ゟ　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　羽二重こんふ一箱　御鉢盛料五百疋

　　　　　右之通被進之

一九時御二度御膳被召上

一八時過本多修理方初例之通御用有之

一七半時御三度御膳被召上

一同刻過御行水被為召候

一五時過本多修理方御用有之

一御夜詰引九半時江懸り
　　　　T七月晦日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

　　　　　昨日之記一橋様江　御直書

板倉伊賀守殿江　　同

　　　　　右之通被進之

　　　　　東本願寺御内主ゟ　　羊羹二十棹

　　　　　右御滞京為御見舞被進之
A0143−00523_033
一五時過本多修理方初御役人迄罷出御用有之

一朝之内御家老初御役人一同御用有之　但岡嶋恒之助嶋津十大夫不罷出

一九時御二度御膳被　召上

　　　　　嘉陽宮

　　　　　山階宮　　　　御直書被進之

　　　　　近衛両殿

一九時御供揃ニ而一橋様ヘ被為入

一御出殿九半時壱寸廻り　御帰殿七半時弐寸五分

一御帰殿之上御家老始御役人一同罷出御用有之

　　　　　山階宮　ゟ　　御返書被進之

一御用済御三度御膳被　召上

一御夜詰引四半時壱寸前

　　　　T八月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭

一五時伊藤友四郎御用有之

一同刻過本多修理方御用有之

一四時過御家老初御中老御側御用人御目付御用有之

一九時御二度御膳被召上

一九半時過伊藤友四郎御用有之

一八半時過本多興之輔方京着ニ付被罷出本多修理方酒井十之丞毛受鹿之介御用有之

一七半時千本弥三郎青山小三郎御用有之

一七半時過御三度御膳被召上

一去ル十九日立御国表ゟ三里継飛脚着

A0143−00523_034
　　　　　御簾中様ゟ　御書

　　　　　殿様ゟ　　　御書

　　　　　右之通被進之

　　　　　殿様ゟ　御菓子料　
二百疋

　　　　　右者
貞寿院様御七回御忌御相当ニ付　御機嫌被為聞被進之

一六時過本多興之輔方初本多修理方御中老御側御用人御目付御留守居迄罷出

　御用有之

一御夜詰引九半時五歩前
　　　　T八月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗純

一五時過本多修理方酒井十之丞御用有之

一四半時過千本弥三郎御用有之

一同刻過伊藤友四郎御用有之

一九時過御二度御膳被　召上

一九半時本多修理方酒井十之丞御用有之

　　　　　一橋様江　御直書被進之

一九半時過御供揃ニ而一橋様ヘ　被為入

一御出殿八時壱寸廻り　御帰殿六時

一御帰殿直ニ御三度御膳被　召上

一御膳後本多修理方始十之丞鹿之介御目付両人御用例之通り

一御夜詰引四時懸り
A0143−00523_035
　　　　T八月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一今朝ゟ本多修理方初御側御用人等御用毎ニ有之

一五半時過御目付中村市右衛門千本弥三郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

一九半時過本多修理方十之丞御用有之

一八時過伊藤友四郎御用有之

　　　　　　　　　　　　八寸口取もの一重　　　　　　　　　　　敬左衛門ゟ
　　　　　　　　　　　　伊丹酒五升一樽

　　　　　右者酒井造酒方ゟ到来致シ候ニ付差上之右御品を本多修理方

　　　　　十之丞鹿之介敬左衛門其余新五兵衛初当番両部屋江被下之

　　　　　一橋様江　御直書　御返書被進之

　　　　　右之通被進之

一七時過御浴湯被為召候

一七半時御二度御膳被召上
一同刻過本多修理方十之丞鹿之介御用有之御目付も罷出候

　　　　　飛鳥井様ゟ　　　　晒布一疋　　　鯛一
　　　　　　　　　　　　　　交御肴一折　　はも一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩蚫五

　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之

　　　　　板倉伊賀守殿江　　御直書

　　　　　右之通被進之

一御夜詰引四半時
　　　　T八月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭

A0143−00523_036
一五半時過本多修理方御用有之

　　　　　山階宮江　御直書被進　御返書有之

一九時御弐度御膳被　召上

一八時過御家老御中老御側御用人御役人一同罷出御用有之

一七半時過御膳例之通り

一六時前本多修理方御用有之

　　　　　　　去二日御国表出立
今夕到着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木悌全

　　　　右御簾中様殿様ゟ今般之御凶事ニ付　御機嫌御伺被成度且
　　　　　御方々様御機嫌申上其上青松院様御容体被為在候処追々御復常
　　　　　被遊候ニ付　御案事不被遊候様も申上候様尚

　　　　　貞姫様御急症之御事ニも御坐候ヘハ右御始末をも御尋も被為在候ハ申上候様

　　　　　旁御遣被成候ニ付　御目見被　仰付御尋被遊候　御茶御菓子被下之

　　　　　　　　　　御酒　御肴　被下之　　　　　　　　　　　　同人江

　　　　　御簾中様ゟ　御書　肥後産黒豆

　　　　　殿様ゟ　　御素麺二玉

　　　　　右之通被進之悌全江御托ニ相成

　　　　　殿様ゟ　御直書

　　　　　右去二日立［昼発］三里継飛脚着右之通被進之小右衛門新左衛門ゟ御用状指越候

一五時前千本弥三郎御用有之

一御夜詰引九時懸り
　　　　T八月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢

一五時過御家老御用有之
A0143−00523_037
一九時御二度御膳被召上
　　　　　一橋様江　　御直書

　　　　　右之通被進之

一八半時過御家老御中老御側御用人御目付御留守居御用有之

　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　御肴料
五百疋

　　　　　右者御滞京中為御見舞被進之

一七半時過御三度御膳被召上

　　　　　板倉伊賀守殿江　御直書

　　　　　右者大坂表江被為入候ニ付以御使被差立被進之

一御夜詰引四半時二寸廻り

　　　　T八月六日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一五半時過千本弥三郎伊藤友四郎御用有之
一四時過御家老御用有之

一九時過御二度御膳如例

　　　　　　　　　木綿手拭一　御次扇子一対　　　　　　　　　　佐々木悌全

　　　　　右ハ明日出立罷帰候ニ付被下之無急度

　　　　　御目見被　仰付御茶御菓子右御品も於御前被下之

　　　　　御簾中様ヘ　御直書

　　　　　殿様ヘ　　　同

　　　　　　〆

　　　　　霊雲院様　御霊前ヘ　大官香二把　御備ヘ

　　　　　　　　右同人江　御托シニ而　被進之

A0143−00523_038
一今晩立御国表ヘ定飛脚被差立小右衛門新左衛門ヘ御用状差越候老女へも同断
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外御菓子料

　　　　　御簾中様江　御直書一　益寿糖一箱　　　　　　　金五百疋

　　　　　殿様江　　　同　　　　太平糖一箱　　　同　　　同

　　　　　　青松院様ヘ　　　　　益寿糖

　　　　　　　〆

　　　　　御霊前ヘ　御菓子　太平糖　御備ヘ

　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　歌島初
　　　　　　　　　老女三人ヘ

　　　　　　　　　　同三百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　たまヘ
右ハ貞姫様御容体中格別心配御世話申上候ニ付以
思召被下之

　　　　　右ハ此節柄御見舞として被進之

一七半時過御三度御膳如例

一御夜詰引五半時壱寸五分廻り

　　　　T八月七日　雨　終日九時過ゟ烈風雨暁ニ至ル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭

一五時過本多修理方御用有之其余十之丞鹿之介御用毎々有之

一九時御二度御膳被召上

一同刻過伊藤友四郎御用有之

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御書　　本三冊

　　　　　　　　　　　　　　　御茶一壺御画一枚　御筆物一枚

　　　　　右之通被進之

　　　　　小笠原左衛門佐殿ゟ　　鮮鯛料千疋　　　　　　　御使者
　　　　　　　　　　　　　　　　氷糖一箱　　　　　　　　　　　波多野塵也
　　　　　右者今般御下坂被成候ニ付御滞京中為御見舞被進之

　　　　　　　　　　　鮎二十五　　　　　　　　　　　　　　　　角倉伊織

A0143−00523_039
　　　　　右之通差上之

　　　　　　　　　　　保命酒一瓶　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞江

　　　　　右者御用有之下坂被仰付今夕出立致シ候ニ付被下之

一七半時御三度御膳被召上

一御夜詰引五半時

一今晩九半時比ゟ大風ニ付為伺
御機嫌御家老御側御用人御目付御奉行御留守御側向敬左衛門初両部屋御馬廻り
非番之面々罷出相詰居候処七半時此ゟ追々鎮静相成候

　　　　T八月八日　風追々静る　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢

　　　　　　　去ル六日朝御国表出立　　　　　　　　　　　　　　根来紀之允
　　　　　　　東近江路通罷越昨夜到着
右今朝罷出御国表ニおゐて

　　　　　御簾中様何等之御障りも不被為　在益御機嫌能被遊　御座

　　　　　殿様ニも益御機嫌能被遊　御座青松院様も御快ク被為

　　　　　入候段当被仰合候御口上之趣

　　　　　御直ニ御聴被遊此上之恐悦与奉存候去ル五日五時御供揃ニ而

　　　　　御出棺御葬送無御滞被為済候旨右御送奉り紀之允此段も
奉申上此上之御事与奉存候

　　　　　御簾中様ゟ　御書　　塩かま三

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　ぶどう漬一箱

　　　　　右之通被進之

一五半時過本多修理方御用有之

一四半時過中村市右衛門千本弥三郎御用有之

A0143−00523_040
一九時過御二度御膳如例

一同刻過本多修理方御用有之

　　　　　山階宮様ゟ　御直書　被進

　　　　　　　　　　　御返書　御菓子越之雪一箱

　　　　　　　　　右之通被進之

一七時過御浴湯被　為　召

一七半時過御三度御膳如例

一御夜詰引四時壱寸前
　　　　T八月九日　晴　冷気　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一五時過本多修理方御用有之

一九時前伊藤友四郎御用有之

一同刻過御二度御膳被召上

　　　　　一橋様江　　御書

　　　　　　　　　　　仙台糒五袋　一台

　　　　　　　　　　　鰹節一箱

　　　　　右者近々御下坂為
御名代御進発被遊候ニ付被進之

　　　公方様江　御内献　杉折二重　内太平糖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　御茶　銘一の園

　　　　　右者御折柄御内々御備ヘ被遊度板倉伊賀守殿江

　　　　　御直書添ニ而御托シ大坂表江御廻シニ相成候

　　　　　東本願寺御門主ゟ　　御書　御染筆一枚　　　新御門主ゟ　御染筆一枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　外御香料五百疋　　　　　　　御香料三百疋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氷糖一箱　　　　霊寿院殿ゟ　筆物一枚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御香料二百疋

　　　　　右之通被進之

A0143−00523_041
一七半時御三度御膳被召上
一御夜詰引四時二寸廻り

　　　　T八月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭

一五時過本多修理方御用有之

一五半時過千本弥三郎御用有之

一四半時過稲葉左司馬稲垣半之丞御用有之

一九時御二度御膳被　召上

一同刻過伊藤友四郎御用有之

　　　　　西本願寺御門主ゟ　生御菓子一箱　　御直添

　　　　　右時候御見舞として被進之

　　　　　　　　　　干菓子一箱　差上　　　　　　　　　　　　　高台寺

一七半時過御三度御膳如例

一六時過御家老御側御用人御目付罷出御用有之

　　　　　興正寺御門主江　御直書　　　
　　　　　　　　　　　　　被進之

一御夜詰引四半時五分廻り

　　　　T八月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢

一五時過御家老御用有之

一四時過嶋津十大夫御用有之

一九時御二度御膳被召上

A0143−00523_042
一去ル七日晩立御国表ゟ飛脚到着新左衛門小右衛門ゟ御用状相達候右飛脚七日夜九時比
　御城下出立花堂迄罷越候処風雨高水ニ而逗留八日七時比花堂出立致シ候由

一去ル六日晩御国表出立之飛脚道中所々差支ニ而今夕到着御国表御静謐小右衛門

　新左衛門ゟ　　　御機嫌状并御機嫌伺状御用状共相達老女ゟも同断

　　　　　御簾中様ゟ　　　御書

　　　　　　　　　　　　　菊形落雁一箱

　　　　　　　　　　　　　御茶　越の雪一箱

　　　　　　　　　　　　　氷砂糖一箱

　　　　　　　　　　御側御用人迄相廻り候分

　　　　　　　　　　　御重料

　　　　　　　　　　　　　金七百疋
　　　　　　　　　　　　　　　　　御法事ニ付
　　　　　　　　　　　　　晒葛一箱　御機嫌御伺被進御品不相廻
　　　　　　　　　　　御さかな料

　　　　　　　　　　　　　金二百疋　御精進解ニ付被進之

　　　　　殿様ゟ　　　　　御直書　　御内飛脚ヘ被進之

　　　　　　　　　　　　　同　　御一封

　　　　　　　　　　　　　煎餅一箱

　　　　　　　　　　　御重料

　　　　　　　　　　　　　金七百疋

　　　　　　　青松院様より　まつ風一箱

　　　　　　　　　　　　　　御蒸籠　壱くミ　
　　　　　　　　　　　　　　　　御代拾匁

　　　　　右之通被進之被差上之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八十瀨

　　　　　　　　　　御蒸籠二くミ　　　　　　　　　　　　　　　袖野

　　　　　　　　　　　代二拾匁　　　　　　　　　　　　　　　　米田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花井

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養寿

　　　　　右御機嫌伺上り
A0143−00523_043
　　　　　井伊掃部頭殿ゟ　　交御肴一折
　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　枝柿一台　　　　　　　　　　　　　　　　　上善寺より

　　　　　右之通差上之

一八時過嶋津十大夫御用有之

一七半時御三度御膳被召上

一同刻過本多修理方御用有之

　　　　　　　　　　先記御肴ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　煮浸しニ而　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介　　江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門

　　　　　右御通被下之其余新五兵衛初両部屋当番頂戴相成候

　　　　　　　　　　枝柿ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り江被下

一御夜詰引五半時二寸五歩廻り

　　　　T八月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵

一五時過千本弥三郎御用有之

一御家老御用朝之内毎々有之

一四時過伊藤友四郎御用有之

一九時過御二度御膳如例

一八時過御家老御側御用人御目付御用有之

一七半時過御三度御膳如常

一御夜詰引九時弐寸五分
　　　　T八月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

A0143−00523_044
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭

一五半時過伊藤友四郎御用有之

一四時過中村市右衛門御用有之

一今朝も御家老御用毎々有之

一九時御二度御膳被召上

一八時過御浴湯被為召候

一七半時御三度御膳被召上

　　　　　　　　　　松茸五本　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方ゟ
　　　　　右之通被差上之

一鎌落過鹿之介初千本弥三郎伊藤友四郎御用有之

一四時過本多修理方鹿（之）介御目付両人御用有之

一御夜詰引九時五歩廻り

　　　　T八月十四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻

　　　昨日之記

　　　　　一橋様江　御直書　御返書有之

　　　　　右之通被進之

　　　　　山階宮江　御直書　御返書有之

　　　　　一橋様　　再御返書

　　　　　右之通被進之

一五半時過本多修理方鹿之介御用有之

一四時之御供揃ニ而一橋様江被為入

一御出殿　　　御帰殿

A0143−00523_045
一御帰殿之上御二度御膳被　召上　御膳後御家老御側御用人御目付御用有之

一七半時過御三度御膳被　召上
　　　　　　　　　昨十三日御国表出立　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
　　　　　　　　　今夕鎌落過到着

　　　　　殿様ゟ　御直書　被進

　　　　　　　　　右青山小三郎ヘ御托ニ相成持参之

一六時過小三郎被為　召御国表御評義且大風高水之模様被為　聴御家老

　御側御用人御目付両人伊藤友四郎罷出居候

一今晩立御国表江之発鴻明昼立ニ相成

一御夜詰引九半時弐寸前
　　　　T八月十五日

一御目覚御例刻

一五半時本多修理方御用有之

一四時過中村市右衛門御用有之

一同刻過青山小三郎御用有之
一四半時過伊藤友四郎御用有之
一九時御二度御膳被召上
一今昼立ニ而御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状并伺状御用状共小右衛門新左衛門
　迄差越老女江も同断差出候
　　　　　御簾中様江　　御書
　　　　　　　　　　　　小倉かん一箱
　　　　　殿様江　　　　御書
　　　　　　　　　　　　鷺しらす一箱
　　　　　　　青松院様江　　粕庭羅一箱
　　　　　右之通被進
A0143−00523_046
　　　　　　　　　　　　御茶一箱　　　　　　　　　　　　　　　　中村市右衛門
　　　　　右之通差上之
一八時過芦田信濃帰着ニ付罷出被為召御用有之
一七半時御三度御膳被召上
一鎌落過伊藤友四郎御用有之
一御夜詰引五半時二寸五歩廻り
　　　　T八月十六日　雨　月蝕皆既　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五時過本多修理方御用有之五半時過再御用有之御用中酒井十之丞帰京ニ付
　罷出御用有之
　　　　　松平容堂殿江　　御直書　被進之　御止ニ相成
一四半時過御家老御用有之
一九時過御二度御膳如例
一九半時過酒井十之丞毛受鹿之介千本弥三郎御用有之
一七半時御三度御膳如旧
一六時過御家老御中老御側御用人御用有之
一五半時過御目付三人御用有之
一九半時御家老御中老御側御用人御目付一統伊藤友四郎御用有之
一御夜詰引九半時弐寸五分
　　　　T八月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一五時過御家老御用有之四時過再御用有之
A0143−00523_047
一四半時御二度御膳被召上
一九時前本多修理方十之丞鹿之介伊藤友四郎御用有之
一同刻過斎藤主鈴帰京大坂表ニおゐて御使者無滞相勤候段申上之
一四半時過之御供揃ニ而一橋様江被為入候
一御出殿九半時五歩廻り　御帰殿七半時
一御帰殿之上本多修理方御中老御側御用人御目付三人伊藤友四郎御用有之
　　　　　尾張前大納言様江　御直書
　　　　　右之通被進之
　　　　　一橋様江　　　　　御直書
　　　　　右之通被進之
一七半時御三度御膳被召上
一御夜詰引九時過
　　　　T八月十八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五時過伊藤友四郎御用有之
一四時過御家老御用有之
一九時御二度御膳如例
一同刻過中村市右衛門御用有之
一九時御供揃ニ而　嘉陽宮様ヘ被為入　夫ゟ山階宮様ヘ被為入
一御出殿九半時　御帰殿五時
　　　　　山階宮様江　　　　玉あられ一箱　かわら紙五百枚
　　　　右御持参ニ而被進之
A0143−00523_048
一御帰殿直ニ御三度御膳被　召上
一御夜詰引九時壱寸五分廻り
　　　　T八月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　磐亭
一五半時過御家老御中老御側御用人御用有之
一四時　御目付千本弥三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　太平糖一箱　　　　　　　　　　　　　　木村東市正
　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　　　　去ル十六日御国表出立　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　今日到着
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平源太郎
　　　　　右到着ニ付雪江被為召御国表之事情被為聴御家老御側御用人
　　　　　御目付侍座御用中源太郎被為召罷出候
　　　　　　　　　　　　去ル十六日御国表出立　　　　　　　　　松平貫之助
　　　　　　　　　　　　今朝到着
　　　　　右罷出被為召御用有之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　御書
　　　　　右貫之助江御托シ被進之
　　　　　　　　　　　　先記同日出立　　　　　　　　　　　　　本多岩之丞
　　　　　　　　　　　　今朝到着
　　　　　右　御目　見被仰付
　　　　　殿様ゟ之御口上申上之
　　　　　殿様ゟ　　　　　干鯛二枚
　　　　　右岩之丞江御托シ被進之
一九半時御二度御膳被召上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江江
　　　　　右者京着ニ付以
　　　　　思召被下之
一去ル十五日晩立御国表ゟ之飛脚今庄ニ而一日逗留疋田ニ而半日逗留ニ而今日到着御国表も
　七日ゟ八日ニ至り暴風大雨洪水ニ而御国中所々ニ大損シ御城下過半水浸シニ相成候段申来
　奉恐入候御城内格別御損シ所も無御坐
　御方々様御障碍も不被為在候旨申来奉恐悦候小右衛門新左衛門ゟ
御機嫌状御日記御用状共相達老女ゟも御用文相達候
　　　　　御簾中様ゟ　　御書
　　　　　　　　　　　　味そ漬鯛一
　　　　　　　　　　外ニ御鉢盛り代り五百疋
　　　右之通被進之御鉢盛料ハ
　　　不求院様御初月忌ニ付被進之
　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　右者雪江江御托シニ而被進之
　　　　　殿様より　　　御書
　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　　　　　　外ニ御菓子料五百疋　先記同断ニ付被進之
　　　　　右之通被進之
　　　　　嘉陽宮江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　太平糖一箱
　　　　　　　　　　　　絵半切五百枚
　　　　　右之通被進之
　　　　　東本願寺御門主　　　奉書紬壱疋ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　五色鳥子帋百枚御添
　　　　　同　新御門主　霊寿院殿江
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　　　　　右者御染筆御願被成候御礼与して被進之
一八半時過御家老御中老御側御用人御目付伊藤友四郎御用有之
一同刻過中根雪江御用有之
一七半時御三度御膳被召上
一六時過中村市右衛門御用有之
　　　　　板倉伊賀守殿江　御直書
　　　　　右之通被進之
一御夜詰引四半時江二寸前
　　　　T八月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一四時過本多修理方中根雪江御用有之
一四半時過伊藤友四郎御用有之
一九時過御二度御膳如例
一同刻過御家老御中老御側御用人御用有之
一八半時過前書同断伊藤友四郎御用有之
一七時前即刻御供揃ニ而
関白様江被為入
一御出殿七半時五分前　御帰殿五時
一御帰殿直ニ御家老御中老御側御用人中根雪江伊藤友四郎御用有之
一　　　板倉伊賀守殿ヘ　　御直書
　　　右大坂表ヘ御勘定所向之者罷下候ニ付　被進之
一御夜詰引九時
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　　　　T八月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一四時過御家老御中老御側御用人中根雪江御用有之
一同刻過中根雪江御用有之
一九時御二度御膳被召上
一八時過伊藤友四郎御用有之
一同刻過御浴湯被為召候
一七時過御家老御中老御側御用人中根雪江御用有之
一七半時過御三度御膳被召上
一今晩立飛脚御国表江被差立候ニ付御機嫌状伺状并御用状共差出老女江も
　例之通差出候
　　　　　御簾中様江　　　御書
　　　　　　　　　　　　　御菓子
　　　　　殿様江　　　　　御書
　　　　　　　　青松院様江　　　　御菓子
　　　　　右之通被進之
　　　　　不求院様御霊前江　　　　御作り花　対
　　　　　右之通思召ニ而御備ヘ
　　　　　　　　　　　　松茸一籠　　　　　　　　　　　　　　　新宮涼珉
　　　　　　　　　　　　梨一籠　　　　　　　　　　　　　　　　新宮涼介
　　　　　右之通差上之
　　　　　秋月右京亮殿江　御直書
　　　　　右之通被進之
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　　　　　板倉伊賀守殿江　御直書
　　　　　右者大坂表江飛脚御差立ニ相成被進之
一御夜詰引九半時壱寸前
　　　　T八月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
　　　　　　　　　今般中根雪江江　　　　　　　　　　　　　　　笠原白翁
　　　　　　　　　差添被仰付候
　　　　　右今朝無急御目
見被仰付御次ニ而御茶御菓子被下之
一四時過御家老御中老御側御用人御目付御用有之
一九時過御二度御膳如例
一七半時過御三度御膳如例
一御夜詰引四時弐寸五分
　　　　T八月廿三日　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前記
　　　　　西本願寺御門主ヘ　　御直書　　松蕈一籠　絵半切三百　墨流服紗三ツ　
　　　　　右ハ先日御頼之御認等出来之為御挨拶房被進之
一五半時過本多修理方十之丞鹿之介千本弥三郎御用有之
一四時中根雪江御用有之四半時過本多修理方十之丞鹿之介雪江御目付不残
　伊藤友四郎御用有之
一九時過御二度御膳如例
一八時前本多修理方鹿之介伊藤友四郎御用有之
一八時御供揃ニ而　中納言様御機嫌為御伺　御下坂被遊候　但伏見駅迄御馬上夫ゟ御乗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船
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　　　　　　　　　　但御供新五兵衛当番両部屋同御馬廻り
一御出殿八半時壱寸廻り
　　　　　尾張前大納言様ゟ先日之御返書被進之
　　　　　　　　　　　　御立　四字十五分時　　　　　　　稲荷前　
　　　　　　　　　　　　　　　四字四十分時　　　　　　　　　　御小休　玉屋
　　　　　　　　　　　　御着　　　　　　　　　　　　　　伏見駅　
　　　　　　　　　　　　　　　五字四十分時　　　　　　　　　　御本陣
一御着之上御膳被　召上
　　　　　　　　　　　　羊羹一箱　　　　　　　　　　　　御本陣　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井与左衛門
　　　　　　　　　　　　五色氷砂糖一箱　　　　　　　　　御用達　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酢屋伊左衛門
　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　御館入船役人　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北村善右衛門
　　　　　　　　　　右之通於伏見献上之
一同夜十字十三分時［尋事　四時］御供揃ニ而伏見駅御立御乗船被遊夫ゟ御発船十字
　　　時御船中無御滞五字五十分時御着岸六字十二分時御上陸益
　御機嫌能三橋楼御旅宿ヘ六字十七分時
御着被遊奉恐悦候　八月廿四日　快晴
一御着直ニ御膳被　召上
一御膳後　御結髪
一小栗五郎大夫　被為　召坂地之事情御尋　被遊
一本多興之輔方十之丞千本弥三郎御用有之
一四半時過御膳被　召上
一御老中御上り後御供揃ニ而御登　城被遊中納言様　御機嫌御伺且御内々御棺拝被遊候
一御出門　正午十分時　御帰　五字
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一十之丞藤馬千本弥三郎御用有之御用済御膳被　召上
一御膳後本多興之輔方十之丞千本弥三郎御用有之
一御夜詰引八字十五分時
　　　　T八月廿五日
一御目覚一時三十六分時暁八半時過
一御朝御膳被　召上　御召替被遊
一八時御供揃ニ而相揃之上御旅館御立被遊直ニ御乗船二字四十三分時御解　
　纜澱川御上り被遊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伏見　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御本陣
一右御小休御小弁当被召上直ニ御供揃ニ而同所御立被遊
　　　　　　　　　　　　御着　　　　　　　　　　　　　　　　　稲荷前
　　　　　　　　　　　　御立　　　　　　　　　　　　　　　　　御小休
一夜五半時益御機嫌罷岡崎御屋敷ヘ御帰殿被遊［但御供之面々新五兵衛初不残当番御用捨退出いたし候］
一御帰殿後直ニ御家老十之丞鹿之介雪江御用有之
一右御用済御浴湯被為　召　　　一御供之面々十之丞新五兵衛初両部屋御馬廻りヘ御酒
一御夜詰引　　　　　　　　　　　豆腐汁　被下之
　　　　T八月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一五半時過中村市右衛門御用有之
一四時過十之丞鹿之介雪江御用有之
一九時過御二度如例
一御膳後芦田信濃御用有之鹿之介侍座　但　明後廿八日　御国表ヘ出立
一八時御家老十之丞鹿之介雪江御用有之
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　　　　　　　　　　　　加寿庭羅一箱　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　白糖　　　同
　　　　　右今夕出立ニ付　思召ニ而被下之
　　　　　御簾中様江　　　喜撰糖五
　　　　　殿様江　御書　　青松院様江　　同三
　　　　　右　御直書御添ニ而雪江ヘ御托ニ而　被進之
　　　　　　　　　　　　御菓子　　　　　　　　　　　　　　　　笠原白翁
　　　　　　　　　　　右雪江同道出立ニ而　思召ニ付御内々被為　召　被下之
​​一七半時御三度御膳如例
　　　　　　　　　　　去月十三日崎陽ゟ罷帰又々出立　　　　仲庵忰　　
　　　　　　　　　　　昨日御国表ゟ到着　　　　　　　　　　　　半井玄瑞
一六時過仲庵同道罷出候様被　仰付　御内々御間内ヘ被為召長崎表之事情御尋被遊
　御菓子御茶等被下之
一御夜詰引四時壱寸五分廻り
　　　　T八月廿七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五半時御家老御用有之
一同刻過千本弥三郎御用有之
一九時御二度御膳如例
一八時過伊藤友四郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　観智院僧正ゟ　　　里芋一籠
　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　　　　羊羹一箱　　　　　　　　　　　　　　　芦田信濃江
　　　　　右者明日出立御国表江罷帰り候ニ付被為召被下之
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一七半時御三度御膳如例
　　　　殿様ゟ　　湯葉一箱
　　　田安
　　　　御簾中様ゟ　　御菓子一箱
　　　　右之通被進之御納戸荷物江相廻り候御菓子ハ暑中ニ付被進御国表ニ有之
　　　　候を今度相廻り候
一御夜詰引四時
　　　　T八月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五半時過本多修理方御用有之
一九時過千本弥三郎御用有之
一九時過御二度御膳如例
一八半時過伊藤友四郎御用有之
一七時過御鉄炮御稽古被遊
一七半時前御浴湯被為召
一同刻過御三度御膳被召上
一御夜詰引四時壱寸五分廻り
　　　　T八月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一四時過本多修理方御用有之
一四半時過千本弥三郎御用有之
一九時御二度御膳被召上
一去ル廿六日御国表出立之飛脚到着小右衛門新左衛門例之通相達老女ゟも同断
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　御方々様御機嫌能被遊　御座御国表御静謐奉恐悦候
　　　　　御簾中様より　御書　御半切二
　　　　　　　　　　　　御菓子　越の雪一箱
　　　　　殿様より　　　御書
　　　　　　　　　　　　むかこ一箱
　　　　　　　青松院様ゟ　越の雪　御茶
　　　　　右之通被進之
　　　　　清心院様ゟ　　蒸籠代り百ひき
　　　　　　　　　　　　御ふし七本
　　　　　日向守様ゟ　　御くわし料百疋
　　　　　右之通被進候を相廻り候
　　　　　加藤能登守殿ゟ　　羊羹一箱
　　　　　右者滞京中ニ付時候御見舞与して側使者を以被進之
一八時揃ニ而御乗馬被遊御鞍朝風新五兵衛初御側向御馬方ヘ御次乗被仰付候
一七半時御三度御膳被召上
一六半時過十之丞御用有之
一御夜詰引四時二寸五歩廻り
　　　　T八月晦日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五半時過中村市右衛門御用有之
一同刻過本多修理方御用有之
一四時過中村市右衛門御用有之　四半時過伊藤友四郎御用有之
一九時過御二度御膳如例
一七半時過御三度御膳如例
一御夜詰引五半時弐寸廻り
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　　　　T九月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風邪気ニ付御用捨
一御目覚御例刻盤亭奉拝診候処御聊御感冒気被為在候ニ付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　御仕舞御拭
一五時過本多修理方御用有之
　　　　　　　　　　　去月廿四日芸州表出立　　　　　　　　　　有賀清門
　　　　　　　　　　　ニ而今朝到着
　　　右者先達而芸州表江御出張之諸侯方江為御見舞被遣候所彼之表ニ而
　　　御使者相勤今日罷帰候ニ付被為召彼地之事情御尋被遊候
一九時御二度御膳被召上
一同刻過中村市右衛門御用有之
一八時過本多修理方伊藤友四郎御用有之
一七時過仲庵盤亭奉拝診候処弥御格別之御事ニ者不被為在候旨申上奉恐悦候
　　　　　山階宮様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　錦絵二十二枚
　　　　　右之通被進之
　　　　　山階宮様ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　御拝領之御菓子一包　御茶一包
　　　　　右之通被進之
　　　　　御簾中様江　　　御書
　　　　　　　　　　　　　宮ゟ御到来之御菓子ヲ
　　　　　右者御内々仲庵迄御托シニ相成忰元瑞明日出立ニ而罷帰り候ニ付持参候様
　　　　　被仰付候
　　　　　　　　　宮ゟ御到来之御菓子ヲ　　　　　　　　　　　　本多修理方初
　　　　　　　　　小々ツヽ被下之　　　　　　　　　　　　　　　御役人江
　　　　　　　　　　手留帳一冊　　　　　　　　　　　　　　　　半井仲庵江
　　　　　　　　　　御扇子
　　　　　右者元瑞江頂戴為致候様ニ与御内々被下之
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　　　　　　　　　　　　松茸一籠　　　　　　　　　　　　　　　高台寺ゟ
　　　　　右之通差上之
一七半時御三度御膳如例
一御夜詰引四時壱寸廻り
　　　　T九月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　　敬左衛門
一御目覚御例刻仲庵雲沢奉拝診候処弥御軽微之御事ニ被為在候旨申上候
一五時過伊藤友四郎御用有之
　　　　　松平出羽守様ゟ　御直書
　　　　　右之通被進之
一九時過御二度御膳如例
　　　　　　　　　　　　　　　前記
　　　　　加藤能登守殿江　　　　松蕈一籠　　雲丹弐合三ツ
　　　　　右ハ過日之御答礼旁被進之
　　　　　　　　　　前記
　　　　　嘉陽宮ヘ　　　羊羹
　　　　右　御直書添ニ而為御見舞被進之
一九時過中村市右衛門御用有之
一八時過仲庵奉拝診候処弥為御指事ニ不被為在段申達候
一七半時過御三度御膳如例
一御夜詰引四半時弐寸前
　　　　T九月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻仲庵奉診察候処愈御異条（状）不被為　在御宜段申達奉恐悦候
一御仕舞御拭御撫昨日之通り
一五時過本多修理方御用有之
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一四時過岡嶋恒之助御用有之
　　　　　　　　　　　　羊羹一箱　　　　　　　　　　　　　　　岡嶋恒之助江
　　　　　右者明四日出立御国表江罷帰り候ニ付
　　　　　御手自被下之
　　　　　御簾中様江　　御書
　　　　　殿様江　　　　同
　　　　　右者恒之助江御托シ被進之
一九時前伊藤友四郎御用有之
一九時御二度御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　杉折一組　干菓子一重　　　　　　　　三井八郎右衛門献上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生菓子一重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狩野元昭
　　　　　右今夕被為召御席画被仰付鹿之介友四郎被為召拝見被
　　　　　仰付御菓子御酒等被下之元昭江も扣所ニ而御酒被下之
一七半時御三度御膳被召上
　　　　　　　　　　　　先記
　　　　　関白様江　　　　杉折ヲ
　　　　　右者折柄時候御見舞与して被進之
一御夜詰引四時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不快ニ付御用捨相願退出
　　　　T九月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門　
一御目覚御例刻五時過仲庵罷出奉拝診候処最早追々　　　　　　　　診　　　盤亭
　御清解被遊御快被為入候旨申上奉恐悦候
一御仕舞昨朝之通
一五半時本多修理方十之丞鹿之介御用有之
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一九時御二度御膳如例
一八時本多修理方御用有之
　　　　　松平容堂様ゟ　　御直書　被進之
　　　　　右者武市八十衛持参ニ而十之丞応接致シ候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原市之進殿
　　　　　右八半時過罷出御逢被相願候ニ付　御居間ニおゐて
　　　　　御逢御人払御用有之於扣所御茶御菓子被下之
一右御用済本多修理方十之丞鹿之介御目付四人伊藤友四郎御用有之
　　　　　嘉陽宮様ゟ　　　松蕈一台
　　　　　右之通被進之
　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　九谷陶一器
　　　　　右者今般御上坂被成候ニ付時候為御見舞被進之
一鎌落過御三度御膳被召上
一御夜詰引九時
　　　　T九月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一御仕舞昨朝之通御櫛被遊候
一五時過仲庵罷出奉拝診候処御風気ハ弥御全快被遊候旨申上然ル処今暁ゟ両度
　程御聊御下痢被遊候所是も為御事ニ者不被為在候旨申上奉恐悦候
一五半時本多修理方御用有之
一四時過中村市右衛門千本弥三郎御用有之
一九時御二度御膳被召上
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一八半時過有賀清門奥村坦蔵被為召芸州表之事情且戦地之模様
　御尋被遊御茶御菓子被下之
一七半時御三度御膳被召上
一去ル三日発之三里継着御国表御静謐老女ゟ御用文相達
　御簾中様此程ゟ御容躰被為入御惣身御発シ物被在御医師ゟ御容躰書
　相廻り最早追々御快方ニ者被為在候旨申来奉恐悦候
一御夜詰引四時壱寸廻り
　　　　T九月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻仲庵奉拝診候処弥御復常被為　　　　　　　　　　　診　　　　仲庵
　在候旨申上奉恐悦候
一五半時過本多修理方御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山階宮様御内　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国分上総
　　　　　右罷出候ニ付御逢有之十之丞鹿之介友四郎侍座御用中御茶
　　　　　御菓子被下之御用相済御三階等拝見被仰付退出致候
一四半時過御目付中村市右衛門千本弥三郎青山小三郎御用有之
一九時過御二度御膳被召上　御膳後御手水被遊候
　　　　　　　　　木綿手拭一　　　　　　　　　　　　　　　　　有賀清門
　　　　　　　　　羽織紐一
　　　　　右者明七日出立御国表江罷帰り候ニ付
　　　　　御目見被仰付右之御品被下之
　　　　　西本願寺御門主ゟ　　杉折一　御生菓子
　　　　　右者時候為御見舞被進之
一七半時御三度御膳如例
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一六時過伊藤友四郎御用有之
一今晩立飛脚御国表江被差立候ニ付御機嫌状御用状共小右衛門新左衛門迄差出老女江も
　例之通差出候
　　　　　御簾中様江　　　　御書　　
　　　　　　　　　　　　　　御菓子　生菓子小々　御茶鉄葉入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　粕庭羅一箱
　　　　　殿様江　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　羊羹一箱
　　　　　有覚院様御霊前江　　　　　御菓子　　やうかん
　　　　　　　青松院様江　　　　　　羊羹一箱
　　　　　右之通被進之
一御夜詰引九時ヘ壱寸五歩前
　　　　T九月七日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五半時過本多修理方御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大垣藩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小原二兵衛
　　　　　右四時過罷出御逢有之御用中御茶御菓子被下之鹿之介友四郎侍座
　　　　　　　　昨日の記　急須一箱　　　　　　　　　　　　語合　　　
　　　　　　　　　　　　　茶碗五　一箱　　　　　　　　　　　　小川主計
　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　同　　　　松蕈一台　　　　　　　　　　　　　　国沢政之助ゟ
　　　　　右者松室丹波山口和泉守高階備前同道茸狩ニ罷越候処右之面々兼而
　　　　　蒙御懇命候事故差上度旨申聞候ニ付政之助到来之趣ニ而当局迄
　　　　　差出之右御馬廻り江被下之
一九時御二度御膳如例
一伝奏飛鳥井中納言様江御留守居御呼出有之服部寅之助罷出候処御書付御渡有之
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御名江
　　　　　徳川中納言言上之趣も有之諸藩衆議可被
　　　　　聞食（召）候間決議之趣者中納言を以可有
奏聞旨被　仰出候事
　　　　　　　　　九月
一八半時過伊藤友四郎御用有之
一七半時御三度御膳如例
一同刻過本多修理方鹿之介御用有之
一六時過青山小三郎御用有之
　　　　　伊達伊予守殿ゟ　　御直書　被進之
　　　　　長岡良之助様ゟ　　同　　　被進之
　　　　　右良之助様ニ者去月廿九日肥後表御発途御船ニ而六日晩御着坂ニ而
　　　　　被進之
　　　　　松平大隅守様江　　御直書
　　　　　伊達伊予守殿江　　同
　　　　　右之通被進之薩州表江岩下佐治右衛門伊予表江木原半兵衛早駆ニ而
　　　　　罷越候ニ付両人江御托シニ而被進
一御夜詰引九半時江壱寸前
　　　　T九月八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻御仕舞御平常之通　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　雲沢
一五半時過本多修理方御用有之
一同刻過中村市右衛門千本弥三郎青山小三郎御用有之
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武市八十衛
　　　　　右四時過罷出　御逢有之御用ニ相成十之丞侍座於扣所ニ
　　　　　御茶御菓子被下之
　　　　　松平容堂殿江　御直書
　　　　　右者八十衛江御托シニ而被進之
　　　　　関白様より　　　杉折一組　　干菓子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生菓子
　　　　　右者時候為御見舞被進之
一九時御二度御膳如例
一九半時過御家老到着八時御目付着左之通
　　　　　　　　　　去ル五日御国表出立　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　　　　今夕到着　　　　　　　　　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　　　　　　去ル六日御国表出立　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　今夕到着　　　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　　右着之上御家老両人被為召御用有之畢而孫左衛門巳三郎市右衛門御用有之
一八時過御浴湯被為召候
　　　　　御簾中様より　　御菓子　せんへい
　　　　　殿様ゟ　　　　　奈良漬瓜
　　　　　右者御家老孫左衛門等江御托シニ而被進之
一八半時過ゟ本多修理方酒井与三左衛門方松平備後方十之丞鹿之介高田孫左衛門
　村田巳三郎中村市右衛門千本弥三郎青山小三郎御用有之
一七時過伊藤友四郎御用有之
一七半時御三度御膳如例
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一七半時過ゟ於御用部屋御評議有之其節御酒御肴被下之鎌落過被為
　入御手酌等被成下何茂十分頂戴六時過退出　　御すし　茸　とうふ　御酒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はも　のり巻　はす　くり一鉢　浸し物一鉢
　　　　　前関白様ゟ　　　　　松茸一台
　　　　　右者折柄為御見舞被進之
　　　　　九鬼長門守様ゟ　　　松蕈二籠　　　　御祐筆部屋向并
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手伝初台子向寛七江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被下之
　　　　　右者時候為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　御飯　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江
　　　　　　　　　　　　　御すまし　花切玉子
　　　　　右者不快引籠居候ニ付以
思召被下之
一六時過高田孫左衛門御用有之
一御夜詰引九時壱寸五歩廻り
　　　　T九月九日　晴　　　　　　　　　　　　平服　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五時過松平備後方御用有之
一同刻過中村市右衛門千本弥三郎御用有之
一五半時過本多興之輔方上京ニ付被罷出御用有之畢而大宮藤馬同断
一四時過御家老御目付等御用有之
　　　　　　　　　　　　鴨肉味噌漬　　　　　　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　右持参ニ而内献之
一九時御二度御膳如例
　　　　　　　　　　　　　　　　先記
　　　　　長岡良之助様江　　　　　杉折壱組
　　　右者今日御京着ニ付被進之
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　　　　　　　　　　　　　養老酒二瓶　　　　　　　　　　　　　小原二兵衛ゟ
　　　　　　　　　　　　　御肴一台　鯛二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱸一
　　　　　右之通内献之友四郎迄差出之
一七半時御三度御膳如例
一同刻過本多修理方御用有之
一六時過高田孫左衛門御用有之
一六半時過ゟ左之面々被為召御酒被下置涼介初江画并詩作等被仰付何茂十分頂戴
　九時比退散ニ相成候璥二寛七も罷出居候
　　　　　　　　　　　　　御吸物　イセ　ゑひ　うと　さわし　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　　　中皿　焼さかな　　嬉し之　　　　　　半井仲庵
　　　　　　　　　　　　　　　　かまほこ　　小口ミかん　　　　伊藤友四郎
　　　　　　　　　　　　　　　　くりきんとん　　　　　　　　　新宮涼介
　　　　　　　　　　　　　小皿　ミしほ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　たこ　摺生か　　　　　　　　　
　　　　　
一御夜詰引九時二寸五歩廻り
　　　　　　　　　　御すまし　　　　　　　　　　　　　　　　　松平備後方江
　　　　　　　　　　　　　花切玉子
　　　　　右者以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔方初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御家老三人
　　　　　　　　　　　先記御肴ヲ　　　　　　　　　　　　　　　御中老一人
　　　　　　　　　　　　　煮合松茸　　　　　　　　　　　　　　御側御用人　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目付五人
　　　　　右者此節御用多ニ付被下之
　　　　T九月十日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　盤亭
一五時過中村市右衛門御用有之
一四時過伊藤友四郎御用有之
一九時御二度御膳如例
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　　　　　　　　　富士御画御詠半切　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎江
　　　右以　思召被下之
一九半時過本多興之輔方帰坂ニ付　御逢有之
一七半時御三度御膳如例　　　　　一御余多御皿　ミしほ　たい　　酒井与三左衛門江　被下
一同刻過中村市右衛門御用有之
一御夜詰引九時
　　　　T九月十一日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一四時過千本弥三郎御用有之
一九時御二度御膳如例
一今度九日十日寄ニ而御納戸荷物被差立候ニ付左之通被進被下之
　　　　　御簾中様江　　　　五色氷砂糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　簾御短冊掛一　御短さく三〆添
　　　　　殿様江　　　　　　御茶壱壺
　　　　　　　青松院様江　　五色氷さとう一箱
　　　　　　　　　　　　　　春慶塗小盆二枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま初三人
　　　　　　　　　　　　　　鉢五十本　　　　　　　　　　　　米田初二人
　　　　　　　　　　　　　　　一箱ツヽ　　　　　　　　　　　御錠口三人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉江
　　　　　　　　　　　　　　春慶ぬり小盆二枚　　　　　　　　御中﨟江
　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　一枚　　　　　　　　新同　江
　　　　　興正寺御門主江　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　羽二重昆布一箱
　　　　　右之通被進之
一八時過高田孫左衛門村田巳三郎被為召御茶御菓子被下之
A0143−00523_069
一御兼約ニ而長岡良之助様被為　入御書院江御着座其段申上ニ相成御支度宜節御次迄　
　御出迎之所　思召ニ而御書院迄被為　入御挨拶済ニ而御案内御上段御次間江
　御着座御挨拶済ニ而御多葉粉盆御茶御菓子差上之御人払ニ相成候被為
　入候御刻限八半時過夫ゟ七時過ニ相成御三階江被為　入修理十之丞鹿之介被為召御程
　合ニ而御吸物御酒御肴等被進右御人払中十之丞鹿之介ニ而差上良之助様御家来　
　神谷矢柄荒井新九郎被為召御酒御肴被下置御程合ニ而御膳被進五時過御退散ニ
​　相成候
　　　　　　　　御献立　御吸物　すまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　松笠鯛　ゆ
　　　　　　　　　　　　御中皿　爪紅蒲鉾　　甘ニから芋　　　　御中皿　御差身
　　　　　　　　　　　　　　　　小くしさわら　筆しやうか　　　　　　　　鯛　紅かふら骨
　　　　　　　　　　　　　　　　に玉子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わさひ
　　　　　　　　　　　　同　　　鯛　　　　　　　　　　　　　　御酒
　　　　　　　　　　　　　　　　　面取尾張大こん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつら生か
　　　　　　　　御膳　　御平　　花ゑひ　ミつ葉　　　　　　　御汁　つミ入
　　　　　　　　　　　　　　　　蝶形芋　　　　　　　　　　　　　　　　こま／＼な
　　　　　　　　　　　　御香の物
　　　　　　　　　　御次　なる　煮合　　　すのもの
　　　　　　　　　　　　　大根
　　　　　長岡良之助様ゟ　　　　杉折一組　干菓子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝鮮飴
　　　　　右御持参ニ而被進之
一御夜詰引九時二寸廻り
　　　　T九月十二日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　仲庵
一五半時過酒井与三左衛門方松平備後方御用有之
一同刻過伊藤友四郎御用有之
一九時御二度御膳如例
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　　　　　長岡良之助様ゟ　御直書
　　　　　右之通被進之
　　　　　山階宮様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　九谷焼御急須
　　　　　長岡良之助様江　御直書
　　　　　右之通被進之
　　　　　関白様江　　　　養老酒二瓶
　　　　　飛鳥井様江　　　生御菓子一箱
　　　　　右之通被進之
　　　　　御簾中様江　　　御書
　　　　　殿様江　　　　　御直書
　　　　　右者今日大坂表御勘定所ゟ之飛脚立寄御国表江罷越候ニ付被進之
　　　　　伊達伊予守殿ゟ　御直書
　　　　　同　遠江守殿ゟ　同
　　　　　右之通被進之
　　　　　興正寺御門主ゟ　御返書
　　　　　　　　　　　　　松風五十枚
　　　　　二条関白様ゟ　　奈良漬瓜一桶
　　　　　右之通被進之
一鎌落過本多修理方御用有之
一御夜詰引五半時江懸り
　　　　T九月十三日　曇天　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五半時過中村市右衛門御用有之
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一四時過伊藤友四郎御用有之
一去ル十日晩立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状并御用状共小右衛門新左衛門ゟ相達老女ゟも
　例之通相廻り候
　御方々様益御機嫌能被遊　御座御国表御静謐奉恐悦候
　　　　　御簾中様より　　　御書　青松院様ゟ御一封御入込
　　　　　　　　　　　　　　氷室羊羹一箱
　　　　　　　　　　　御壱七日ニ付
　　　　　　　　　　　　　　御くわし料三百疋
　　　　　殿様ゟ　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　栗一箱
　　　　　　　　　　　　　　山葵五本
　　　　　　　　　　　同断ニ付
　　　　　　　　　　　　　　御重料三百疋
　　　　　右之通被進之
　　　　　松平出羽守様ゟ　　御直書
　　　　　田安中納言様ゟ　　御直書
　　　　　松平兵部大輔様ゟ　同
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　同　　　御封込ニ而　呈書　　　　　浅野中務少輔殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿
　　　　　右之通被進之
　　　　　顯光院様ゟ　　　　御さかな料二百疋
　　　　　右御上京被遊候御事被為聞御歓被仰進度
　　　　　御簾中様御伝にて被進之
　　　　　日向守様
　　　　　出雲守様　　　　　御砂糖漬一箱　右
　　　　　御二所様より　　　　　御国ニ而御用ニ相成
　　　　　右者御滞京中御機嫌御伺（被）遊度被進之
　　　　　　　　　御さかな料百疋　　鳳台院様御附
　　　　　　　　　葛粉壱箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川野ゟ
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　　　　　右者先達而蓬之糸ニ而織立候切ヘ仏像認メ候物へ御筆相願候処早速被遊
　　　　　頂戴致候ニ付為御礼差上之
　　　　　一条様ゟ　　　御書
　　　　　　　　　　　　御生菓子一箱
　　　　　右之通被進之
　　　　　長岡良之助様ゟ　　御返書被進之御再答被進之
一八時過御浴湯被為召候
一七時過御家老初御中老御側御用人御目付不残罷出御用有之
一七半時過御三度御膳如例
　　　　　板倉伊賀守殿江　御直書
　　　　　右之通被進之
一御夜詰引四時二寸廻り
　　　　T九月十四日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　雲沢
一四時過御中老御側御用人御目付等御用有之
一四半時過御目付不残罷出御用有之
　　　　　山階宮様ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　智恩院宮御染筆
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　西洋漬物一瓶　　　　　　　　　　　　　　天方対馬
　　　　　右者神戸表ゟ昨夕到着右之品到来之由ニ而鹿之介迄差出内献之
　　　　　　　　　　　松茸一台　　　　　　　　　　　　　　　　矢島新之助献上
　　　　　　　　　　　しめじ
一九時御二度御膳如例
一同刻過酒井与三左衛門方松平備後方御用有之
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　　　　　　　　　　　饅頭十三ツヽ　　　　　　　　　　　　　　御側向敬左衛門初　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋御馬廻り
　　　　　　　　　　　同　九ツツヽ　　　　　　　　　　　　　　手伝両人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗本寛七
　　　　　　　　　　　同　七ツツヽ　　　　　　　　　　　　　　台子向江
　　　　　右者昨十三日
有覚院様御壱七日ニ付為御供養昨日今日与而被下之
　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎江
　　　　　　　　　　　茸ヲ
　　　　　右之通被下之
一八時過本多修理方十之丞鹿之介御用有之
一九時御供揃ニ而
上様御旅館江被為　入候
一御出殿八半時壱寸五歩廻り　御帰殿六半時五歩廻り
一御帰殿御家老御中老御側御用人御用有之
一御用済御三度御膳被召上
一五時過御目付不残御用有之
一御夜詰引四半時江壱寸前
　　　　T九月十五日　少々曇　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　今日ゟ御休薬ニ相成奉恐悦候　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五半時過千本弥三郎御用有之
一四時過本多修理方御用有之
一九時御二度御膳如例
一同刻過大御番頭四人御用有之
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一九半時過伊藤友四郎御用有之
一同刻過中村市右衛門千本弥三郎青山小三郎御用有之
一八半時過御矢場江被為　入御鉄炮御稽古被遊大谷儀左衛門被為召御相手被仰付御菓子
　被下之
一七半時過御三度御膳如例
一六時過高田孫左衛門御用有之　　一御夜詰引四時二寸廻り
　　　　T九月十六日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　盤亭
一五半時過中村市右衛門御用有之
一同刻過伊藤友四郎御用有之
一四半時過本多修理方酒井与三左衛門方松平備後方御用有之
一九時御二度御膳如例　　一板倉伊賀守殿江　　御直書　　　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉折　干菓子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生菓子
一八時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一七時過御用部屋江被為入御用被為　聴候
一六時過御三度御膳被召上
一同刻過中村市右衛門御用有之
一御夜詰引四半時ヘ懸り
　　　　T九月十七日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一五半時過酒井与三左衛門松平備後方御用有之
一四半時過中村市右衛門御用有之
　　　　　嘉陽宮様江　　　花形落雁一箱
　　　　　　　　　　　　　玉川唐帋一〆
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　　　　　陽明殿江　　　　氷砂糖一箱
　　　　　右者今日鹿之介罷出候ニ付被進之
一九時御二度御膳如例
一七時過本多修理方酒井十之丞鹿之介御用有之
一同刻前俄ニ被仰出為御遊歩御略供ニ而御側向当番御馬廻り歩兵隊外ニ斎藤主鈴
　伊藤友四郎被召連御庭口ゟ南御門江被為入夫ゟ加州様御屋敷脇ゟ南禅寺道夫ゟ永
　観堂江被為入寺内御廻り被遊直ニ若王寺江被為入二ノ滝迄被為　入同所ニ而暫時
　御休被遊夫ゟ御帰り黒谷脇ゟ上岡崎村聖護院村ゟ熊野社内御通り西御門ゟ御庭
　口江被為入御帰殿六時
一御帰殿之上御三度御膳被召上
一六半時過松平源太郎明日出立ニ付被為召御用有之御用済御余多肴御酒
　被下之　　　　　　　一御余多　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江被下
　　　　　　　　　　　　　玉子とじ
　　　　　　　　　　　　　御筆　同唐帋　　　　　　　　　　　　松平源太郎江
一御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T九月十八日　朝曇天夕方雨　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　仲庵
一五半時過中村市右衛門千本弥三郎青山小三郎御用有之
一四時過高田孫左衛門御用有之
一九時御二度御膳如例
一同刻過本多修理方酒井与三左衛門松平備後方御用有之
一八時過太鼓笛修行之面々御上段御三間江罷出折々を被遊
　御覧候其節斎藤主鈴御目付等罷出居候
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　　　　　　　　　観智院僧正ゟ　　籠之内　柿　しめじ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梨子
　　　　　右之通被差上之
一七半時御三度御膳如例
一同刻過高田孫左衛門御用有之
一御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T九月十九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五半時過高田孫左衛門御用有之同刻過伊藤友四郎同断
一四時過本多修理方十之丞御用有之
　　　　　松平肥後守殿江　　御直書　　　　御返書被進之
　　　　　　　　　　　　　　御生菓子一箱
　　　　　右之通被進之
　　　　　松平下野守様江　　白鳥子帋百枚
　　　　　右者兼而御形被仰進候ニ付　御直書添ニ而被進之
一四半時過中村市右衛門千本弥三郎御用有之
一九時御二度御膳如例
一同刻過酒井与三左衛門松平備後方御用有之
　　　　　山階宮様ゟ　　　　御直書　　　御返書被進之
　　　　　右之通被進之
一八時過高田孫左衛門村田巳三郎御用有之
一七半時御三度御膳如例
一同刻過酒井与三左衛門方松平備後方御用有之
　　　　　　　　　粕庭羅一箱ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門方
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　　　　　同　　一箱ツヽ　　　　　常盤木半斤　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差上之　　　　　　　村田巳三郎
　　　　　右者御用相済明廿日出立御国表江罷帰り候ニ付被下之
　　　　　　　　　保命酒一瓶　　　　　　　　　　　　　　　　　松平備後方江
　　　　　右者過日到着之節差上物之御返与して以
思召被下之
一此程ゟ何茂御用多相勤居与三左衛門方初明日出立ニも有之旁今夕七半時揃ニ而左之面々被為
　召御上段御次間御三ノ間ニおゐて御酒被下置右御席江兼而友四郎ゟ通シ置画工竹渓
　藹山罷出於　御前御酒御肴等被下之御席画被仰付御好等有之与三左衛門方初
　帰北之面々好候様被仰付右頂戴ニ相成一統難有十分頂戴致シ八時過御礼申上退散夫ゟ
　画工両人江者於扣所も御酒御膳被下七時過相下り候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　　　　爪紅蒲鉾　　　甘にかふたけ　　　　　　　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　中皿　小くしさハら　筆生か　　　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　　　　　　花長いも　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　同　　さしミ　　　　鯛　　　　　　　　　　　　　斎藤主鈴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲葉左司馬
　　　　　　　同　　いり身　　　　ふくらけ　　　　　　　　　　稲垣半之丞
　　　　　　　　　　　　　　　　　大こん　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　　　　小皿　すのもの　　　切身肴　　　　　　　　　　　中村市右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　大こん　　　　　　　　　　　千本弥三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　　　吸物　　　　　　　　はも　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　しめし茸　　　　　　　　　　青山小三郎
　　　　　　　酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半井仲庵
　　　　　　　画工両人江外ニ吸物　うしほ鯛　　　　　　　　　　新宮涼介
　　　　　　　扣所ニ而一汁一菜焼物付ニ而　　　　　　　　　　　狩野元照
　　　　　　　御膳被下之　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹渓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藹山
一御夜詰引八半時壱寸前
　　　　T九月廿日　晴夕方曇　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一五半時過本多修理方十之丞御用有之
一四半時過中村市右衛門御用有之
一九時御二度御膳如例
一同刻過千本弥三郎青山小三郎御用有之
一九半時過嶋津十大夫御用有之
　　　　　　　　　観智院御坊江　　御返書　鹿之介　御菓子　越の雪一箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御代筆
　　　　　右之通被進之
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　御書　　　　　御返書　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一重
　　　　　右之通被進之
一七半時御三度御膳如例
一鎌落過嶋津十大夫御用有之
一御夜詰引五半時二寸五歩前
　　　　T九月廿一日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五半時過御家老御用有之
一四時本多修理方青山小三郎御用有之
一九時御二度御膳如例
一九半時中村市右衛門御用有之
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一九半時御供揃ニ而過日之通為御遊歩吉田山辺ゟ真如堂夫ゟ銀閣寺江御立寄所々被遊
　御覧夫ゟ詩仙堂江被為入色々御覧被遊暫時御休御茶御菓子被召上御供之者江御菓子
　被下夫ゟ直ニ御帰り被遊候御帰殿六半時壱寸五歩廻り鹿之介伊藤友四郎新宮
一御帰殿之上御膳被召上
　　　　　松平肥後守殿ゟ　　　粕庭羅五本一箱
　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　狩野元照江
　　　　　右者先達而ゟ毎度自画入御覧候ニ付被下之
一御夜詰引四半時二寸五歩
　　　　T九月廿二日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五半時千本弥三郎青山小三郎御用有之
一四時過本多修理方御用有之
一四半時本多修理方御中老御側御用人御目付三人御用有之
一九時御二度御膳如例
一八時御供揃ニ而御登
館被遊候　　　　御出殿八半時　御帰殿六半時ヘ二寸前
一御帰殿之上御膳被召上
一六半時過本多修理方御中老御側御用人御用有之
一今晩立御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状伺并御用状共小右衛門新左衛門迄差出老女江も
　例之通差出候
　　　　　御簾中様江　　御書
　　　　　　　　　　　　御生菓子一箱
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　　　　　殿様江　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　御扇子二本　竹渓藹山画
　　　　　　　青松院様江　　御生菓子一箱
　　　　　右之通被進之
　　　　　筆姫様江　　　御書
　　　　　　　　　　　　松風せんへい
　　　　　右之通被進此表御留守居迄差出シ候
　　　　　　　　　　　御茶　常盤木半斤一箱　　　　　　　　　　大久保一翁殿ヘ
　　　　　右之通被遣御国表江相廻候
一御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T九月廿三日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一五半時中村市右衛門千本弥三郎御用有之
一四半時本多修理方御中老御側御用人御用有之
一九時御二度御膳如例
一九半時千本弥三郎御用有之
　　　　　松平容堂殿ゟ　　御返書
　　　　　伊達伊予守殿ゟ　同
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ
　　　　　右之通江戸便有之日差上之御附衆ゟも書状相達候
一九半時御供揃ニ而一昨日之通御出殿被遊熊野社前ゟ川端迄被為入夫ゟ若州往還通り
　山端迄被為入同所茶屋庭江御立寄被遊暫時御休夫ゟ赤山江［山端ゟ八丁］被為　入此所ニ而御小休
　御茶御菓子等被召上御供之者江も御菓子等被下夫ゟ元之御道通御帰殿被遊候六半時
A0143−00523_081
一御帰殿之上御膳被召上
一御夜詰引四半時壱寸廻り
　　　　T九月廿四日　曇天夕方雨　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五半時過本多修理方御用有之
一九時御二度御膳如例
　　　　　　　　　　　　　御書　全帋御作　　　　　　　　　　　国分上総江
　　　　　　　　　　　　　同　　同　　　　　　　　　　　　　　八田知紀江
　　　　　右者相願候ニ付友四郎江御托シ被下之
　　　　　　　　　　　　　自画　絹地一枚　　　　　　　　　　　国分上総ゟ
　　　　　右者御沙汰も被為　在候ニ付友四郎迄差出差上之
一七半時御三度御膳如例
一御夜詰引五半時
　　　　T九月廿五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五半時過本多修理方十之丞鹿之介御用有之
一四時過伊藤友四郎御用有之
一同刻過中村市右衛門千本弥三郎御用有之
一四半時過本多修理方御用有之
一九時御二度御膳如例
一九半時御供揃ニ而御登
館被遊候　　　　御出殿八時ヘ壱寸前　御帰殿七時二寸廻り
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　　　　　筆姫様ゟ　　　御書
　　　　　右之通被進之
　　　　　山階宮様江　　粕庭羅一箱
　　　　　右者過日来御引籠被為　入候ニ付為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　樽二　五升入　　　　　　　　　　　　　小原二兵衛江
　　　　　　　　　　　　雲丹五　二合入
　　　　　右者過日差上物之為御返シ被下之
一御帰殿之上千本弥三郎伊藤友四郎御用有之
一七半時御三度御膳如例
一六半時前本多修理方十之丞鹿之介御用有之
一四時過伊藤友四郎御用有之
一御夜詰引四半時五歩廻り
　　　　T九月廿六日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一四時過本多修理方御用有之
一同刻過千本弥三郎青山小三郎御用有之
一四時御供揃ニ而　山階宮様江被
入候　　　御出殿四半時壱寸五歩廻り　御帰殿
　　　　　　　　　　干菓子一折　　　　　　　　　　　　　　　　三国幽珉（眠）ゟ
　　　　　右者為伺　御機嫌差上之
　　　　　山階宮様江　　先記　御菓子一折
　　　　　　　　　　　　　　　金巾墨流御服紗一
　　　　　右者今日被為入候ニ付御持参ニ而被進之
一今日板倉伊賀守殿江左之通御願達被差出之
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　　　　　拙者儀従当夏上京仕居別而先般従
　　　　　朝廷被　仰出候趣も御座候ニ付諸藩参集迄滞京罷在候心得ニ
　　　　　御座候処頃日従国許国政向改革筋之儀ニ付同氏当御名家老共
　　　　　差出申談候趣も有之其上米価高直ニ而下民不穏由も相聞ヘ候ニ付
　　　　　旁以暫時立帰国許ヘ罷越度奉存候此段相願申候以上
　　　　　　　　　九月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御名
一伝奏衆江御差出シニ相成候御書付
　　　　　私儀先達而御達之趣ニ付直ニ滞京可仕心得ニ御座候処頃日従
　　　　　国許国政向改革筋之儀ニ付同氏御名家老共差出申談候趣も
　　　　　有之其上米価高直ニ而下民不穏由も相聞候ニ付旁以暫時立帰
　　　　　国許へ罷越度奉存候此段奉願候以上
　　　　　　　　　九月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御名
　　　　　近衛前殿下ゟ　　　御書　　菊一鉢
　　　　　　　　　　　　　　御肴一折
　　　　　右之通被進之
一御帰殿之上御膳被召上
一御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T九月廿七日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一五半時過御家老御目付等御用有之
　　　　　阿部主計頭様ゟ　　洋鯛一折　　梅酒菊酒二瓶
　　　　　　　　　　　　　　御樽代五百疋
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部主計頭様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺大助
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　　　右被進物持参罷出候ニ付　御目見被仰付扣所ニ而御菓子被下之
一九時御二度御膳如例
一同刻過真杉所左衛門御用有之
一九半時過伊藤友四郎御用有之
　　　　　　　　　　　千五百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　　竹渓　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藹山
　　　　　右者過日罷出其後色々為御書ニ相成候ニ付被下之
　　　　　西本願寺御門主ゟ　御直書
　　　　　　　　　　　　　　御生菓子一折
　　　　　右之通被進之
一七時御供揃ニ而桜木御殿江被為　入候　御出殿　　　　　　　　御帰殿
　　　　　近衛前殿下江　　　御肴　鯛二　一箱　　御半切三百
　　　　　　　　　　　　　　銘酒一瓶　一箱
　　　　　右者今日被為　入候ニ付御持参ニ而被進之
一御夜詰引
　　　　T九月廿八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一五半時過御家老御中老御用有之
一九時御二度御膳如例
　　　　　　　　　　　花葵黒奉書袖御羽織一　　　　　　　　　　伊藤友四郎江
　　　　　右者御滞京中格別心配相勤今度御立帰り御国許江被為
　　　　　入候ニ付出格之　思召を以召被為　入候を
　　　　　御手自被下之
　　　　　井伊掃部頭殿ゟ　　紅砂職縮緬二疋
　　　　　　　　　　　　　　御肴一折
　　　　　右之通被進之
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　　　　　　　　　　　　　　わら帋三百　　　　　　堀部頭御殿御家来　　
　　　　　　　　　　　　　　鰑一わ　　　　　　　　　　　　　　岡本半助
　　　　　右被進物持参ニ而罷出御居間ニおゐて
　　　　　御目見被仰付御人払御用有之御茶御菓子被下之
　　　　　飛鳥井様江　　　　御菓子一折
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　御筆　全帋一枚ツヽ　　　　　　　　高崎左京
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上大和
　　　　　右者過日　山階宮様江被為　入候節御認ニ而被下候を御印章
　　　　　御出来ニ而友四郎迄相渡候
　　　　　　　　　　　　　　梅肉一曲　　　　　　　　　　　　　敬左衛門
　　　　　右者此程ゟ不快ニ罷在候処追々復常ニ者候得共未夕出勤難仕ニ付
　　　　　相願御先江罷出明廿九日出立致シ候ニ付御庭江内々罷出夫ゟ御間内江罷出
　　　　　御目　見被仰付以　思召右之御品を下之甥久野健吾道中為看病
　　　　　召連度旨相願同道罷越候ニ付無急度今日も同道罷出候様被
　　　　　仰付御内々　御目　見被仰付御菓子被下之尤願者口上書差出
　　　　　御家老中迄相願健吉義者其向江相願候
一七半時御三度御膳如例
一去ル廿六日立御国表ゟ之飛脚着小右衛門新左衛門ゟ例之通相達老女ゟも同様相廻り候
　御方々様益御機嫌能御国表御静謐奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　御書　　かんせきするめ一箱
　　　　　　　　　　　　　　御庭の栗
　　　　　　　　　御容躰中被進物御礼として
　　　　　　　　　　　　　　干鮎壱箱
　　　　　殿様ゟ　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　鴨一羽
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　　　　　　　青松院様ゟ　　御肴料三百疋
　　　　　右之通被進之　青松院様ゟハ御不快中御尋御戴之御礼与して被進之
　　　　　宰相様ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥島
　　　　　　　　　　　　　　御半切六〆　　　　　　　　　　　　山さわ
　　　　　　　　　　　　　　御封筒三　　　　　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　　　　　　　　　　味噌漬鯛壱桶　　　　　　　　　　　養寿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　五枚入　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かちの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小のた
　　　　　右為伺　御機嫌差上之
　　　　　貞慎院様ゟ　　　　御袴地一　　　御出府ニ付御土産与して被進
　　　　　　　　　　　　　　御肴料七百疋
　　　　　　　　　　　　　　水仙一箱　数三十二　右者御半切　雲丹被進候御挨拶
　　　　　　　　　　　　　　御多葉こ入七つ　御きせる筒七　右御半切被進候御返し
　　　　　筆姫様ゟ　　　　　くすの粉一箱　　右暑中御見舞
　　　　　右之通被進候旨申来候
　　　　　　　　　　　　　　御帯一筋　　　　　　　　　　　　　中村市右衛門江
　　　　　右者御滞京中御用多相勤且先達而御茶差上候ニ付旁
御手自被下之
一御夜詰引九半時江壱寸前
　　　　T九月廿九日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　雲沢
一五時御供揃ニ而明日御発　駕為御案内両伝奏御老中板倉伊賀守殿所司代御勤夫ゟ
為御伺　御機嫌御登
館被遊候　　御出殿　　　　　　　　御帰殿
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　　　　　山階宮様江　　　　栗一箱
　　　　　右御直書添ニ而被進之
　　　　　近衛前殿下江　　　焼鮎一箱
　　　　　近衛内府公江　　　味噌漬小鯛五枚
　　　　　右之通被進之御留守居ゟ相廻シ候
　　　　　東本願寺御門主江　御書
　　　　　　　　　　　　　　朝鮮飴一箱
　　　　　興正寺御門主江　　御書
　　　　　　　　　　　　　　梅酒
　　　　　右之通被進之
　　　　　近衛前殿下ゟ　　　瀨戸物焼　　黒□絽御たはこ入筒共
　　　　　　　　　　　　　　同　水次
　　　　　右者昨日被為入候節被進之
　　　　　興正寺御門主ゟ　　染付蓋物大小三
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　合口下緒一掛　　　　　　　　　　　嶋津十大夫江
　　　　　　　　　　　　　　御扇子　対
　　　　　右者先達而御菓子差上候ニ付被進之
　　　　　　　　　　　　　　鯛一枚　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介江
　　　　　右者今般相残り候ニ付以　
　　　　　思召を被下之
　　　　　　　　　　　　　　煮肴　　　　　　　　　　　　　　　御側向両部屋江
　　　　　右者昨日御到来御有合も有之候ニ付昨日今日与而被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閑院宮御内
　　　　　　　　　　　　　　白奉書紬一疋　　　　　　　　　　　木村東市正
　　　　　　　　　　　　　　丸御紋黒奉書紬綿入御羽織一　　　　同人母江
　　　　　　　　　　　　　　白縮緬壱反　　　　　　　　　　　　同人妻江
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　　　　　　　　　　　　　　上月成奉書一束　　　　　　　　　　同人忰江
　　　　　　　　　　　　　　雲鶴遊天　御筆対
　　　　　右者今日同所門前御通行被遊其節御内々　御立寄母等も
　　　　　御目見被仰付右ニ付御礼旁参上候ニ付御帰殿之上
　　　　　御目見被仰付御茶御菓子并右之御品被下置扣所ニ而御懇合被下之
　　　　　近衛内府公ゟ　　　　　伊丹酒一樽　四斗
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　　杉折一組　　御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御茶
　　　　　霊寿院殿ゟ　　　　　　御茶三壺
　　　　　右者　御発　駕ニ付被進之右之御品御答礼御用ニ御残シニ相成候
　　　　　細川越中守様ゟ　　　　生菓子一箱
　　　　　右同断ニ付被進之御道中御用意御持御残り両部屋詰合之者江被下之
一御帰殿之上御三度御膳被召上　　一御夜詰引
　　　　T慶応二年丙寅十月朔日　朝曇夕晴
一御目覚鎌落
一五時前御供揃被仰出益
御機嫌能八字二十六分時岡崎御屋敷御発
駕被遊候御乗馬其節諸士之面々席々江罷出居　
御意被成下候
　　　　　　　　　　　　御着　九字四十分時　　　　　　御小休　　　　
　　　　　　　　　　　　御立　十字三十分時　　　　　　　　　　奴茶屋
　　　　　　　　　　　　御着　十一字二十三分時　　　　御昼　大津　　　
　　　　　　　　　　　　御立　　　　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　　　羊羹一台十九本　　　御側向両番　　被下之
　　　　　霊寿院殿ゟ　　　　　　　同　同　九本　　　　御馬廻り江
　　　　　右者御発駕ニ付為御見舞御使者を以被進之
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　　　　　　　　　　御肴一折　鯛一　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎献上
　　　　　　　　　　　　　　　貝
　　　　　　　　　　　　　　　口取物一　十之丞左司馬　　　　　
　　　　　　　　　　杉折三重　さしミ一　弥三郎新五兵衛江　　　同　新之助　同
　　　　　　　　　　　　　　　焼肴一　　　　　　　被下之
　　　　　　　　　　御干菓子一台　　　　　　　　　　　　　　　同　勝之助　同
　　　　　　　　　　白縮緬一疋　　　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎江
　　　　　右者毎々献物致シ且今日御昼休被仰付候ニ付無急度被下之
　　　　　右御祐筆部屋迄差出之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御館入　前田新六
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一折　　　　　　　　　　　岩崎喜助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢西甚兵衛
　　　　　右之通献上之是ゟ此度御趣意ニ而献上物一切御取揚無之
　　　　　　　　　　　　御着　　　　　　　　　　　　　御小休　鳥居川村
　　　　　　　　　　　　御立　二字十九分時　　　　　　　　　　
一鳥居川村御小休ゟ　御歩行ニ而被為　入候
　　　　　　　　　　　　御着　四時二十三分時　　　　　御泊　　草津
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御本陣
一御宿入之上御中老御用人御医師等伺　御機嫌罷出候
一御浴湯被為召御湯済御膳被召上
一御夜詰引五字四十二分時
　　　　T十月二日　晴
一御目覚切六時
一六時御供揃ニ而草津駅御発　駕　御立
一草津駅ゟ守山迄　御歩行ニ而被為　入候夫ゟ御乗馬
　　　　　　　　　　　　御着　　　　　　　　　　　　　御小休　守山
　　　　　　　　　　　　御立　八字十四分時　　　　　　　　　　御本陣
　　　　　　　　　　　　御着　九字三十一分時　　　　　同　　　篠原村
　　　　　　　　　　　　御立　九字三十九分時　　　　　　　　　新屋熊五郎
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　　　　　　　　　　　　御着　十字三十一分時　　　　　御小休　鏡村
　　　　　　　　　　　　御立　十字四十九分時　　　　　　　　　辻伝右衛門
　　　　　　　　　　　　御着　十二時二十七分時　　　　御昼　　武佐
　　　　　　　　　　　　御立　一字二十七分時　　　　　　　　　御本陣
一鏡村ゟ武佐迄御歩行武佐駅ゟ御乗馬
　　　　　　　　　　　　御着　二字四十分時　　　　　　御小休　清水鼻村
　　　　　　　　　　　　御立　三字一分時　　　　　　　　　　　大和屋丈助
　　　　　　　　　　　　御着　四字三分時　　　　　　　御泊　　越知川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御本陣
一御湯被為済御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　小鯛一　御供頭三人江　  　　　　　　御本陣献上
　　　　　　　　　　　　　　　　　被下
　　　　　井伊掃部頭殿ゟ　　益寿糖一箱
　　　　　右者御旅中為御見舞御使者を以被進之
一御夜詰引
　　　　T十月三日　晴
一御目覚切六時
一六時御供揃ニ而越智川宿御立　六字二十分時
一越智川ゟ四十九院村迄　御歩行ニ而被為　入候
　　　　　　　　　　　　御着　七字六分時　　　　　　　御小休　四十九院村
　　　　　　　　　　　　御立　七字四十九分時　　　　　　　　　唯念寺
　　　　　　　　　　　　　　　御茶一箱　　　　　　　　　　　　同時献上
一右御小休ニ而御内々院主　御目見被仰付御噺被遊候
　　　　　　　　　　　　御着　八字五十九分時　　　　　御小休　高宮
　　　　　　　　　　　　御立　九字二十八分時　　　　　　　　　御本陣
　　　　　　　　　　　　御着　十字四十八分時　　　　　御昼　　鳥本
　　　　　　　　　　　　御立　十一字五十五分時　　　　　　　　御本陣
一鳥居本駅ゟ　御歩行ニ而被為　入望湖堂江御立寄被遊暫時御休被遊候同所江
　御着十二字二十六分時　御立十二字五十分時
　　　　　　　　　　　　御着　一字二十三分時　　　　　御小休　米原
　　　　　　　　　　　　御立　二字五分時　　　　　　　　　　　御本陣
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　　　　　　　　　　　　御着　　　　　　　　　　　　　御泊り　長浜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御本陣
一御浴湯被為召畢而御膳被召上
一御夜詰引
　　　　　　　　　　　　御菓子一包ツ先記益寿糖　　　　　　　　御医師三人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歩兵隊当番江
　　　　T十月四日　晴
一御目覚切六時
一六時御供揃ニ而長浜駅御立　六字三十分時
　　　　　　　　　　　　御着　八字四十五分時　　　　　御小休　速見村
　　　　　　　　　　　　御立　九字十分時　　　　　　　　　　　若狭屋五兵衛
　　　　　　　　　　　　御着　十字五十六分時　　　　　御昼　　木本
　　　　　　　　　　　　御立　十一字五十分時　　　　　　　　　御本陣
　　　　　　　　　　　　御着　一字十六分時　　　　　　御小休　中郷
　　　　　　　　　　　　御立　一字四十分時
　　　　　　　　　　　　御着　二字五十一分時　　　　　御泊り　柳ヶ瀨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御本陣
一御浴湯被為召畢而御膳被召上
一今晩御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状御用状共小右衛門新左衛門迄差出老女江同断
　　　　　御簾中様江　　　　御書
　　　　　殿様江　　　　　　御書
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　御菓子一包ツヽ　　　　　　　　　　　　歩兵隊当番江被下
一御夜詰引
　　　　T十月五日　雨夕雨風
一御目覚切六時
一六時御供揃ニ而柳ヶ瀨駅御立被遊候　六字十八分時　御駕
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　　　　　　　　　　　　御着　八字二十四分時　　　　　御小休　椿井峠
　　　　　　　　　　　　御立　八字四十七分時　　　　　　　　　茶屋　小川万歳
　　　　　　　　　　　　御着　九字三十二分時　　　　　御昼　　中河内
　　　　　　　　　　　　御立　十字十三分時　　　　　　　　　　御本陣
　　　　　　　　　　　　御着　十一字十九分時　　　　　御小休　栃木峠
　　　　　　　　　　　　御立　十一字四十分時　　　　　　　　　茶屋　津上弥右衛門
　　　　　　　　　　　　御着　十二字三十四分時　　　　御小休　板取　
　　　　　　　　　　　　御立　一字　　　　　　　　　　　　　　　　　寺田鷲之助
　　　　　　　　　　　　御着　三字一分時　　　　　　　御泊り　今庄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御本陣
一今夕風雨も強ク候ニ付以
思召歩御供之面々江御着之上御酒被下十之丞左司馬江も被下之
　　　　　　　　　　　　　　釣り柿　　　　　　　　　　　　　　榊原幸八江
　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　歩兵隊当番江
　　　　　右之通被下之
一御浴湯被為召畢而御膳被召上御膳済御櫛月代被遊候
一御夜詰引
　　　　T十月六日　晴
一御目覚
一七時御供揃ニ而今庄駅御立四字
　　　　　　　　　　　　御着　五字四十三分時　　　　　御小休　鯖波
　　　　　　　　　　　　御立　六字一分時　　　　　　　　　　　御本陣
　　　　　　　　　　　　御着　八字一分時　　　　　　　御小休　松森
　　　　　　　　　　　　御立　八字二十八分時　　　　　　　　　茶屋彦助
　　　　　　　　　　　　御着　十一字十五分時　　　　　御小休　水落
　　　　　　　　　　　　御立　十一字三十五分時　　　　　　　　御本陣
　　　　　　　　　　　　御着　十二字四十六分時　　　　御昼　　浅水
　　　　　　　　　　　　御立　一字三十四分時　　　　　　　　　御本陣
一浅水御昼休迄為御迎
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殿様被為　入　御対顔暫時御対座被為　入御先ニ御帰殿被遊候
　殿様御供之面々者御本陣門前並居　御目見致候
　　　　　殿様ゟ　　　　　　御小重
　　　　　右御持参ニ而被進之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　御書
　　　　　右者為御使河合太郎大夫被遣被進之
一御伽之面々御昼迄罷出居　
御目見被　仰付御先江御帰シニ相成候
一益御機嫌能三ノ丸　御座所江　　御着被遊奉恐悦候
　　　　T十月六日　晴
一益御機嫌能七時前三ノ丸　御座所御庭口北御椽（縁）江御着被遊同所迄
　殿様御出迎被遊夫ゟ御座間江御着座
　殿様御慰斗御直ニ御居被遊御祝義被仰上被為済
　御同座中江御家老酒井外記方酒井与三左衛門方松平備後方荻野小四郎方罷出恐悦且
　伺　御機嫌申上畢而御中老玄蕃十之丞同断畢而御用人同断夫ゟ小右衛門新左衛門罷出同断
　引続而新五兵衛同断申上夫ゟ御小姓御附御伽迄罷出同断右相済大奥江被為　入
　殿様御同道ニ而被為　入候
　御簾中様御対顔御祝義被仰上青松院様ニも御祝義被仰上畢而老女初一統
　御目見御祝儀申上之相済
殿様表江被為出直ニ御帰り被遊候
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　　　但　今日御着之節元切手御門外木戸御門迄御目付両人罷出居夫ゟ御先立
　　　　　銅御殿前江御広式御用人並居夫北御椽（縁）側江御家老初御役人夫々
　　　　　罷出居候　御座所御側向之面々者今日御供ニ而浅水ニ而
　　　　　御目見有之候ニ付此御殿江者不罷出候
一直ニ大奥ニ而御三度御膳被召上
　　　　　御簾中様ゟ　　御一汁御一菜御膳
　　　　　右之通被進之
一夜分再被仰進
殿様被為　入
御簾中様ゟ御吸物御酒等被進之其節但見当番御広式御用人御医師等被為
召御酒被下右被為済九半時過
　殿様御帰り被遊候
　　　　　殿様ゟ　　　　御重の内御肴
　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　同
　　　　　右之通被進被差上之大奥ニ而被召上夫々江被下ニ相成候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　御鉢盛
　　　　　殿様ゟ　　　　　　同御すし
　　　　　右之通被進之今日御供ニ而罷帰り候御側向御馬廻り迄被下之
　　　　　御簾中様江　御文庫之内　繻子御帯地一　銀御鎖一筋
　　　　　　　　　　　　　　　　　綴織御多葉粉入御筒共
　　　　　　　青松院様江　　　　　黒八丈御羽織地一反
　　　　　　　　　　　　　　　　　唐桑御菓子箪笥一　御菓子入
　　　　　右之通為御土産被進之
　　　　　　　　　　　板〆縮緬一反　　　　　　　　　　御中﨟　　
　　　　　　　　　　　綴織袂落し一　　　　　　　　　　　　　　たま　江
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　　　　　　　　　　　縞飛福りん帯地一　　　　　　　　　　　　こと　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　板〆縮緬服紗一　ツヽ　　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　　　　　　　こねすみ　一　　　　　　　　　　　　　　米田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花井
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同介共
　　　　　　　　　　　板〆縮緬服紗一ツヽ　　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉江
　　　　　右之通被下之
　　　　　　　　鎌落過御用済ニ而御用捨被成下退出致候　　　　　新五兵衛
一御締切御寝御夜詰引八時壱寸五歩廻り
　　　　T十月七日　晴［敬左衛門出勤迄泊り御用捨被成下候］　　当番　　新五兵衛　　　　　　　　　　　　　　　
一御目覚五時　六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝御庭共被遊候
一五半時前大沢淡水初御懇意隠居之面々中御懇意隠居共為伺
　御機嫌罷出　御目見被仰付其余山県照月初以前御側向相勤候候面々明道館
　役輩等其外　御座所御側向御馬廻り迄当局迄罷出候
一四半時前大御番頭御留守居御番頭役御番頭新御番頭迄罷出
　御目見被仰付本多政之助当局迄罷出候
一四半時過
殿様被為　入御家老不残十之丞御目付不残罷出御用有之御用済
　殿様御帰り被遊候
　　　　　殿様江　　　　名節録一部　山城国絵図一
　　　　　　　　　　　　外史補一部　竜邸実筆御敷物一
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　　　　　右之通為御土産御席上ニ而被進之
一九時過大奥御入御膳被召上
　　　　　　　　　　　　のり入煎餅　喰籠入　　　　　　　　　　孝顕寺ゟ
　　　　　右之通差上之後刻為伺
　　　　　御機嫌参　殿　御逢無之
一本多修理方初十之丞左司馬等於
御前御酒するめ被下之
　　　　　　　　　　　　御菓子一折　　　　　　　　　　　　　　西本願寺ゟ
　　　　　　　　　　　　鮮鯛壱折　御酒二樽
　　　　　右者御帰　城ニ付昨日献上有之明奉行ゟ当局迄差出候御肴者昨夜
　　　　　大奥御用ニ相成候
一七時過御浴湯被為召候
一七半時過大奥江被為入御膳被召上
一六時過高田孫左衛門被為召御用有之御用済御締切中被為召御酒御肴被下候
一表御締切御寝御夜詰引五半時
　　　　T十月八日　晴
一御目覚六半時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝御庭共如例
一五半時過御家老酒井外記方荻野小四郎方御用有之
一同刻過中根雪江御用有之
　　　　　　　　　　　　粕庭羅一箱ツヽ　　　　　　　　　　　　酒井外記方　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻野小四郎方
　　　　　　　　　　　　同　　　　同　　　　　　　　　　　　　中根雪江　　江
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　　　　　右之通被下之
一九時大奥御入御膳被召上
一八時千本弥三郎御用有之
一七時田内源介郡奉行三人御用有之
一同刻過孝顕寺方丈罷出御逢有之御茶御菓子被下之
　　　　　　　　　　　　藹山画一枚　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈江
　　　　　　　　　　　　高宮細工盆一
　　　　　　　　　　　　粕庭羅一箱　　　　　　　　　　　　　　田内源介江
　　　　　　　　　　　　藹山画一枚
　　　　　右之通被下之
　　　　　　　　　　　御余多　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方ヘ
　　　　　　　　　　　　小鯛　鰤小串焼しようか一重ツ　　　　酒井十之丞江
　　　　　右之通以　思召被下之
一七半時大奥御膳如例
　　　　　顕光院様ゟ　　御蒸籠代
　　　　　　　　　　　　　　三百疋
　　　　　越中守様　　　同　
　　　　　御二所様ゟ　　　　三百疋
　　　　　右者
有覚院様御逝去ニ付　御機嫌被為聞被進之
　　　　　　　　　　　　百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　妙昌院ゟ
　　　　　右同断ニ付差上之
一今晩立飛脚京都江戸表共被差立候ニ付御附衆江書状差出候
　　　　　近衛前殿下江　　　御直書
　　　　　山階宮様江　　　　同
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　　　　　東本願寺御門主江　同
　　　　　興正寺御内主江　　同
　　　　　板倉伊賀守殿江　　同
　　　　　右之通被進之
　　　　　宰相様より
　　　　　　　　　　　　赤飯代り　　
二百疋　　　　　　　　　　　　　さつまはゝヘ
　　　　　右者　御誕生日ニ付被下之
一帰休中御小姓御用捨之義以
思召昼夜両人ツヽ出勤跡御用捨被成下御附者昼両人夜分壱人ニ而御用捨被成下候
一六半時過表御締切ニ相成候
一表御締切御寝御夜詰引四時二寸廻り
　　　　T十月九日　雨
一御目覚御例刻　六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　万順
一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過岡部酒造介（岡部造酒助）山県克之介大谷丹下御用有之
一四半時本多興之輔方本多修理方御用有之
一同刻過松平備後方高田孫左衛門御用有之右御用中江
殿様被為　入候
一九時大奥御入御膳被召上
殿様御同道ニ而御入直ニ御帰り相成候
　　　　　　　　　　　　中字筆一対ツヽ　　　　　　　　　　　　御伽七人江
　　　　　右之通被下之
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　　　　　　　　　　全帋藹山画一枚　　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃
　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　平本但見
　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔
　　　　　右之通被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芸州様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顕光院様御附
　　　　　　　　　　　　御筆全帋
　　　　　右者兼而相願居候由ニ而被下ニ相成米田迄御渡シニ相成
一河崎三郎助弟山十郎義京都詰罷在候処去月廿九日他行ゟ不罷帰候ニ付詰合候親類之者
　相尋候ヘ共見当り不申出奔之躰ニ相見ヘ申候段申越候ニ付恐入左之通伺差出候
　　　　　私弟山十郎儀京都詰罷在候処去月廿九日他行仕夜ニ入候而も
　　　　　罷帰り不申候ニ付縁者樋口喜左衛門高江又五郎心当り之先々
　　　　　相尋候得共一向見当り不申出奔之躰ニ相見ヘ申候段右両人方ゟ
　　　　　申越候右等之始末重々奉恐入候依之遠慮仕罷在度奉存候
　　　　　此等之趣千石出石殿迄宜被仰達可被下候以上
　　　　　　　　　　　　十月　　　　　　　　　　　　　　　　　河崎三郎助
　　　　　　　　　　　根来紀之允様
　　　　　右之通差出候処御家老中御預りニ相成後刻伺遠慮ニ不及差扣
　　　　　罷在候様御差図有之候
一八半時御揃ニ而御乗馬被遊候　御鞍　矢島
一七半時御三度御膳如例
一同刻過高田孫左衛門御用有之
一夜分御締切如例
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一表御締切御寝御夜詰引四半時へ壱寸前
　　　　T十月十日　夕方雨
一御目覚御例刻
一御神霊前御拝御庭共如例
一五時過伺　御機嫌与して仲庵盤亭宗純罷出候
一四時過渥美新右衛門御用有之
一九時御二度御膳大奥御入如例
一八時御供揃ニ而御城下廻り被遊運正寺ヘ御立寄被遊方丈江被為　入御上下与御召替ニ而
　御霊前御拝　御菓子御手備　有覚院様御霊前御拝被遊夫ゟ御廟御拝被遊
　有覚院様江御花御手備被遊　彩雲院様芳樹院様御同様夫ゟ再元之所ニ而御召替被遊
　方丈罷出居御礼申上候　思召ニ而被仰付玉江罷出居候方丈ゟ御茶御菓子差上之夫より
　孝顕寺ヘ御参詣被遊直ニ奥座敷江被為入御上下御召替之上
　御像堂御霊屋共御拝被遊　御廟御拝無之夫ゟ元之所ニ而御召替被遊方丈罷出
　御話申上御茶御菓子差上之暫時御休中御大字等被遊鎌落前御供揃被
　迎出御帰殿被遊候
　　　　　御道筋御歩行
　　　　　　　　御庭口ゟ元切手御門中仕切ゟ太鼓御門下馬御門豊後小路ゟ
　　　　　　　　川口御門郡役所前横ゟ新橋御後化屋通りゟ横江岩上
　　　　　　　　梶太夫屋敷前ゟ毛屋町孝顕寺前ゟ右江石場ゟ三崎玉雲
　　　　　　　　前ゟ立屋通り運正寺江被為入御帰り元之御道通り
　　　　　　　　孝顕寺江被為入御帰殿元之御道通御庭口江被為
　　　　　　　　入候
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一御出殿八時弐寸廻り　御帰殿六時壱寸廻り
　　　　　　　　　　　　御盃一　　　　　　　　　　　　　　　　河合太郎大夫江
　　　　　　　　　　　　御扇子対
　　　　　右者今般　御帰国ニ付御昼休迄御使御断被仰進候ヘ共
　　　　　御簾中様　思召ニ而被遣候右ニ付御使相勤候者江金百疋被下候御廉々
　　　　　候ヘ共近来毎々之御事ニも有之別而今度御立帰り非常之御旅行
　　　　　ニも候故御先例御簾者御止メニ相成右之御品被下之
　　　　　　　　　　　　羽織紐一　　　　　　　　　　　　　　　井上小右衛門　江
　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　　　　中根新左衛門
　　　　　右者　御帰国被遊候ニ付被下之
一夜分御締切如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時江一寸五分前
　　　　T十月十一日　晴
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過松平備後方御用有之
一四半時千本弥三郎御用有之
一九時大奥御入御膳被召上
一八時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一八半時過矢嶋如輔罷出候　　一七半時大奥御膳如例
　　　　　　　　　　　　鶫七　　　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵ゟ
　　　　　　　　　　　　小鳥二連　　　　　　　　　　　　　　　毛利元蔵ゟ
　　　　　右之通差上之当局迄差出シ候
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一夜分御締切如例
一大奥御寝御夜詰引五半時二寸廻り
　　　　T十月十二日　曇
一御目覚御例刻表江被為　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神霊前御拝如例
一御拝済直ニ御座所江被為　入御用部屋江御臨座被遊九時過御帰り被遊候
一九時過大奥御入御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩州様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森清介
　　　　　右八時過罷出於　御居間　御目　見被仰付御茶御菓子被下之御人払ニ相成候
　　　　　玄蕃十蔵弥三郎侍座其以前銅御殿扣所惣而御奉行両人ニ而取計之
　　　　　右者先達而ゟ参居候処今般罷帰り候ニ付罷出候事
一七時過勝木十蔵御用有之
一七半時大奥御膳如例
　　　　　　　　　　　　粕庭羅一箱　　　　　　　　　　　　　　山野十大夫江
　　　　　右者　被為召候而以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　葛の粉一箱　半切十〆　　　　　　　　　安田太郎作ゟ
　　　　　　　　　　　　ふくべ多葉粉入三ツ　鯛二枚
　　　　　右者先達而此表江詰罷越且結構御取扱ニ被成下候ニ付差上之
一今晩京都表江飛脚被差立候ニ付左之通被進之
　　　　　山階宮様江　　御直書
　　　　　　　　　　　　半切三〆　ふくべ多葉こ入一
一夜分御締切如例
一表御締切御寝御夜詰引四時
　　　　T十月十三日　雨
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一御目覚御例刻
一御神霊前御拝如例雨天ニ付御庭御代拝
一五半時過中根雪江御用有之
　　　　　有馬遠江守殿江　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　御干菓子一折　鯛二枚
　　　　　右者御滞京中被進物有之候為御挨拶被進之
一四半時過
　殿様被為　入暫時御用談被為在相済大奥御入九時前御帰り被遊候
一九時大奥御入御膳被召上
　　　　　　　　　　　親百助休息被仰付家督百石　　　　　　　　鈴木璥二
　　　　　　　　　　　無相違被下置御詩作
　　　　　　　　　　　御相手是迄之通被仰付役御番組江被入候
　　　　　右被仰付候ニ付御礼与して罷出候
一御祐筆部屋江御呼出シニ付新五兵衛罷出候処左之通被仰付候
　　　　　御野廻り之節以来鳥見之者儀者御側向ニ而取扱候様被
仰付候
一七半時過高田孫左衛門御用有之
一去ル六日晩立江戸表ゟ之飛脚着御静謐御附衆ゟ書状相達候
　　　　　秋月右京允（亮）殿ゟ　　御直書
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　鴨一觜　　　　　　　　　　　　　　　　出淵弥之助
　　　　　右者御坂ニ而兄獲物之由ニ而差上之
一七半時大奥御膳如例
一夜分御締切如例御締切中狩野元照被為召御席画被仰付候
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一表御締切御寝御夜詰引四時二寸廻り
　　　　T十月十四日　雨
一御目覚御例刻　六時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝如例雨天ニ付御庭御代拝
一五半時過大御番頭新御番頭奇兵隊頭共為伺
御機嫌罷出大御番頭御用有之畢而新番頭御用有之候
一九時大奥御入御膳被召上
　　　　　　　　　　　　雁三羽　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　右者昨日野先ニ而打留候ニ付差出シ内壱翼御用ニ相成二羽頂戴相成候
　　　　　　　　　　　　差扣被仰付候処　　　　　　　　　　　　河崎三郎助
　　　　　　　　　　　　今日ゟ御免被成候
　　　　　右ニ付早速出勤御礼可申上之処不快ニ付引籠罷在候
一七半時前千本弥三郎御用有之
一同刻過大奥御膳如例
一六半時前高田孫左衛門御用有之
一夜分御締切如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T十月十五日
一御目覚御例刻　六時表ニ相成
一御神霊前御拝如例雨天ニ付御庭御代拝
一五時過
殿様御拝済被為入　御対顔被遊直ニ御帰りニ相成候
一五半時前小栗五郎大夫昨夕帰着ニ付為伺
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　御機嫌罷出候
一敬左衛門義追々快ニ付今朝為伺
御機嫌出勤致シ候ニ付於
御前御祝被遊鰑被下之
一九時大奥御入御膳被召上
一八時過為伺　御機嫌多谷賀賀屋梅笑罷出被為召御菓子被下之横井喜六真杉他之助同断
　罷出　御目見被仰付候
一同刻過二ノ丸御矢場ニ而
殿様御鉄炮御稽古被遊候ニ付其御場所江被為
　入御稽古被遊候
一七半時大奥御膳如例
一夜分御締切如例
一大奥御寝御夜詰引四半時一寸廻り
　　　　T十月十六日　晴
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝御庭共如例
一九時大奥御入御膳被召上
一今朝定日為伺　御機嫌　御座所御側向両部屋罷出候
　　　　　　　　　　　　六寸御重二
　　　　　御簾中様江　　　　　内御菓子一　
　　　　　　　　　　　　　　　　御口取もの一
　　　　　右者今日御初灸（被）遊候ニ付以
　　　　　思召被進之
　　　　　　　　　　　　鉢盛　御すし
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　　　　　右同断ニ付被進之達文有之
一八時過二ノ丸御矢場江被為　入御鉄炮御稽古被遊候
一七半時大奥御膳如例
一夜分御締切如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸前
　　　　T十月十七日　　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神霊前御拝御庭共如例
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書
　　　　　右之通被進之
一定日為伺　御機嫌　御座所御側向新左衛門初両部屋罷出候
　　　　　土井能登守殿ゟ　　鮮鯛一折
　　　　　右者今般　御立帰りニ付御見舞旁被進度岡田求馬出福之由ニ而
　　　　　勝木十蔵ゟ差出之
　　　　　　　　　　　鯛一枚　　　　　　　　　　　　　　　　　武田平右衛門
　　　　　右者今般　御帰国被遊且格別蒙
御懇命候ニ付内献之召上りニ相成候
一九時大奥御入御膳被召上
一九半時過
殿様被為　入御用談有之夫ゟ直ニ堂形江調練為
御覧被為　入候
　　　　　　　　　先記
　　　　　　　　　　　鯛一折ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　安田太郎作江
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　　　　　右者此程御肴且差上物之御返与して被下之
　　　　　　　　　　　鴨一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　紀之允ゟ
　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平本但見
　　　　　右者以
　　　　　思召被下之
一八時過二ノ丸御角場江被為入御炮術御稽古被遊候
一七半時大奥御膳如例
一夜分御締切如例
一表御締切御寝御夜詰引四時壱寸廻り
　　　　T十月十八日　折々雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五半時御供揃ニ而新開筋江為御野鉄炮被為　入候
　　　　　御道筋
　　　　　　　　御庭口ゟ元切手御門中仕切ゟ太鼓御門下馬御門豊後小路ゟ川口御門
　　　　　　　　郡役所前脇ゟ新橋御後毛屋通りゟ木田惣木戸前ゟ東江
　　　　　　　　御場入夫ゟ大町村地之上ゟ河北村ゟ太田村江被為
　　　　　　　　入御指懸り平城（乗ヵ）寺ニ而御小弁当被召上夫ゟ徳光村地之上ゟ
　　　　　　　　細井村小稲津村地之上下馬村板垣村ゟ御渡舟被遊勝見江
　　　　　　　　被為　入夫ゟ御定道南御門江被為　入御庭口江御帰殿被遊候
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一御出殿五半時二寸廻り御帰殿六時壱寸前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　御脇筒昼過ゟ　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二羽出来　一羽被下　　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一羽出来　被下　　　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底喰筋江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三羽出来　二羽被下　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御供ゟ上方筋江被遣　　田内源介
一御帰殿後直ニ御浴湯被為召
一御湯済大奥御入御膳被召上
一去ル十五日立京都表ゟ御内飛脚着御静謐
　　　　　山階宮様ゟ　　　　御直書
　　　　　右之通被進之
一夜分御締切如例
一大奥御寝御夜詰引四時二寸五歩
　　　　T十月十九日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　表江被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例御庭共
一五半時過定日ニ付為伺　御機嫌中根牛介天方対馬当局迄罷出候
一中根雪江昨日之為御礼罷出　被為　召　御話被遊候
一九時過大奥御入御膳被　召上
一八時過　御目付千本弥三郎御用有之
　　　　　　　　　　前記　雁一　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛
　　　　　　　　右ハ京都　御発駕前ゟ　御用繁之所長々独勤ニ而太義ニ被
　　　　　　　　思召　被下之
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　　　　　　　　　　前記　鴻一　　　　　　　　　　　　　　　　三郎助始六人江
　　　　　　　　右ハ京地俄之御発駕之処御用便骨折相勤候ニ付以
　　　　　　　　思召被下之
　　　　　　　　　　小鳥一連　廿一羽　　　　　　　　　　　　　山県招月
　　　　　　　　右獲物之由ニ而御慰ニもと献上之
一七時過二ノ丸江被為　入御鉄炮御稽古被遊候
一鎌落過大奥御膳如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時ヘ壱寸前
　　　　T十月廿日　風雨折々飛雪　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例雨天ニ付御庭御代拝
一九時大奥御入御膳被召上
一八時過
殿様被為　入御用御談有之七時過御帰り被遊候
一七半時大奥御膳如例
一六時過高田孫左衛門御用有之
一夜分御締切如例
一大奥御寝御夜詰引四半時江五歩前
　　　　T十月廿一日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例御庭御代拝　　一時々　本多修理方御用有之
一殿様四半時過被為入御同道大奥御入無程御帰被遊候直ニ大奥御膳如例
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一八時過御目付千本弥三郎御用有之
一七半時過御三度御膳如常
一六時過高田孫左衛門御用有之
一夜分御締切如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T十月廿二日　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五半時過定日為伺　御機嫌田内源介罷出御用有之其余両御供頭当局迄罷出候
一九時大奥御入御膳被召上
一九半時過ゟ本多修理方酒井十之丞中根雪江千本弥三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　新番並頭被　　　　　　　　　　　　　千本藤左衛門
　　　　　　　　　　　　　仰付候
　　　　　右ニ付御礼与して当局迄罷出候
　　　　　長岡良之助様ゟ　　御直書
　　　　　右之通被進之
一鎌落迄大奥御膳如例
一夜分御締切如常
一大奥御寝御夜詰引四半時江壱寸前
　　　　T十月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一定日為伺　御機嫌御膳中御医師例之通罷出候
A0143−00523_111
一五半時過高田孫左衛門御用有之
一四半時過千本弥三郎御用有之
一同刻過芦田信濃為伺御機嫌罷出御逢有之
一九時過大奥御入御膳被　召上
一八半時長谷川源之丞無急度当局迄為伺　御機嫌罷出候ニ付被為　召御菓子被下之
一同刻過御浴湯被為　召
一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断
一表御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T十月廿四日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一御焼捨物仕分出来ニ付御有合丈ヶ之御品昨年之通り奥表夫々頂戴　被　仰付敬左衛門
　新五兵衛ヘハ以　思召　奉書紬御羽織［丸御紋］一ツヽ　被下之　但御座所ニ而も　但見小右衛門新左衛門
　江も被下有之候由尚委敷ハ奥番別記ニ有之
一四時過新御番頭歩兵隊頭定日ニ付罷出
御目見被仰付御茶被下候
一九時大奥御入御膳被召上
一八時過為伺　御機嫌孝顕寺方丈罷出被為召御茶御菓子被下之相願候ニ付
　御書御認ニ而被下ニ相成七半時過退散相成候　密（蜜）柑差上之孝顕寺
一七半時過大奥御膳如例
一去ル廿一日京都表出立之飛脚着御静謐奉恐悦候
　　　　　長岡良之助様ゟ　　御直書
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　　　　　右之通被進之
一今晩立道中二日振ニ而京都表江飛脚被差立候尤諸向触無之
　　　　　松平出羽守様江　　御直書
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介江
　　　　　右御下ヶニ相成候ニ付書状添相廻ス之
一夜分御締切如例
　　　　　　　　　　鴨一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里
　　　　　右者御坂ニ而忰喜六獲物之由ニ而差上之
一大奥御寝御夜詰引四時二寸五歩
　　　　T十月廿五日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝御庭共如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之
一四時過中根雪江罷出
一殿様四時過為御用御談　被為入高田孫左衛門罷出御人払有之御用済
　御帰被遊候
　　　　　　　　　　鴫六羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　右ハ昨日於野先獲物之由ニ而差上之
一九時過大奥御膳如例
一七半時過御三度御膳如例
　　　　　　　　昨日御用召之御剪紙到来之面々為御礼
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　　　　　　　　御両殿　御側向罷出候
　　　　　　　　　　右同断ニ付当番御用捨　　　　　　　　　　　鞆之助
　　　　　　　　　　被成下退出いたし候　　　　　　　　　　　　貫蔵
一表御締切御寝御夜詰引九時五分前
　　　　T十月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御拝如例
一昨廿五日御軍帳懸り芦田信濃ゟ呼出シニ而左之通被仰出候
　　　　　軍事出張之節銃隊之面々小銃胴乱早合ラントセル腰兵粮銘々　
　　　　　持参可致事
　　　　　　　但早合胴乱ニ五十発ラントセルニ五十発都合百発ツヽ持参之事
　　　　　一銃隊ニ組候者者分限ニ不拘惣而供連無之事　　
　　　　　　　但一伍毎ニ壱人雨具提灯持暮御渡之事
　　　　　一銃隊之面々胴服裁付段袋之類着韮山笠相用可申事
　　　　　　　但胴服裁付段袋黒紺色之内相用可申事　
　　　　　　　一胴服裁付段袋有合之分者当分何色ニ而も不苦且又
　　　　　　　　笠之義も銃隊ニ無指支候ハヽ当分韮山之外ニ而も不苦候事
　　　　　　　一足軽者鉄炮笠是迄之通り相用可申事
　　　　　一銃隊之外諸役輩たり共惣而胴服裁付段袋之類着笠ハ勝手
　　　　　　次第之事　
　　　　　　　但右同断
　　　　　一惣而笠者白熊之印相用且又段染印半月小旗右ハ御人数之
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　　　　　御印ニ付上下不拘銘々用意可致事
一四時過下山尚九州筋相廻り此度罷帰り候ニ付被為召彼地之事情等　御尋被遊候
　　　　　　　　　　御附御膳番奥御納戸役兼　　　　　　　　　　毛利元蔵
　　　　　　　　　　被仰付御裏役御書物方之儀も　　　　　　　　小林与一郎
　　　　　　　　　　相心得候様被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津田達太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田鞆之助
　　　　　　　　　　御附　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩城寛之助
　　　　　　　　　　御馬廻り　　　　　　　　　　　　　　　　　石原万千次郎
　　　　　　　　　　被仰付候　　　　　　　　　　　　　　　　　薗田豊之助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粕谷外次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田金十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村貫蔵
　　　　　　　　　　御膳番奥御納戸役兼被　　　　　　　　　　　原平左衛門
　　　　　　　　　　仰付御裏役御書物方之儀も　　　　　　　　　小宮山伝
　　　　　　　　　　相心得候様被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆頭役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺蓬太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森田伝右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真田源五郎
　　　　　　　　　　御馬廻り被　　　　　　　　　　　　　　　　中野啓介
　　　　　　　　　　仰付候　　　　　　　　　　　　　　　　　　井戸惣三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸六左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村捨八
　　　　　右之通　御座所於御用部屋被仰付
　　　　　御前御礼元蔵与一郎畢而平左衛門伝畢而　御附御馬廻り畢而
　　　　　御馬廻り罷出申上度毎ニ御用人差加之
一今度御変革ニ付左之通御役替有之
　　　　　　　　　　席其儘御持物頭被　　　　　　　　　　　　　浅井権十郎
　　　　　　　　　　仰付候　　　　　　　　　　　　　　　　　　葛巻庄兵衛
　　　　　　　　　　席其儘予備組支配　　　　　　　　　　　　　相沢八郎左（右）衛門
　　　　　　　　　　御役料五拾石ツヽ被下置候　　　　　　　　　今立五郎大夫
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笹川藤内
　　　　　　　　　　御持物頭　　　　　　　　　　　　　　　　　松原信太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市村勘右衛門
　　　　　　　　　　席其儘御留守居組支配　　　　　　　　　　　岡部半兵衛
　　　　　　　　　　御役料百石被下置候
　　　　　　　　　　席其儘御留守居組支配　　　　　　　　　　　河合太郎大夫
　　　　　　　　　　御役料五拾石ツヽ被下置候　　　　　　　　　林勘十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱸長左衛門
　　　　　　　　　　御先武頭　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川源之丞
　　　　　　　　　　御先添物頭　　　　　　　　　　　　　　　　本多門左衛門
　　　　　　　　　　長谷川源之丞跡
　　　　　　　　　　席其儘　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮北直
　　　　　　　　　　御先副物頭　　　　　　　　　　　　　　　　山田多仲
　　　　　　　　　　席其儘御役料共　　　　　　　　　　　　　　吉田作大夫
　　　　　　　　　　御持副物頭　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　席御役料其儘　　　　　　　　　　　　　　　雨森宇右衛門
　　　　　　　　　　御使番役　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤良右衛門
　　　　　　　　　　席其儘御先副物頭　　　　　　　　　　　　　大久保肥馬
　　　　　　　　　　御役料廿五石ツヽ　　　　　　　　　　　　　高村四郎左衛門
　　　　　　　　　　席其儘御使番役　　　　　　　　　　　　　　鰐淵三郎大夫
　　　　　　　　　　御役料三拾石被下置
　　　　　　　　　　御持副物頭御役料　　　　　　　　　　　　　稲生二大夫
　　　　　　　　　　廿五石被下置
　　　　　　　　　　席其儘御持副物頭　　　　　　　　　　　　　吉田喜左衛門
　　　　　　　　　　御役料廿五石ツヽ被　　　　　　　　　　　　横田兵蔵
　　　　　　　　　　下置候　　　　　　　　　　　　　　　　　　平岡十三郎
　　　　　　　　　　御先副物頭席末之　　　　　　　　　　　　　生田小右衛門
　　　　　　　　　　番外御役料廿五石ツヽ　　　　　　　　　　　林忠大夫
　　　　　　　　　　被下置候
　　　　　　　　　　御先副物頭席末之　　　　　　　　　　　　　山本新七
　　　　　　　　　　番外格御役料廿五石ツヽ　　　　　　　　　　高村藤兵衛
　　　　　　　　　　被下置候
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　　　　　　　　　　御持副物頭席末ノ　　　　　　　　　　　　　岸猪之助
　　　　　　　　　　番外格御役料廿五石
　　　　　　　　　　被下置候
　　　　　右　御座所於
　　　　　御前被　仰付之
　　　　　　　　　　今度御趣意ニ付席其儘　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　役儀之義者御免被成且又
　　　　　　　　　　年来之勤功を以御近習ニ　　　　　　　　　　日比彦之丞
　　　　　　　　　　被差置御役料之内百石　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　被下置候
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　右同断ニ付　　　　　　　　　　　　　　　　川瀨次郎右衛門
御役料之内五拾石被下置候
　　　　　　　　　　
　　　 　席其儘御持物頭被仰付且又　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　江戸詰中是迄之通相勤候様被　　　　　　　　堀権之助
　　　　　　　　　　仰付候
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　席其儘　　　　　　　　　　　　　　　　　　下山彦三
　　　　　　　　　　御持物頭被仰付
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　御役料其儘御徒頭被　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　仰付且又在京中是迄之　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門
　　　　　　　　　　通相勤候様被仰付候
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　席其儘御留守組支配与　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　被仰付御役料之内五拾石　　　　　　　　　　青木七郎右衛門
　　　　　　　　　　被下置候
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　席其儘御留守居組支配与　　　　　　　　　　鈴木牛兵衛
　　　　　　　　　　被仰付候
　　　　　　　　　　役義其儘御先物頭次席与　　　　　　　　　　上月久右衛門
　　　　　　　　　　被仰付候
　　　　　　　　　　席其儘御使番役被仰付　　　　　　　　　　　林藤五郎
　　　　　　　　　　御役料三十石被下置候
　　　　　　　　　　席其儘御先手御旗奉行　　　　　　　　　　　高坂源五郎
　　　　　　　　　　被仰付候　
　　　　　　　　　　御持副物頭被仰付候ニ付末之　　　　　　　　稲生二大夫
　　　　　　　　　　番外順席ニ被仰付候
　　　　　　　　　　末ノ番外格ニ被仰付御鵜方　　　　　　　　　吉田五左衛門
　　　　　　　　　　之義者御免被成候
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　席其儘
　　　　　　　　　　御腰物数寄屋方　　　　　　　　　　　　　　田辺五大夫
　　　　　　　　　　奉行被仰付候
　　　　　　　　　　一番之補兵隊筆頭役　　　　　　　　　溝口兵三郎
　　　　　　　　　　被仰付御書院番組江被入候
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　御腰物数寄屋方　　　　　　　　　　　　　　村上武右衛門
　　　　　　　　　　奉行被仰付御書院　　　　　　　　　　　　　国枝太兵衛
　　　　　　　　　　番組ヘ被入候
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　御書院番組江被入　　　　　　　　　　　　　岡谷弥右衛門
　　　　　　　　　　役義之儀ハ御免被成候　　　　　　　　　　　川村五左衛門
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　下馬御門并三ノ丸南御門所　　　　　　　　　雨森恕平
　　　　　　　　　　御預ヶ被成御警衛向厚ク　　　　　　　　　　笹治十蔵
　　　　　　　　　　相心得相勤候様被仰付候依之　　　　　　　　磯野多宮
　　　　　　　　　　風廻り且出火之節詰所之儀ハ　　　　　　　　大道寺孫九郎
　　　　　　　　　　御免被成候尚又勤方之儀ハ　　　　　　　　　西尾久作
　　　　　　　　　　御用人共江申談候様被仰付候　　　　　　　　波々伯部熊太郎
　　　　　　　　　　右同断被仰付候　　　　　　　　　　　　　　林末五郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷熊之助
　　　　　　　　　　右同断被仰付候　　　　　　　　　　　　　　鈴木小三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江口左十郎
　　　　　　　　　　軍事方被　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤覚左衛門
　　　　　　　　　　仰付候　　　　　　　　　　　　　　　　　　久野与兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川順之助
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　右同断被仰付　　　　　　　　　　　　　　　林矢五郎
　　　　　　　　　　役御番組江被入候　　　　　　　　　　　　　有賀清門
　　　　　　　　　　
　　　　　右之通於御用部屋被仰付之
一右被仰付候内日比彦之丞川瀨次郎右衛門葛巻庄兵衛岡部半兵衛河合太郎大夫長谷川源之丞
　上月久右衛門雨森宇右衛門林忠大夫山本新七高村藤兵衛為御礼当局迄罷出候
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　　　　　　　　　　黒御帯一　御盃一　　　　　　　　　　　　　山本新七
　　　　　右者霊岸島　御住居以来相勤候ニ付被為召
　　　　　思召を以　御手自被下之
　　　　　　　　　　御附御膳番奥御納戸役　　　　　　　　　　　河崎三郎助
　　　　　　　　　　其儘御裏役御書物方之　　　　　　　　　　　根来紀之允
　　　　　　　　　　儀も相心得候様被仰付候
一九時大奥御入御膳被召上
一七半時大奥御膳夜分御締切如例
　　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　右者今日相願野先江罷出獲物之御初穂差上之
一今晩定日京都表江飛脚被差立
　　　　　山階宮様江　　御直書　　前記雁一翼
　　　　　松平容堂殿江　同
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　御附御馬廻り　　　　　　　　　　　　　　　渥美重六
　　　　　　　　　　御免被成候　　　　　　　　　　　　　　　　
一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸廻り
　　　　T十月廿七日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝御庭共如例
一殿様四半時過被為入　大奥御入　御対顔済御帰被遊候
一九時過大奥御入御膳　被召上
一八時過中根雪江罷出御緩話被遊候
一七時過千本弥三郎御用有之
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一去十九日晩発江戸表ゟ之飛脚着御静謐御附衆両人ゟ御用状差越候
一江戸并京都江之飛脚昨晩発之所相延今日被指立候御附衆両人江御用状差越候
　　　　　貞信院様江　　御直書　　　　鳥子紙五十枚　　　　但鳥子紙ハ被進之御答礼
右江戸表江御帰府　　　　御肴料弐百疋
ニ付
　　　　　主計頭様江　　　　　　　　　鳥子紙百枚
　　　　　　　右被進之御挨拶　　　　　同　　弐百疋
　　　　　出雲守様江　　　　　　　　　御茶壱箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御肴料弐百疋
　　　　　日向守様　江　　　　　　　　同　　弐百疋
　　　　　熊姫様
　　　　　熊姫様江　　　　　　　　　　御茶一箱
　　　　　右之通今便被進之　但大奥御廻之
　　　　　宰相様ゟ　　　　　　　　　　御花一筒　御代百疋
　　　　　玉操院様江
　　　　右ハ来正月十七回御三回御忌御相当の処十月ヘ御取越御法事御執行
　　　　　被為　在候ニ付　御備ヘ御廻ニ相成
　　　　　田安中納言様ヘ　　　　　　　葛粉一箱
　　　　右御法事ニ付　御機嫌被為聞　御直書添ニ而被進之
　　　　　　　　　　葛粉一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　花野江
　　　　右ハ当夏雁皮団扇差上候ニ付　為御返　被下之
一七半時過大奥御膳如例夜分御締切同断
一大奥御寝御夜詰引四半時
　　　　T十月廿八日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
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一御目覚御例刻表ヘ被為入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一四時過佐々木権六罷出右者先達而長崎表江罷越横浜之方江相廻り夫ゟ昨夕帰着ニ付
　被為召御用有之候
一九時大奥御入御膳被召上
　　　　　越中守様江　　御茶一箱
　　　　　右者進礼物御挨拶与して被進之
　　　　　顕光院様江　　御肴料二百疋
　　　　　右者御上坂御歓とシテ被進もの御挨拶与して被進之
　　　　　越中守様　　　干鱈三枚ヲ
　　　　　御二所様江
　　　　　顕光院様江　　同　　二枚
　　　　　右者
　　　　　有覚院様御逝去ニ付御機嫌被為聞被進物御挨拶とシテ折柄　
　　　　　御機嫌被為聞被進之
　　　　　　　　　　　　蒸籠　　　　　　　　　　　　　　　　　妙昌院
　　　　　　　　　　　　　二百疋
　　　　　右同断ニ付差上物致候ニ付御供養として被下之
　　　　　　　　　　　　御余多　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木権六江
　　　　　　　　　　　　　　　御肴　かれ
　　　　　右者以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　御伽御雇被　　　　　　　　　　　三十郎忰　
　　　　　　　　　　　　仰付候　　　　　　　　　　　　　　　　武田精一郎
　　　　　右者親三十郎御祐筆部屋江御呼出被仰付候ニ付為御礼同道罷出候ニ付
　　　　　御目見被仰付三十郎も被為召御菓子被下之精一郎大奥江も
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　　　　　罷出御礼申上候
一七時過高田孫左衛門千本弥三郎御用有之
一七半時過御浴湯被遊候
一鎌落過大奥御膳如例夜分御締切同断
一殿様今日御野先江被為　入候ニ付　御帰殿後御障碍も不被為
　在候ヤ手帋を以御側向頭取迄相伺候
一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ壱寸前
　　　　T十月廿九日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝御庭共如例
一九時過大奥御入御膳被　召上
一御二度後表ヘ被為入表御締切ニ相成
　右ハ今般御趣意も有之　思召ニ而　御側向も御人減ニ相成大奥御住居被仰出以来
　御二度後ハ表御締切ニ相成女中御用弁相勤候ニ付　御中﨟一人御錠口一人溜ノ間
　詰切罷在
　　　　　但右御締切ニ相成候ヘハ御小姓ハ御用捨ニ而部屋相下り居候事
　　　　　　御馬廻りハ一人ツヽ表御錠口境御鑓懸下ニ詰居御灯付ゟ御用捨
　　　　　　ニ而部屋下り居候
　　　　　　御家老御役人御用有之罷出候節ハ御錠口ヘ申込罷出候筈
　　　　　　御中老御側御用人御締り御側向頭取両部屋之面々ハ溜り境御廊
　　　　　　下迄罷出拍子木打罷出可申事
　　　　　　　　　小鳥一連献上　　　　　　　　　　　　　　　　毛利元蔵
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一八時過於二ノ丸御鉄炮御稽古被遊敬左衛門喜太郎御相手被　仰付
一　　　　　　　　　　一昨廿七日京都出立早駆ニ而　　　　　　　林矢五郎
　　　　　　　　　　　　今夕到着
右ニ付被為　召御用被為聞候十之丞藤馬巳三郎罷出居　但御締切其儘
　　　　　　　　　　　御菓子御用済当局ニ而被下之　　　　　　　同人
一御締切中大奥ヘ　被為入御三度御膳被召上　御膳後　御締切如前
一表御締切御寝御夜詰引四時壱寸五分廻り
　　　　T十月晦日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻六半時表ニ相成　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御拝如例
一四時過　御座所江被為　入御座間
御同座中江御家老御中老御側御用人御目付等罷出昨日矢五郎申上ヶ一条ニ付
　御評義有之八時過御帰り被遊候
一八時過表ニ而御膳被召上
　　　　　御二所様江　　大鯛一枚　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門
　　　　　　　　　　　　小鯛五
　　　　　右者不快中
　　　　　御懇命毎々御尋被下全快出勤致シ候ニ付差上之
　　　　　　　　　　　　小鯛五　　　　　　　　　　　　　　　　石田一恵
　　　　　　　　　　　　海老三十
　　　　　右者浦方ゟ到来之由ニ而内献之当局迄差出候
一八半時過二ノ丸ニおゐて御鉄炮御稽古被遊候
　　　　　宰相様江　　　　　はも一本
　　　　　御簾中様江　　　　同　二本
　　　　　殿様江　　　　　　同　一本
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　　　　　　　青松院様江　　　　同一本
　　　　　右者伊藤友四郎ゟ
　　　　　御方々様江差上度旨ニ而昨日矢五郎ゟ差出候ニ付右之通取計候
一七半時御締切中ゟ大奥江被為　入御膳被召上御膳後如前
一六時過高田孫左衛門御用有之
一大奥御寝御夜詰引四時二寸五歩
　　　　T十一月晦日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝御庭共如例
一殿様四時過被為入御家老御中老御側御用人高田孫左衛門村田巳三郎千本弥三郎
　外ニ中根雪江罷出御用有之
一御用済ニ而九半時過　御弐方様御同道大奥御入
　殿様ニハ無程御帰被遊　御二度御膳如例
　　　　　　　　　御肴金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田喜左衛門
　　　　　　　右ハ此間結構被　仰付候ニ付内々差上之
　　　　　　　　　御肴　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　山本新七
　　　　　　　右　同断
一御二度御膳後御締切如例
　　　　　　　　　九年母一台　　　　　　　　　　　　　　　　　永見司馬　　　
　　　　　　　右ハ大丹生浦報恩寺ゟ献上仕度差出候ニ付司馬ゟ差上之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御中﨟
　　　　　　　　　　　　鯛一　海老七　鰈三　上り　　　　　　　こと
　　　　　　　右ハ今日元服いたし候ニ付差上之　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　　　　　　鯛一　海老七　九年母十　　　　　　　　ことヘ
　　　　　　　右ハ今日元服いたし候ニ付以　思召被下之
　　　　　　　　　　　西洋
　　　　　　　　　　　　革手袋一　中小鯛三　鰈二　　　　　　　酒井十之丞
　　　　　　　　　　　　綿帽子一
　　　　　　　右ハ昨日京都表ヘ出立ニ付以思召被下之
一七半時御締切中ゟ大奥江被為　入御膳被召上御膳後如前
一御締切御寝御夜詰引四半時一寸廻り
　　　　T十一月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例
　　　　　上様江　　　御上書
　　　　　　板倉伊賀守殿江　　御直書
　　　　　右者十之丞今日出立京都表江罷越候ニ付被進之
一五時過　御拝後
殿様被為　入御用談被為在直ニ御帰り被遊候
一五半時過本多修理方御用有之
一定日為伺　御機嫌大沢淡水水谷織部荒川南山浅見涼二村田滝（竜）之進井原遊（悠）廉両
　御供頭当局迄罷出候外ニ日比彦之丞川瀨次郎右衛門同断罷出候
　　　　　　　　　　　　雁一翼　　　　　　　　　　　　　　　　水谷織部
　　　　　　　右献上致度藤島迄差出候由ニ而差上之
　　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　林忠大夫
　　　　　　　右ハ過日結構被　仰付為御礼差上之
　　　　　　　　　大河内産　　　
　　　　　　　　　　　　蕎麦　大袋二　　　　　　　　　　　　　喜太郎
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　　　　　　　右ハ昨年も献上致候ニ付差上之
一九時過大奥御膳如例
一御膳後中根雪江罷出御用有之　　一夕刻御締切如旧御三度御膳如例
一鎌落過千本弥三郎御用有之夜分御締切如常　　
一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸五分廻り
　　　　T十一月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一四時御匕医師初定日為伺
御機嫌罷出候青木恕庵石田一恵別段被為召御菓子被下之［但相願当月ゟ四時罷出候事］
　　　　　　　　　　御中老見習　　　　　　　　　　　　　　　　松平源太郎
　　　　　　　　　　　　御用人　　　　　　　　　　　　　　　　北川亘之助
　　　　　　　　　　　　御奏者兼
　　　　　　　　　　　　同断　　　　　　　　　　　　　　　　　永見多門
　　　　　　　　　　　　歩兵隊頭　　　　　　　　　　　　　　　牧野貢
　　　　　　　　　　　　同断　　　　　　　　　　　　　　　　　多賀谷他介
　　　　　　　　　　　　大御番頭　　　　　　　　　　　　　　　斎藤主鈴
　　　　　右者今朝御座所於
　　　　　御前被仰付之源太郎多門為御礼罷出候
　　　　　　　　　　　合口下緒一　ツヽ　　　　　　　　　　　　山県克之助
　　　　　　　　　　　御扇子　対　　　　　　　　　　　　　　　岡部造酒介
　　　　　右者明後日出立江戸表江罷越候ニ付罷出被為召右之御品
　　　　　御手自被下之
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一定日為伺　御機嫌御座所御側向小右衛門初罷出小右衛門被為召御菓子被下之
一九時大奥御入御膳被召上
一八時過佐々木権六御用有之
　　　　　　　　　　　精金銀筆簡一　　　　　　　　　　　　　　佐々木権六
　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　高村藤兵衛
　　　　　右者過日結構被仰付候為御礼差上之
一八半時過御浴湯被為召候御湯済ゟ御締切
一七半時御三度御膳如例夜分同断
一大奥御寝御夜詰引四半時一寸廻り
　　　　T十一月四日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五半時過出淵伝之丞御用有之
一四時過役御番頭一人歩兵隊頭三人新御番頭三人定日為伺
御機嫌罷出候
　　　　　宰相様より
　　　　　　　　　　御初尾二百疋
　　　　　右者
　　　　　有覚院様御位牌御出来御開眼ニ付御備ヘ
一四半時中根雪江御用有之
　　　　　　　　　　昨夕京都表ゟ帰着　　　　　　　　　　　　　松平貫之助
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　　　　　右為伺　御機嫌罷出候ニ付　被為　召御話有之
　　　　　　　　　為修行明日江戸表ヘ出立ニ而為伺　　　　　　　大谷丹下
　　　　　　　　　御機嫌当局迄罷出候
　　　　　　　　　　　鴻一　雁一　　御用ニ相成前記水谷織部　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　献上之雁為替被下之
　　　　　　　　　右野先へ御遣被成候所獲物之由ニ而差出之　　　
　　　　　　　　　　　□土焼水指　　　　　　　　　　　　　　　皆崎磋之介
　　　　　　　　　右ハ以前御相手をも相勤毎々御懇之
　　　　　　　　　御意を蒙り難有内々当局迄差出之
一九時過大奥御入御膳被　召上御膳後表ヘ被為入表御締切如旧
一今晩立態飛脚　御指立ニ而左之通被進之
　　　　　上様江　　　　　　鴻一翼
　　　　　右ハ板倉伊賀守殿迄御廻ニ而御内献ニ相成
　　　　　嘉陽宮様江　　　　鮭一　鯛一
　　　　　近衛前殿下江　　　鮭一
　　　　　同　内府公ヘ　　　鯛一
　　　　　東本願寺御門主ヘ　鱈二
　　　　　興正寺御門主ヘ　　鱈一　鯛一
　　　　　松平出羽守様ヘ　　鱈一　鮭一
　　　　　板倉伊賀守殿ヘ　　雁一觜　
　　　　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介へ
　　　　　　　　　　　　　　同二ヲ　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　右之通被進之　且被下之　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫　　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村市右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
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一有覚院様御百ヶ日御逮夜ニ付運正寺孝顕寺両方丈　被為　召　御回向被　仰付
　御夜喰被下之　但御広式御用人ゟ通達大奥ヘ罷出候　御酒御肴等ハ大奥ニ而御支度出来候
一思召ニ而大奥一統ヘ御夜喰被下之御側向敬左衛門初当番両部屋台子向
　不寝坊迄御汁［豆腐］　被下之
　　　　　宰相様ゟ　　　　弐百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　運正寺　方丈　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺　方丈
　　　　　　　　　　　　　百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　　運正寺　役僧弐人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺　同　三人
　　　　　　　　　　　　　五十疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　運正寺　小僧弐人へ
　　　　　　　右ハ有覚院様御百ヶ日御逮夜ニ付　御回向出候ニ付御送り被下之
一表御締切御寝御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T十一月五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一五時過高田孫左衛門御用有之
一五半時過御浴湯被為　召
　　　　　　　　　御筆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆崎磋之介
　　　　　右者此程京都表ゟ罷帰り候ニ付被為召彼地之事情被遊
　　　　　御聴御内々以
　　　　　思召　御筆被下之
一四半時過
殿様被為　入大奥御入無程表江被為出直ニ御帰り被遊候
一九時大奥御入御膳被召上
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一九半時御供揃ニ而御城下廻り運正寺江
　御立寄被遊本堂書院ニ而御上下御召替被遊
　惣御霊前御拝被遊夫ゟ本堂江被為　入
　有覚院様御百ヶ日ニ付　御拝被遊御菓子御手備被遊候夫ゟ
有覚院様御廟御拝御花御手備被遊候其余　御廟御拝被遊候再元之
　所ニ而御召替被遊其節方丈罷出居御茶御菓子差上之
　　　　　御道筋
　　　　　　　　　御庭口ゟ元切手御門中仕切御門太鼓御門下馬御門ゟ鉄御門
　　　　　　　　　酒井与三左衛門方屋敷前脇ゟ佐野小太郎屋敷前
　　　　　　　　　桜御門本町京町大橋御渡久保町立矢通運正寺ヘ
　　　　　　　　　被為　入御帰殿元之御道通り
一御出殿八時壱寸前御帰殿七時五分前
一七半時大奥御膳如例御膳後御締切同断
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛初
　　　　　　　　　御汁　［豆腐］　　　　　　　　　　　　　　両部屋　手伝台子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不寝坊迄
　　　　　右昨日之通被下之
　　　　　　　　　蜜柑一籠　　　　　　　　　　　　　　　　　大乗寺献上
一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸廻り
　　　　T十一月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝御庭共如例
一五時過御拝済　
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殿様被為　入　御対顔直ニ御帰被遊候
一四半時過松平寛之助御用有之
一九時過大奥御膳如例
一京都画工谷口藹山此節御城下止宿罷在候ニ付　被為　召狩野元照同道罷出
　認物被　仰付ニ付七時罷出右ニ付
　殿様七時過被為　入　御同座ニ而　御覧被遊
　御簾中様ニハ御屏風内ニ而御透見被遊御刻限ニ相成
　御弐所様大奥ヘ被為　入　御三度被　召上　殿様ニハ表ニ而御三度御膳御酒
　御肴被進於　御前藹山江も御酒御肴等被下之外ニ藤馬中根雪江田内源介高田孫左衛門
千本弥三郎半井仲庵田代盤亭矢嶋恕輔鈴木璥二被為召拝見被仰付御酒御肴等
　御飯等被下之御三度御膳後再表江被為入如前認物被仰付相済五半時過一同退席
　殿様ニ者御締切中御帰りニ相成候藹山初夫々休息所ニ而御飯等被下之
一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸五歩廻り
　　　　T十一月七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例御庭雨天ニ付御代拝
一五時過本多修理方御用有之
一四時過御目付千本弥三郎御用有之
一九時大奥御入御膳被召上御膳済御締切如例
　　　　　宰相様より　　　　
　　　　　越中守様　　　　　
　　　　　顕光院様　　　　　雲丹七箱ツ
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　　　　　峰君様江
　　　　　右者寒中御機嫌被為聞被進之
　　　　　宰相様より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦江
　　　　　　　　　　二百疋ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　初せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妙昌院
　　　　　右者
　　　　　有覚院様御百ヶ日御法事ニ付御備ヘ物申上候ニ付御供養とシテ被下之
一八半時過矢嶋恕輔罷出候
一七半時御締切中大奥御膳如例
一六時過高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引
　　　　T十一月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝御庭共如例
一六時過富永浜之助居屋敷出火焼失六半時前鎮火ニ相成候右ニ付為伺
　御機嫌本多興之輔方初御家老御中老御用人其余御側向　御座所御側向共萩原金兵衛
　武曾権左衛門林勘十郎横井五百里罷出候
一五時過御拝済
殿様被為　入　御対顔直ニ御帰り被遊候
一四時過中根雪江罷出御用有之
一九時過大奥御入御膳如例
一八時過御目付千本弥三郎御用有之
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一七時過御浴湯被為　召候　但御締切中御小姓御椽（縁）側ゟ相廻り
　　　　　　　　　　　　　　置物香灯（炉）一　一輪活一　　　　三国　
　　　　　　　　　　右之通差上之　　　　　　　　　　　　　　　　　半左衛門
一七半時過御三度御膳如例　　一六半時過高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引四半時懸り
　　　　T十一月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一四時過御番頭中根牛介天方対馬水野小刑部稲垣治部中川淵罷出御茶被下候
一九時大奥御入御膳被召上御膳後御締切如例
一去ル六日立京都表ゟ御内飛脚着致候
　　　　　　　　　　　去ル七日京都表出立　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　早駆ニ而今日帰着
　　　　　右直ニ御座所江着夫ゟ罷出御用有之候
　　　　　　　　　　　七寸御重　焼あし一　ゑひ　　　　　　　　同人江
　　　　　　　　　　　　　　　　みかん　御酒
　　　　　右者帰着ニ付以
　　　　　思召を被下之　　
　　　　　　　　　　　蕪漬一桶　　　　　　　　　　　　　　　　同人ゟ
　　　　　右者京都表ゟ持参ニ而差上之
一七時過千本弥三郎御用有之
一七半時過大奥御膳如例
一雁御用ニ付左之面々江被仰付昼過ゟ罷出候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝見筋江
　　　　　　　　　　　　　　　雁三羽出来　内一羽被下之　　　　敬左衛門
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷筋江
　　　　　　　　　　　　　　　同　壱羽出来　内半分被下之　　　元吉郎
　　　　　　　　　　　　　　　同　三羽出来　内一羽被下之　　　元蔵
一御締切御寝御夜詰引四半時五歩廻り
　　　　T十一月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元珪
一御神霊前御拝如例　雨天ニ付御庭御代拝
一九時前中根雪江罷出御用有之
　　　　　　　　　　役席其儘御役料五十石　　　　　　　　　　　武田三十郎
　　　　　　　　　　御増
　　　　　　　　　右為御礼当局迄罷出候
　　　　　　　　　　親結構之御礼同断　　　　　　　　　　　　　同　精一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堤五市郎
　　　　　　　　　右結構被　仰付候為御礼罷出被為　召御菓子被下之
一去二日晩立江戸表ゟ之飛脚着御附両人ゟ御用状差越候
　　　　　日向守様　　御直書
　　　　　出雲守様ゟ　　粕庭良一箱
　　　　　御弐所様
　　　　右ハ　御帰国後　御機嫌被為聞度被進之
一九時過大奥御入御膳如例
一七半時過御三度御膳如旧
一六時過大宮藤馬高田孫左衛門御用有之
一表御締御寝御夜詰引四半時五分前
　　　　T十一月十一日　風雪　　　　　​​　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例
一四時過渡辺早太明十二日京都表江出立致シ候ニ付為伺
御機嫌罷出　御目見被仰付候
一九時大奥御入御膳被召上御膳済御締切如例
一七半時大奥御膳如例　　一新五兵衛明日野先ヘ被遣候ニ付今晩泊御用捨
一表御締切御寝御夜詰引四半時弐寸五分
　　　　T十一月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御拝如例
一定日為伺御機嫌土谷化遊原晩翠高間夢泊罷出被為　召御茶被下之
　鈴木鈴木璥二同断罷出　御目見被　仰付日比彦之丞川瀨次郎右衛門両御供頭大関
　助左衛門当局迄罷出候
一四時過御座所ヘ被為入御用部屋御臨席被遊九時過御帰被遊
一九時過大奥御入御膳被　召上夕刻御締切如例
　　　　　　　　　　真鴨一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井弘
　　　　　　　　右昨日於御坂頂戴之獲物ニ付差上之
一今晩立京都表定日飛脚　被指立左之通被進之被下之
　　　　　東本願寺御門主江　　御直書　雁一翼
　　　　　興正寺御門主江　　　同　　　同
　　　　　松平出羽守様江　　　同
　　　　　松平下野守様江　　　同
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　　　　　松平容堂殿江　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雁一羽　被下之　　　　　酒井十之丞ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同一羽ヲ　　　　　　　　伊藤友四郎　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫
　　　　　　　　　　　　　右ハ先便御肴献上いたし候ニ付為御返被下之
　　　　　　　　　　　　　　　昨十一日上方筋ヘ御脇筒被　仰付　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　　　鴻二羽　雁四羽　出来
　　　　　　　　　　　　　　右之内鴻二　雁一御用ニ相成跡三羽被下之
一雁御用ニ付左之通野先江被遣
　　　　　　　　　　　　　　荒川筋ヘ　　　　　　　　　　　　　新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　東郷筋ヘ　鴻一羽　鴻一ヲ被下之　　与一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　金十郎
　　　　　　　　　　　　　　鴻三羽　内一羽ヲ被下之　　　　　　弥三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政右衛門
一六時過高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引四半時五分廻り
　　　　T十一月十三日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝如例御庭御代拝　　一今日御野鉄炮被仰出候所雨天ニ付御延引
一定日為伺　御機嫌御医師一統罷出候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一八時御浴湯被為召候
一七半時大奥御膳如例
一今晩立道中六日振ニ而江戸表江飛脚被差立候ニ付御附衆江書状差出候
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　　　　　松平日向守様江　　　御直書被進之　　　　　　　　　　浅野中務少輔殿ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　御書　鴻一　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　同　　同一　　　　　　　　　　　勝安房守殿ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　同　　同一　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ヘ
　　　　　右之通被遣之
　　　　　　　　　　　　　　薯蕷二　　　　　　　　　　　　　　岡田静眠　
　　　　　右之通差上之
　　　　　清心院様ゟ　　　　ちん／＼麦一箱
　　　　　　　　　　　　　　からすみ
　　　　　右之通被進之
一表御締切御寝御夜詰引四半時ヘ二寸前
　　　　T十一月十四日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例御庭御代拝　　一今日御野鉄炮可被為入被仰出有之候所俄ニ御延引
一四時過定日ニ付大御番頭役御番頭御留守番頭補兵隊頭新番頭並新番頭為伺御機嫌罷出候
一月番御用人ゟ左之通申来
　　　　　御供御道中困究（窮）相勤又者兼勤等致候者江是迄金銀被下之御取扱有之候ヘ共
　　　　　今般御供立御変革被　仰出候ニ付而者以来右御取扱者無之事
　　　　　　　　但勤向ニ寄り失却等有之候分者御吟味之上別段御手当被下置候事
　　　　　別紙之通被仰出候間奥向之面々江も可被申通候以上
一九時過大奥御入御膳被　召上　夕刻表御締切如例
一八半時過中根雪江罷出御用有之
　　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　右一昨日ゟ川北江罷越打留之雁指出候ニ付被下之
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一七半時過御三度御膳如旧夜分御締切同断　　一六時過高田孫左衛門御用有之
一大奥御寝表御夜詰引四半時
　　　　T十一月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例
　　　　　　　　　　　　御茶　越ノ雪小半　　　　　　　　　　　梅仙江
　　　　　　　　右ハ上ヶ物いたし候為御返今日立御納戸廻ニ而被下之
　　　　　　　　　　　　雁一　　　　　　　　　　　　　　　　　石田一恵江
　　　　　　　　右ハ過日御肴内献いたし候ニ付　為御返被下之
　　　　　昨日殿様江　　六寸御重二　雲丹焼塩ふり焼鯛一
　　　　　　　　　　　　　　　　    甘鯛御汁仕立一
　　　　　右者毎々被進物も有之且此節御聊御風気ニ被為
　　　　　入候ニ付旁被進之
一四時過御座所江被為　入御用部屋御臨席九半時御帰り被遊候
一九半時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
　　　　　　　　　　　　御茶一壺　玉露半斤　　　　　　　　　　毛受鹿之介ゟ
　　　　　　　　　　　　瀬戸物御水入一
　　　　　右者京地ゟ持参ニ而差上之
　　　　　　　　　　　　鴻一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　御小姓頭取初六人江
　　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　三郎助初四人江
　　　　　右之通被下之
　　　　　　　　　　　　雁肉片身　　　　　　　　　　　　　　　河合五右衛門江
　　　　　右者勤役中毎々差上物も致シ候ニ付以
　　　　　思召を被下之
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一八時過為伺　御機嫌真杉他之助横井喜六武田源次郎罷出
　御目見被仰付御菓子被下之
一七半時大奥御膳如例
一六半時過高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸五歩廻り
　　　　T十一月十六日　晴冬至　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目見御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過中根雪江為伺　御機嫌罷出御用有之
　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　右昨日野先ニ於て獲物之由ニ而差上之
一川地柯亭如伺御機嫌当局迄罷出候河合五右衛門昨日頂戴物之為御礼同断
一九時過大奥御入御膳被　召上夕刻御締切如例
一七半時過御三度御膳如旧
一今日​​​八天狗ニ而表御締切中毛受鹿之介中根雪江平本但見高田孫左衛門敬左衛門
　平右衛門仲庵一順宋純　被為　召於　御前御小豆飯八杯豆腐御皿大根海老御香ノ物
　御酒　外ニ鹿之介初孫左衛門迄中皿鰈みかん同鱈大根　但鹿之介帰着後別段被為　召度
　思召之処今日罷出候ニ付　別ニ被下之余三人ハ右御相伴被下之頂戴被　仰付
　御弐所様御手酌等被成下畢而於溜間藤大夫初両部屋当番御馬廻り同三人小豆
　御飯八杯豆腐御皿等如前記被下之手伝台子向一同不寝坊迄被下有之惣而如旧
一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸五分前
　　　T十一月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝如例
一定日為伺　御機嫌小右衛門新左衛門罷出被為召御茶御菓子被下之両部屋之面々当局迄
　罷出候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
　　　　　御二所様江　　鉢盛　幾世餅　　　　　　　　　　　　　敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛
　　　　　右者今日之為心祝差上之
　　　　　　　　　　　　　合口下緒一　　　　　　　　　　　　　松平貫之助
　　　　　　　　　　　　　目利安一　ツヽ　　　　　　　　　　　本多源四郎
　　　　　　　　　　　　　御盃一
　　　　　　　　　　　　　御扇子　対　　　　　　　　　　　　　中根牛介
　　　　　　　　　　　　　御盃一　　　　　　　　　　　　　　　天方対馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　右者明後十九日出立京都表江罷越候ニ付為伺
　　　　　御機嫌罷出被為召御茶御菓子且右之御品被下之
一七半時大奥御膳如例
　　　　　　　　　　　　　　鯎七ツ　　　　　　　　　　　　　　荻野左十郎
　　　　　右者獲物之由ニ而差上之　
一六時過高田孫左衛門御用有之
一六半時過昨日之通於溜間三郎左衛門新五兵衛斎宮初両部屋当番御馬廻り
　同三人御医師玄珪養竹外ニ恕輔璥二御酒小豆御飯八杯豆腐御皿如前記
　頂戴被仰付
宰相様御手酌等被成下候　但手伝台子向不寝坊迄へも昨日之通被下之
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一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ五歩前
　　　　T十一月十八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五時御供揃ニ而東郷筋ヘ御野鉄炮与して被為
入候
　　　　　御筋道　御庭口ゟ元切手太鼓御門下馬御門鳩御門内郡役所前脇新橋
　　　　　　　　　御渡り毛屋通り木田四ツ辻春日口ゟ御場入板垣村地之上下馬同断
　　　　　　　　　六条村沖夫ゟ上細江村弥五兵衛ヘ御指懸り被為入御二度被　召上
　　　　　　　　　夫ゟ上東郷毘沙門地之上稲津御渡船稲津村栂野村和田上中村
　　　　　　　　　淵ノ上夫ゟ和田口勝見御定道南御門ゟ御庭口
一御出殿五時弐寸五分　御帰殿　六時
　　　　　　　　　　　　　　　　御脇筒
　　　　　　　　　　　　　　　底喰筋　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　　　　　　　　　寺前筋　　鴻二　内一　出来　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雁二　内一　被下之
一御昼後　思召ニ而　御供中ゟ左之通御脇被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　太田村辺　　　　　　　　　　　　　浅見岱輔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　雁一羽出来半分被下之　　　大谷千熊
一御帰殿直ニ大奥江被為　入御膳被召上
一御膳後御浴湯被為召候夜分御締切如例
一大奥御寝御夜詰引四半時五歩廻り
　　　　T十一月十九日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
A0143−00523_141
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝御庭共如例
一五半時過松平備後方高田孫左衛門御用有之
一四時過御座所江被為　入御用部屋御臨座被遊九時過御帰り被遊候
一九時過大奥御入御膳被召上夕方御締切如例
　　　　　　　　　　鴻一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御家老五人江
　　　　　右之通以
　　　　　思召被下之
　　　　　宰相様より
　　　　　　　　　　さかな代り百疋　　　　　　　　　　　　　　八重へ
　　　　　右者此度懐妊致候ニ付今日着帯相祝候故被下之
　　　　　　　　　　こふじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦田信濃
　　　　　右者庭前ニ成候由ニ而差上之
一七半時大奥御膳如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時五歩廻り
　　　　T十一月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一九時過大奥御入御膳被　召上
一御膳後表ヘ被為入　明日京都表ヘ出立ニ付為伺　　　　　　　　　松原孫七郎
　御機嫌罷出被為　召　御用有之
　　　　　　　　前記
　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽
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一夕刻御締切御三度御膳如例
一大奥御寝御夜詰引四半時　　　　　　　　　　　　　　　　　　介　
　　　　T十一月廿一日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝
一五時御供揃ニ而為御野鉄炮勝見筋ヘ被為入　　　　　　　　　　　御供　　敬左衛門
　　　　　御道筋　御庭口ゟ南御門勝見御定道和田口ゟ御場入下北野地之上
　　　　　　　　　上北野殿下村　御指懸り寮勝縁寺ヘ被為入御弁当被　召上
　　　　　　　　　夫ゟ堅立地之上河水花（野）谷前荒木別所栂野和田上村中村
　　　　　　　　　淵ノ上西方地之上河原口ゟ元之御道通り御帰殿被遊
　　　　　御拳　　鴻一羽　下北野村　　　雁一羽　上北野村地之
　　　　　　　　　　　　　地之上　　　　　　　　上
一御二度後御供先ゟ左之通　御脇筒被　仰付
　　　　　　　　　　　　　荒川筋ヘ　獲物無之　　　　　　　　　浅井外巻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西脇林右衛門
一御帰殿直ニ御浴湯　被為　召夫ゟ表御締切被仰出大奥ヘ被為入御三度被召上夜分
　御締切如例
一御出殿五時弐寸五分　御帰殿六時壱寸廻り
　　　　　　　　　　　　　山ノ芋一台　　　　　　　　　　　　　勝縁寺
　　　　　右有合セ候ニ付内々献上仕度旨ニ付　御請不被遊段相答候所御次迄指出候
　　　　　ニ付為御持ニ相成
　　　　　　　　　　　　　東郷筋江　　雁三羽　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺一羽　小鴨一羽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但　雁一羽　御用ニ相成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺一羽　同
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一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸五分廻り　　一新五兵衛風邪気ニ付今日引籠養生致し候
　　　　T十一月廿二日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御庭共御拝如例
一四時過中根雪江罷出御用有之
一定日為御伺御機嫌多賀谷梅笑日比彦之丞川瀨次郎右衛門林泉友岡田静眠両御供頭
　加藤清十郎当局迄罷出候
一九時過大奥御入御膳被　召上
一同刻過酒井弘斎藤喜五郎為伺御機嫌罷出　御目見被　仰付桑山捨三郎
一八時過於二ノ丸御鉄炮御試験被遊
一八半時過本多修理方松平備後方御用有之
一昨日御拳之雁并御次雁左之通被下之
　　　　　　　　　　御拳之鴻一　　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔方ヘ
　　　　　　　　　　　前記鴻一翼ヲ　　　　　　　　　　　　　　町奉行初　　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御役人一同　
　　　　　　　　　　御拳之雁一同　　　　　　　　　　　三ノ丸　御匕医師四人江
　　　　　　　　　　　　　雁肉　　　　　　　　　　　　　　　　酒井弘江
　　　　　　　　　　右ハ先日真鴨献上ニ付為　御返被下之
一七半時過大奥御膳如例
一去十四日晩立江戸表ゟ之飛脚山之内ニ而一日逗留今朝到着江戸表御静謐御附衆両人ゟ　　
　御用状差越候
　　　　　主計頭様ゟ　　　　　　　　金五百疋
　　　　　御弐所様江
　　　　　清心院様ゟ
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　　　　　熊姫様ゟ　　浅草海苔五帖一箱
　　　　　右寒中為御見舞被進之
一表御締切御寝御夜詰引四半時　　一七時過ゟ敬左衛門退出いたし候　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介
　　　　T十一月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御庭共御拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之
一定日ニ而御医師一統為伺　御機嫌罷出候処御用中ニ付　御目見不被　仰付
一九時過大奥御入御膳被　召上
一八時過御浴湯被為　召
　　　　　　　　　明日京都表ヘ出立ニ付当局迄罷出候　　　　　天方対馬
一七半時過御三度御膳如例
一大奥御寝表御夜詰引四時弐寸五分
　　　　T十一月廿四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御拝如例
一五時之御供揃ニ而為御野鉄炮新開筋ヘ被為入　思召ニ而鹿之介御供ニ被召連候
　　　　　御道筋　
　　　　　　　　　御庭口ゟ元切手中仕切下馬御門ゟ鳩御門内新橋御渡毛屋通り
　　　　　　　　　木田花堂ゟ御場入夫ゟ往還通り浅水橋際ゟ今村ヘ被為入
　　　　　　　　　御指懸り主計中村次郎兵衛ヘ被為入御弁当被召上夫ゟ角原地之上
　　　　　　　　　鉾ヶ崎半田大土呂河北細井地之上ゟ九板橋荒井村ゟ元之
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　　　　　　　　　往還通り御帰殿被遊
　　　　　御拳　鴻弐翼　一　花堂地之上
　　　　　　　　　　　　一　角原　同　　　　御供之内ゟ
　　　　　　　　　外　御側ニ而鴻一羽出来　　一発ツヽ獲物有之　大崎七大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　同　　　　根来紀之允
　　　　　　　　　　　　　　御脇筒
　　　　　　　　　　　　　　　　　勝見筋ヘ　六羽内三羽被下　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷筋ゟ菖蒲原ヘ一泊　雁　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十羽出来
　　　　　　　　　　　　　　　　　橋上筋　雁一羽被下之　　　　毛受鹿之助
一御出殿　五半時前　御帰殿六半時壱寸前
一御帰殿之節　御座所ゟ　御機嫌　為　御伺御小姓頭取　被遣候
一御帰殿直ニ御浴湯　御膳被　召上　　一御帰殿後敬左衛門御用捨
一去廿一日立京都表ゟ飛脚到着御静謐
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不快罷在候所快今日ゟ出勤　
　　　　T十一月廿五日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過
殿様被為　入御用御談被為在玄蕃鹿之介侍座九時前
御帰り被遊候
一九時前酒井与三左衛門方御用有之
　　　　　　　　　　　肥前御多葉粉三包　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　　　　　羽織紐一　御肩子二
　　　　　右者明日出立京都表江罷越候ニ付被下之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
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一八時過松平備後方御用有之
一七時過二ノ丸御馬場ヘ被為　入新御馬乗方御覧被遊候
一七半時大奥御膳如例
　　　　　宰根様より
　　　　　惇宗院様
　　　　　無量院様
　　　　　異明院様ヘ
　　　　　　　　御花一筒ツヽ御代五十疋ツヽ
　　　　　右者歳暮ニ付上野江御備ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田安御右筆頭
　　　　　　　　　　　　三百疋　　　　　　　　　　　　　　　　福村
　　　　　　　　　　　　二百疋　　　　　　　　　　　　　　　　御使番頭
　　　　　　　　　　　　五百疋　　　　　　　　　　　　　　　　下男
　　　　　右の通年中御世話申上候ニ付被下
　　　　　　　　　　　御初尾　　　　　　　　　　　　　　　　　文珠院
　　　　　　　　　　　　二百疋　
　　　　　右例年の通り御備ヘ
　　　　　安国殿江　　御初尾　
　　　　　　　　　　　　二百疋
　　　　　黒本尊江　　同　　　
　　　　　　　　　　　　二百疋
　　　　　右の通御備ヘ　　但　来春御備ニ相成候廉　　　　　　
　　　　　　　　　　　　三百疋　　　　　　　　　　　　　　　　さつま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はゝ
　　　　　右歳暮ニ付被下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一表御締切御寝御夜詰引四半時ヘ懸り
　　　　T十一月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一四時過昨日之為御礼中根雪江罷出候
　　　　　　　　　　　　雁十羽差出内三羽御用ニ相成　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　真鴨一羽　　　　　　　　　　　　　　　同人献上
　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤雄蔵
　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　　昨日　　
　　　　　　　　　　　　小鴨一羽　　　　　　　　　　　　　　　埴原岩吉
　　　　　右者御坂ニ而獲物ニ付差上之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一八時過御浴湯被為召候
一八半時本多修理方御用有之
　　　　　　　　　　　　大鱈一　　　　　　　　　　　　　　　　大丹生浦ゟ
　　　　　右者
　　　　　宰相様江献上致度旨願出候由ニ而出淵伝之丞ゟ差出之
一七半時大奥御膳如例
　　　　　関白様江　　　　鱈一
　　　　　松平出羽守様江　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　鴻一羽
　　　　　松平下野守様江　　同
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　木村東市正殿江
　　　　　　　　　　　　　鴻一
　　　　　　　　　　　　　鴻一　　　　　　　　　　　　　　　　平塚
　　　　　　　　　　　　　間奉書半切二百　　　　　　　　　　　
　　　　　右者京都表江定日飛脚被差立候ニ付被進被遣之
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一雁御用ニ付左之面々野先江被遣候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷筋ヘ
　　　　　　　　　　　　鴻一白青鷺一羽ツヽ出来　雁一羽被下之　敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝見筋ヘ
　　　　　　　　　　　　鴻四雁二羽出来　鴻一羽被下之　　　　　紀之允
一大奥御寝御夜詰引四半時二寸五歩
　　　　T十一月廿七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五半時過高田孫左衛門御用有之
一同刻過中根雪江罷出被為召候
一四半時過
殿様被為　入大奥御入九時前御帰り被遊候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一九半時過松平備後方御用有之
一八時過大谷儀左衛門京都表ゟ昨日罷帰り候ニ付為伺
御機嫌罷出　御目見被仰付御菓子被下之　
一七時過北川亘之介今日帰着ニ付同断罷出
御目見被仰付御菓子被下之
一七半時大奥御膳如例　
一今晩立江戸表江飛脚被差立候ニ付御附衆江書状差出候
　　　　　松平日向守様江　　御直書
　　　　　熊姫様御相合ニ而　雁一羽ヲ
　　　　　右者被進物之為御挨拶被進之
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　　　　　清心院様江　　丸ほうる一箱
　　　　　　　　　　外ニ思召ニ而藹山画二枚
　　　　　右者寒中為御見舞被進之
　　　　　田安様江　　　干鱈三枚
　　　　　右者寒中ニ付同断
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　鴻一羽
　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　林大学頭殿江
　　　　　　　　　　　鴻一羽　
　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹中半十郎江
　　　　　　　　　　　雁一羽
　　　　　　　　　　　鴻一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　村田九八郎江
　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　松井左膳　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森六大夫
　　　　　右之通被進被遣被下之
一表御締切御寝九時ヘ二寸前
　　　　T十一月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目見御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一九時過大奥御入御膳被　召上
　　　　　御誕生御祝儀ニ付
　　　　　　数御慰斗蚫
　　　　　　　　　　木地御三方
　　　　　　御小皿　平かつを
　　　　　　　　　　御小皿　砂糖　御汁子餅［紅白］
　　　　　　御腰高　浅漬大根　御吸物　鯛　ひれ
　　　　　　塗御盃　松立　御取肴　［松葉　鰑］　銀御燗鍋　祝井川酒
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　　　　　右　
　　　　　御簾中様
　　　　　殿様　青松院様江　被進之
　　　　　宰相様ゟ
　　　　　　　　青松院様江　鉢盛　硯ふたもの
　　　　　　　　　　　　　　九こん
　　　　　右者今日御祝儀ニ付　被遣之
　　　　　宰相様江　青松院様ゟ　　御肴一折
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金弐百疋
　　　　　右今日之御祝儀ニ付　被差上之
一八半時過高田孫左衛門御用有之
一七半時過大奥御膳夜分御締切如例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅見岱輔
　　　　　　　　右
　　　　　　　　　明日　御用召之　御剪紙到来御礼罷出候
一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸五分廻り
　　　　T十一月廿九日　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝如例　御庭御代拝
　　　　　　　　　今日　御用　召之御剪紙到来　　　　　　　　　渡辺蓬太郎
　　　　　　　　　右御礼として早朝罷出候　但昨日御供ニ付
　　　　　　　　　　御茶一箱
　　　　　　　　　　竹子一包　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門
　　　　　　　　　　外御肴一包　但例年御役料御初穂として献上いたし候
　　　　　　　　右ハ京都表ゟ持参之由ニ而差上之
　　　　　　　　　　　　御余多　御焼肴　小鯛　　　　　　　　　塩谷淇翠
　　　　　　　　　　　　　　　　御飯
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　　　　　　　　右ハ過日来不快ニ付無急度為　御尋被下之
　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多賀谷梅笑ヘ
　　　　　　　　右ハ花活献上いたし候ニ付　為御返被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本源左衛門
　　　　　　　　　鴻一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　土谷化遊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原晩翠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高間夢泊
　　　　　　　　右以　思召　被下之
　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵
　　　　　　　　右今日結構被　仰付候ニ付以　思召無急度被下之
　　　　　　　　　　　　御馬廻り頭取　　　　　　　　　　　　　川村十郎右衛門
　　　　　　　　　　　　御供頭兼
　　　　　　　　　　　　同断　　　　　　　　　　　　　　　　　波々伯部弥六
　　　　　　　　　　　　御附御馬廻り頭取　　　　　　　　　　　猪子平左衛門
　　　　　　　　　　　　御供頭兼
　　　　　　　　　　　　同断　　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里
　　　　　右被仰付候ニ付
　　　　　御前御礼御用人差加り申上之
　　　　　　　　　　　　御馬廻り其儘　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　御供頭差添被　仰付筆頭役之義ハ　　　　渡辺蓬太郎
　　　　　　　　　　　　御免被成候
　　　　　　　　　　　　御附右同断　　　　　　　　　　　　　　浅見岱輔
　　　　　右之通被仰付候ニ付同断
　　　　　　　　　御前ニおゐて
　　　　　　　　　　　　会所奉行其儘　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵
　　　　　　　　　　　　町奉行
　　　　　　　　　　同　御目付見習被仰付　　　　　　　　　　　奈良元作
　　　　　　　　　　　　御役料五十石
　　　　　　　　　　同　郡奉行被仰付　　　　　　　　　　　　　平瀨儀作
　　　　　　　　　　　　御役料五十石
　　　　　　　　　　同　御先物頭　　　　　　　　　　　　　　　多喜田藤内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木多門左衛門
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　　　　　　　　　　同　御水主頭被仰付　　　　　　　　　　　　菅沼平兵衛
　　　　　　　　　　　　御役料五十石
　　　　　　　　　　　　御先副物頭　　　　　　　　　　　　　　武曾権左衛門
　　　　　　　　　　　　御役料二十五石
　　　　　　　　　　　　御先副物頭　　　　　　　　　　　　　　荻野左十郎
　　　　　　　　　　　　御役料五十石其儘
　　　　　　　　　　同　御留守組支配　　　　　　　　　　　　　大崎七大夫
　　　　　　　　　　　　御使番格ニ被成下　　　　　　　　　　　荒川助右衛門
　　　　　　　　　　　　年々銀三寸枚ツヽ
　　　　　　　　　　　　御使番被仰付　　　　　　　　　　　　　山形熊之助
　　　　　　　　　　　　御役料五十石其儘
　　　　　右之通被仰付之菅沼平兵衛大崎七大夫荒川助右衛門為御礼当局迄罷出候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一同刻過結構被仰付候為御礼奈良元作当局迄罷出候
一八半時過多賀谷梅笑雁頂戴之御礼与して罷出被為召御菓子被下之
一同刻矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候
一七半時大奥御膳如例
一六時過為御礼勝木十蔵罷出遅刻ニ相成候ニ付
御目見不被仰付候
一表御締切御夜詰引四半時
　　　　T十一月晦日　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五半時過本多修理方御用有之
一昨日京都表ゟ福嶋忠兵衛着持参之由ニ而左之通被進之
　　　東本願寺御門主ゟ　過日之御返書　御書中　枝折三
　　　松平出羽守様ゟ　同
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一九時過大奥御入御膳被　召上夕刻御締切如常
一御三度御膳如例
一六時過高田孫左衛門御用有之
一大奥御寝御夜詰引四半時五分前
　　　　T十二月朔日　晴　寒入　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例
一四時過当日御祝義且為伺　御機嫌猪子平左衛門横井五百里山本新七罷出
　御目見被仰付御茶御菓子被下之
一四半時過
殿様被為　入　御同道大奥御入無程御帰り被遊候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一今日於御祐筆部屋左之通被仰出候
　　　　　　　　　自分指物番指物以来御廃止被　仰出候左様可被相心得候
一七半時過御三度御膳如例
　　　　　　　　　　　　紅魚　　　　　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛
　　　　　　　　右献上致度当局迄差出之
一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸五分廻り
　　　　T十二月二日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝如例
一定日為御機嫌伺　中村八大夫林泉友岡田静眠加藤丹山井原悠廉浅見涼二
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　罷出候川村十郎右衛門波々伯部弥六同断　御座所　御側向同断
一田内源介同断罷出御用有之
　　　　　越中守様　　　
　　　　　御弐所様ゟ　　佐賀関鰑一箱
　　　　　顕光院様ゟ　　同
　　　　　右寒中為御見舞　被進之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
　　　　　　　　　　　　真鴨一　　　　　　　　　　　　　　　　芦田信濃
　　　　　右者御坂ニ而忰獲物之由ニ而差上之　
　　　　　　　　　　　　鯉二　　　　　　　　　　　　　　　　　猪子平左衛門
　　　　　右者今般結構被仰付候ニ付差上之
　　　　　　　　大奥ゟ　金千疋　　　　　　　　　　　　　　　　藹山江
　　　　　　　　　　　　同三百疋
　　　　　右者過日被為召御席画被仰付候ニ付被下之狩野元照江相託シ候
　　　　　宰相様ゟ　　　
　　　　　越中守様　　　　　御鮓一桶ツヽ
　　　　　御二所様江　　　　　　　御代三百疋ヲ
　　　　　顕光院様江　　　　同断一桶
　　　　　　　　　　　　　　　　　御代二百疋
　　　　　右者来年頭御祝儀被仰進候ニ付御序なから御機嫌被為聞
　　　　　被進之
一八時過矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候
一七半時大奥御膳如例
一六時過高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引
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　　　　T十二月三日　風雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝如例
一寒中為伺　御機嫌大沢淡水水谷織部荒川南山山本源左衛門土谷化遊原晩翠高間夢泊　
　罷出　御目見被仰付其余御広式御用人御座所御側向并以前御側向相勤候面々
　当局迄罷出候其内日比彦之丞堀平大夫
　御目見被仰付候中根雪江同断
一四時過定日且寒中為伺　御機嫌御医師一統罷出候
一四半時為伺　御機嫌本多興之輔方罷出御人払御用有之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一八時過御浴湯被為召候
　　　　　　　　　　　小鴨一　　　 　　　　　　　　　　　　   中根雪江
　　　　　　　　　　　鴫七
　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　酒井外記方
　　　　　　　　　　　真鴨一　　　　　　　　　　　　　　　　　武田平右衛門
　　　　　右之通献上之
　　　　　　　　　　　海苔入煎餅　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺
　　　　　　　　　　　蜜柑壱籠　　　　　　　　　　　　　　　　運正寺
　　　　　　　　　　　同　同　　　　　　　　　　　　　　　　　天竜寺
　　　　　　　　　　　同　同　　　　　　　　　　　　　　　　　瑞源寺
　　　　　　　　　　　同　同　　　　　　　　　　　　　　　　　華蔵寺
　　　　　　　　　　　蕎麦粉一袋　　　　　　　　　　　　　　  東光寺
　　　　　右之通寒中ニ付献上之
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一七半時大奥御膳如例
一大奥御寝御夜詰引四半時弐寸廻り
　　　　T十二月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例
一四時過定日為伺　御機嫌役御番頭歩兵隊頭新御番頭罷出候
一四半時過佐々木権六御用有之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例　　一七半時御三度御膳如例
　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　武田精一郎
　　　　　右之通到来ニ付内献之
　　　　　　　　　　　　鳳凰竹一鉢　　　　　　　　　　　　　　土谷化遊
　　　　　右者御慰ミニもと献上之
　　　　　　　　　　　　御余多　　　　　　　　　　　　　　　　門野隼雄江
　　　　　右者不快引籠罷在候ニ付以
　　　　　思召被下之　
　　　　　　　　　　　以来御野先御供之義者以　　　　　　　　　半井仲庵
　　　　　　　　　　　思召御用捨被成下候
　　　　　右之通被仰出候ニ付当局ゟ申達御礼与して仲庵罷出候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩吉事　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埴原三十郎
　　　　　右之通改名　御沙汰被為在候ニ付前例之通御小姓頭取ゟ
　　　　　御用人支配頭へ相達候処願之通被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　　昨三日勝見筋ヘ　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　雁一　白鷺一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底喰筋　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獲物無之
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷筋ヘ　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴻二　雁一　出来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内一御用二被下
　　　　　右者御用筒被仰付獲物差出候ニ付右之通被下之
一表御締切御寝御夜詰引四半時五歩廻り
　　　　T十二月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　盤亭
一御神霊前御拝如例
一五半時過本多修理方御用有之
一四半時過為伺　御機嫌萩原金兵衛罷出被為召御菓子被下之川地柯亭同断
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一御簾中様御誕生日御延祝ニ付左之通被進御献立書者昨日御広式御用人ゟ相廻り候
　　　　　数御熨斗蚫
　　　　　　　木地御三方
　　　　　御小皿平鰹
　　　　　　　御小皿　砂糖　御汁子餅［紅白］
　　　　　御腰高　浅漬大根
　　　　　　　同　　　御三方　御吸物　鯛ひれ
　　　　　塗御盃
　　　　　松立御取肴　　　　　松葉鰑
　　　　　銀御燗鍋　　　　　　旭酒
　　　　　右之通被進之
　　　　　御二所様江　　　　　御肴一籠　　鯛二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱈一
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　右者寒中ニ付　御機嫌被為聞被進之
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　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　袖野
　　　　　　　　　　　　　　　密（蜜）柑一籠　　　　　　　　　戸山
　　　　　右者寒中伺　御機嫌差上之
　　　　　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　御広式御用人三人江
　　　　　右者以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　　　密（蜜）柑　　　　　　　　　　　敬左衛門初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋御伽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り江も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其余右奥向江も
　　　　　右者御到来合せニ付被下之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御さるこ一　ツヽ　　　　　　　敬左衛門　江
　　　　　　　　　　　　　　　枝折二　　　　　　　　　　　　　新五兵衛
　　　　　右之通被下之
　　　　　　　　　　　　　　　御枝一本　　　　　　　　　　　　大崎七大夫
　　　　　右者御野先御用ニもと差上之
　　　　　　　　　　　　　　　小鴨二　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　蜆　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　右之通差上之
一今日左之通被仰付候ニ付喜太郎元吉郎伺差出候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田辺平学江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申渡覚
　　　　　　　　其方弟錫儀不埒至極之趣相聞候ニ付
　　　　　　　　御国立退可被仰付之処御趣意ニ付大工町
　　　　　　　　揚り屋入被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村元吉郎一家之内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剣持久太郎ヘ申聞覚
　　　　　　　　西村元吉郎姉妹尾演三郎妻すみ義不狩（埒）至極之趣　
　　　　　　　　相聞候ニ付離縁之上蟄居被仰付退身同様被　仰付候
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　　　　　　　　此段引取之上申渡急度為相慎可差置候右取扱
　　　　　　　　其方ヘ被仰付候間可取扱候以上
　　　　　右ニ付錫義者喜太郎従弟ニ付恐入遠慮伺差出候処不及
　　　　　其義指扣被仰付候元吉郎同様遠慮伺差出候不及其義
　　　　　差扣被仰付候　
一右之通被仰付候ニ付御小姓御人少ニ相成候得共壱人ツヽニ而御用捨被成下御馬廻り昼夜
　壱人ツヽ増被仰付候
一七半時大奥御膳如例
一六時過御締切中表八天狗之趣ニ而両老女初大奥向御祐筆迄御三間江被為召
　御酒御肴御飯被下置　御手酌被成下何茂頂戴御伽四人罷出給仕致シ其余
　三郎左衛門新五兵衛御膳番四人一順等罷出居候御料理昨年之通御膳番留記ニ有之
　　　　　　　　　　　　　鉢盛小豆団子　　　　　　　　　　　　御祐筆以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末々江
　　　　　右之通被下之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　鯛めん　　　　　　　　　　　　　新五兵衛初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今晩詰合之者江
　　　　　右之通被下之
一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸廻り
　　　　T十二月六日　折々風雪　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一七時前中村市右衛門京都表ゟ昨夕帰着ニ付罷出御用有之
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一七半時大奥御膳如例
一雁御用ニ付左之面々野先ヘ被遣候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝見筋ヘ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　雁二羽出来　内一被下　　　　　根来紀之允
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷筋ヘ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　同三羽出来　内一被下　　　　　毛利元蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五日ゟ相願川北江　　
　　　　　　　　　　　　　　　　雁三羽出来　内二被下　　　　　中根雪江
一今晩立通飛脚江戸表江被差立候ニ付御附衆江書状差出候
　　　　　松平大和守様　　御直書
　　　　　松平兵部大輔様　同
　　　　　松平三河守様　　同
　　　　　同　確堂様　　　同
　　　　　右之通被進之
　　　　　田安中納言様江　御直書
　　　　　　　　　　　　　雁一羽
　　　　　貞慎院様江　　　御書
　　　　　　　　　　　　　打曇御半切二百　雲丹三
　　　　　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　　　　　　　本多八十郎殿ヘ
　　　　　右之通被進被下之八十郎殿江者書状添相廻之
一大奥御寝御夜詰引四半時過
　　　　T十二月七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　盤亭
一御神霊前御庭共御拝被遊候
一五半時過本多修理方御用有之
一同刻過中根雪江昨日之御礼与して罷出候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田金十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川小源太
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村貫蔵
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　　　　　右者今日家督之御礼申上候ニ付御礼当局迄罷出候
一九時大奥入御膳被召上夕刻御締切如例
一八半時過矢嶋恕輔鈴木璥二罷出被為召御話被遊候
一七半時大奥御膳如例
　　　　　　　　　　　御余多　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江
　　　　　　　　　　　　御飯御肴
　　　　　右以　思召被下之
一表御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T十二月八日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過高田孫左衛門御用有之
一四半時過
殿様被為　入御人払御用談被為　在御用済大奥御入九時過御帰り被遊候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
　　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　安田太郎作　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西喜左衛門
　　　　　右之通以　思召を被下之
　　　　　　　　　　　　指扣今日ゟ　　　　　　　　　　　　　　喜太郎
　　　　　　　　　　　　御免被成候　　　　　　　　　　　　　　元吉郎
　　　　　右ニ付為御礼喜太郎出勤元吉郎義者不快ニ付引籠之段相達之
　　　　　　　　　　　　清水焼御花生一　　　　　　　　　　　　中村市右衛門
　　　　　　　　　　　　湖東焼急須一　内鴨川水入ニ而
　　　　　右者京都表ゟ持帰り候ニ付差上之
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一七半時大奥御膳如例
一表御締切御寝御夜詰引四時二寸五歩
　　　　T十二月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝御庭共如例
　　　　　　　　　　煎餅一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　運正寺
　　　　　右者今日入院御礼申上候ニ付為御礼此御殿江も罷出御菓子内々献上之
　　　　　御居間ニおゐて　御逢有之御菓子被下之右当局ニ而取計之
　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　　　　本多勝三郎
　　　　　　　　　　　　御盃一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平本久太郎
　　　　　　　　　　　　御扇子一対ツヽ　　　　　　　　　　　　井上潤之助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田尚之助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪子鉄五郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原圭太郎
　　　　　右者今日初而之
　　　　　御目　見被仰付候ニ付為御礼罷出
　　　　　御目　見被仰付御扇子被下之
一去ル六日京都表ゟ之飛脚着御静謐去ル五日
　将軍　宣下御滞なく被為済候旨申来候
　　　　　東本願寺御門主ゟ　御菓子一箱
　　　　　興正寺御門主ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　右之通被進之
　　　　　御二所様ゟ　　　　鯛一枚
　　　　　殿様江　　　　　　密（蜜）柑
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　　　　　右者寒中御機嫌被為聞度此程被進物之御挨拶旁被進之
　　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　松平源太郎
　　　　　右者過日結構被仰付候ニ付差上之
　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　華蔵寺　
　　　　　右者今日入院之御礼申上候ニ付御礼与して罷出御内々差上之
一八半時過松平備後方御用有之
一七半時大奥御膳如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T十二月十日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝御庭共如例
　　　　　　　　　　　　真鴨一羽　　　　　　　　　　　　　　　有賀左近
　　　　　右者御坂ニ而獲物之由ニ而内献之
　　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　猪子平左衛門
　　　　　右之通以　思召被下之　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
　　　　　　　　　　　　鯛一枚　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里
　　　　　右者過日結構被仰付候ニ付差上之
　　　　　筆姫様江　　　御半切二百枚
　　　　　右之通被進之
一七半時大奥御膳如例
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一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸前
　　　　T十二月十一日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五半時過本多修理方御用有之
一九時大奥御膳如例夕刻御締切如例
一殿様御誕生日御祝儀御延祝ニ付左之通被進之
　　　　　数御熨斗蚫
　　　　　　　木地御三方
　　　　　御小皿　平鰹
　　　　　　　御小皿　砂糖　御汁子餅［紅白］
　　　　　御腰高　沢庵大根
　　　　　　　同御三方　御吸物　鯛ひれ
　　　　　塗御盃
　　　　　松立御取肴　松葉鰑
　　　　　御燗鍋　　　祝井川酒
　　　　　右
　　　　　宰相様江被進之御献立先日御膳番を以被進之
　　　　　　　　　　　鴫五　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　右之通内献之
　　　　　　　　　　　大鱈一
　　　　　右献上願出候ニ付郡奉行ゟ差出之
一九半時過酒井外記方荻野小四郎方御用有之
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一七半時大奥御膳如例
一同刻過高田孫左衛門中村市右衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T十二月十二日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例
一定日為伺　御機嫌田内源介罷出御用有之　御座所御馬廻り頭取同断当局迄罷出候
　　　　　　　　　　　鯉二喉　　　　　　　　　　　　　　　　　田内源介
　　　　　右之通差上之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一八時過中根雪江罷出候
　　　　　　　　　　鴻一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　右者昨日獲物之御初穂差上之
一八時過矢嶋恕輔罷出易経御会読被遊候
一七半時大奥御膳如例
一今晩定日京都表江飛脚被差立候
　　　　　近衛前殿下　　　　御直書
　　　　　同内府公　　　　　同
　　　　　尹宮様　　　　　　同
　　　　　徳大寺右府公　　　同
　　　　　飛鳥井中納言様　　同
　　　　　一条左大将様　　　同
　　　　　西本願寺御門主　　同
　　　　　東本願寺御門主　　同
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　　　　　興正寺御門主　　　御直書
　　　　　松平出羽守様　　　同
　　　　　松平因幡守様　　　同
　　　　　松平美濃守様　　　同
　　　　　同　下野守様　　　同
　　　　　立花飛驒守様　　　同
　　　　　松平淡路守様　　　同
　　　　　松平肥後守様　　　同
　　　　　藤堂和泉守様　　　同
　　　　　同　大学頭様　　　同
　　　　　松平容堂殿　　　　同　鱈の子五　御姫様へと　御半切二百　黒（墨）流ちりめん御服紗一
　　　　　伊達遠江守殿　　　同
　　　　　伊達伊予守殿　　　同　鱈の子五
　　　　　右之通被進之
一表御締切御寝御夜詰引四半時ヘ懸り
　　　　T十二月十三日　折々飛雪　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一今朝　御目覚之節御煤払御祝義ニ付御年男長谷川友次郎溜ヘ罷出居
　御目　見被仰付御膳番披露之其余御祝義被下等昨年之通
一御神霊前御拝如例
一五時御供揃ニ而為御野鉄炮底喰筋ヘ被為　入候
　　　　　御道筋　
　　　　　　　　　北御門ゟ八軒町御泉水町土居之内神明表御門ゟ山本正伯屋敷前
　　　　　　　　　下江戸町ゟ谷町下呉服町ゟ田原町米沢町口江被為
　　　　　　　　　入夫ゟ御場入牧島ゟ往還通中角村御渡船被遊中角村地之上
　　　　　　　　　鷲塚村地之上同村ニ而御差懸り九右衛門ニ而御小弁当被召上夫ゟ
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　　　　　　　　　天池地之上寄安村地之上上森田下森田舟橋御後夫ゟ右往還
　　　　　　　　　西御廻り西御堂表ゟ大仙寺脇与力町ゟ祝町大工町ゟ中江戸町
　　　　　　　　　清兵衛御門ゟ御泉水町中村太郎左衛門屋敷前ゟ北御門江被為
　　　　　　　　　入候
御拳　鴻一羽　寄安村地之上
　　　　　　　　　　　　　　　　　御脇　　　　上方筋江　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獲物無之　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺前筋江　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴻一雁一出来　雁被下之　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝見筋江　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獲物無之　　　　　　　　毛利元蔵
一御出殿五時壱寸五歩廻り　御帰殿鎌落
一御帰殿之上御浴湯被為召候右御締切中
一御湯済大奥御膳如例　御煤払ニ付御吸物御酒御祝
一殿様ニも新開筋ヘ被為　入候
一表御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T十二月十四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過定日為伺　御機嫌役御番頭歩兵隊頭新番並頭罷出候
一寒中為伺　御機嫌山県照月罷出　御目見無之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一八時過中根牛介天方対馬水野小刑部京都表ゟ罷帰り候ニ付罷出御人払御用有之
　　　　　　　　　　　　密（蜜）柑一台　　　　　　　　　　　　右大御番頭三人ゟ
　　　　　　　　　　　　千枚漬一桶
　　　　　右持帰り候ニ付差上之
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　　　　　土井能登守殿ゟ　蕎麦一箱
　　　　　　　　　　　　　御肴料二千疋
　　　　　右者先達而大井弥十郎罷越候節被進之為御挨拶被進且時候
　　　　　御見舞旁岡田求馬被遣候由ニ而大井弥十郎持参差出之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大垣藩　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小原仁兵衛
　　　　　右者
　　　　　宰相様江献上致度旨ニ而相廻シ候由ニ而孝顕寺ゟ差出之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　鴻二羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花井
　　　　　右者今日江戸表江飛脚ニ付宿元江遣シ候様ニと被下之
一七半時大奥御膳如例
一今夕七時過山里御武具役所ニ而火薬相発候ヘ共外御別条無是候
一今晩立江戸表江飛脚被差立候
　　　　　清心院様江　　　鴻一羽
　　　　　右之通被進之
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T十二月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過御武具役所火薬発シ候跡為　御覧被為　入候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一去ル七日晩立江戸表ゟ飛脚中河内ニ而一日逗留今日到着江戸表御静謐御附衆ゟ書状相達候
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　　　　　松平日向守様ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　海苔一箱
　　　　　九鬼長門守様ゟ　　御直書
　　　　　貞慎院様ゟ　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　干ゑひ一箱
　　　　　御二所様江　　　寒中御見舞
　　　　　精心院様ゟ　　　　海苔一箱
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　海苔一箱　　　　　　　　　　　　　　　　本多八十郎殿ゟ
　　　　　右之通被差上之
　　　　　　　　　　　御鉄炮　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利元蔵
　　　　　　　　　　　掛り
　　　　　右被仰付候旨御側御用人被申渡之
一昨十四日雁御用ニ付左之面々野先江被遣候
　　　　　　　　　　　鴻三雁一出来　内鴻一被下之　　　　　　　蠏江喜太郎
　　　　　　　　　　　獲物無是　　　　　　　　　　　　　　　　大谷千熊
一七半時大奥御膳如例
一同刻前本多修理方御用有之
一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ壱寸前
　　　　T十二月十六日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝御庭共如例
一四時過寒中為伺　御機嫌孝顕寺方丈罷出被為召御茶御菓子被下之
　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ
　　　　　　　　　　　　詞玉緒三冊　羅紗払一
　　　　　右之通被差上中根雪江迄相廻り候ニ付差出之
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　　　　　　　　　　出精相勤候ニ付　　　　　　　　　　　　　　岡部養竹
　　　　　　　　　　御匕医師格ニ被仰付　　　　　　　　　　　　三崎宗仙
　　　　　　　　　　出精相勤候ニ付奥　　　　　　　　　　　　　本山城益
　　　　　　　　　　御医師格被仰付　　　　　　　　　　　　　　山本正伯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妻木玄真
　　　　　　　　　　除痘館御派立以来　　　　　　　　　　　　　栗崎道伯
　　　　　　　　　　出精相勤候ニ付年々銀五枚ツヽ被下置
　　　　　　　　　　奥御医師格被仰付医学館教授方　　　　　　　橋本彦也
　　　　　　　　　　定出勤五人扶持御足被下置　　　　　　　　　村上三悦
　　　　　　　　　　奥御目医師被仰付　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　奥御外科被仰付医学館教授方介　　　　　　　橋本琢磨
　　　　　　　　　　被仰付候
　　　　　右之通被仰付候ニ付罷出
　　　　　御前御礼席ニ罷出申上御用人指加之
　　　　　　　　　　奥御医師御雇被仰付　　　　　　　　　　　　半井玄瑞
　　　　　　　　　　医学館教授方介被仰付候
　　　　　　　　　　奥御目医師御雇被　　　　　　　　　　　　　山本良哉
　　　　　　　　　　仰付右同断
　　　　　右被仰付候ニ付御礼当局迄罷出
　　　　　御前御礼当局ニ而取計之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小寄合格
　　　　　　　　　　出精相勤　　　　　　　　　奥御納戸方下代
　　　　　　　　　　且訳合も有之ニ付　　　　　御小道具方御用取扱兼
　　　　　　　　　　年々米三俵ツヽ被下置候　　　　　　　　　　藤田廉介
　　　　　右之通被仰付之
　　　　　　　　　　金二百疋　　　　　　　　　　　　　御預所　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横越村　杉本新助
　　　　　右者御国恩を存詰作り初穂為冥加
　　　　　宰相様　御手許江献上仕度旨相願候由ニ而萩原金兵衛ゟ差出
　　　　　御側御用人ゟ被渡之
　　　　　　　　　　鯉一喉　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅沼平兵衛
　　　　　右者今日川狩ニ罷越候ニ付献上之
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一七時過高田孫左衛門御用有之
一七半時大奥御膳如例
一今朝定日為伺　御機嫌御座所御側向小右衛門初例之通罷出候
一大奥御寝御夜詰引四半時壱寸廻り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　快今日ゟ出勤
　　　　T十二月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一四半時過　殿様被為　入　御対顔大奥御入無程御帰被遊候
一九時過大奥御入御膳被　召上夕刻御締切如例
一八時内田閑平昨日長崎ゟ罷帰候ニ付　為伺　御機嫌罷出御人払御用有之
　　　　　　　　　　　鴻一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平へ
　　　　　右御手自ら被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根牛介
　　　　　　　　　　　鴻一翼ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　天方対馬　　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部　
　　　　　右ハ先日罷帰り候節献上物いたし候ニ付為御返被下之
　　　　　　　　　　　雁一羽　　　　　　　　　　　　　　　　　中村市右衛門ヘ
　　　　　右同断
　　　　　　　　　　　鯉一喉　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門ヘ
　　　　　右同断
一八半時矢嶋恕輔罷出定日御会読　被遊候
一七半時大奥御膳如例
一鎌落過本多修理方御用有之
一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ五歩前
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　　　　T十二月十八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝御庭共如例
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一今朝御番頭三人大谷儀左衛門昨日頂戴物之為御礼当局迄罷出候
一八半時前御浴湯被為召候
一同刻過内田閑平加藤藤左衛門能勢角大夫被為召罷出御人払御用有之御茶御菓子
　被下之
一七半時大奥御膳如例
一雁御用ニ付左之面々野先江被遣候
　　　　　　　　　　　　鴻一雁一出来内一被下　　　　　　　　　蠏江喜太郎
　　　　　　　　　　　　鴻三雁一出来内大一被下　　　　　　　　根来紀之允
一大奥御寝御夜詰引九時ヘ壱寸前
　　　　T十二月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御拝御庭共如例
一御番頭一統定日　為伺　御機嫌罷出候
一九時過大奥御入御膳被　召上　夕刻御締切如例
一八半時過　殿様御用為御談被為入　御人払御用有之無程御帰被遊候
　　　　　　顕光院様江　　雁肉味噌漬
　　　　　　良之助様江　　同
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　妙昌院ヘ
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　　　　　右ハ明廿日熊本ヘ飛脚立候ニ付被進之被下之
一七半時過御三度御膳如例
一六時過中村市右衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引四半時弐寸五分
　　　　T十二月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御庭共御拝如例
一四時大井弥十郎御用有之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一八時過松平備後方御用有之
　　　　　近衛様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　鶴一御添
　　　　　右者
　　　　　両殿様ゟ御内々　御進献被遊度陽明家迄御書添ニ而御廻シニ
　　　　　相成候　但鶴者　御座所御側向ニ而打留候今日別飛脚被差立
一七半時大奥御膳如例
　　　　　　　　　　　雁一羽ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　手伝四人江
　　　　　右者此節御用多ニも相勤候ニ付被下之
　　　　　御二所様江　　　鶴肉ヲ
　　　　　　　青松院様江　　　同
　　　　　右之通
　　　　　殿様ゟ被進之　　
　　　　　　　　　　　御所落雁一箱　　　　　　　　　　　　　　青木恕庵
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　　　　　右者到来致シ候ニ付差上之
一大奥御寝御夜詰引九時ヘ壱寸前
　　　　T十二月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御拝
一五時御供揃ニ而為御野鉄炮勝見筋
　　　　　御道筋　
　　　　　　　　　御庭口ゟ南御門勝見御定道和田口ゟ御場入南北野地之上
　　　　　　　　　和田東村地之上夫ゟ御指懸り淵ノ上村半左衛門ヘ被為入御弁
　　　　　　　　　当被　召上和田中村荒木新保地之上稲津村地之上夫ゟ栂野村ゟ
　　　　　　　　　和田上村同中村淵ノ上村和田口夫ゟ御定道御帰り被遊
一御出殿五時　　御帰殿七半時過
　　　　　　　　　御拳雁二羽　内一羽上北野　　同　下北野地之上
一御帰殿直ニ御浴湯被為　召
一雁御用ニ付左之面々御脇筒被　仰付
　　　　　　　　　　　　新開筋ヘ　　　　　　　　　　　　　　　高村新五兵衛
　　　　　　　　　　　　川北へ　　　　　　　　　　　　　　　　猪子平左衛門
　　　　　　　　　　　　寺前筋ヘ　　　　　　　　　　　　　　　河崎三郎助
　　　　　　　　　御余多　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵ヘ
　　　　　右ハ不快為御尋無急度被下之
　　　　　　　　　硝子花活一　蘭（藍ヵ）蠟五　唐扇一　　　　　内田閑平
　　　　　　　　　多葉粉　都載盆一
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　　　　　右ハ長崎表ゟ持帰候由ニ而差上之　　　　　　　　　　寮
　　　　　　　　　　銀三拾匁　　　　　　　　　　　　　　　　　勝縁寺ヘ
　　　　　右先日　被為　入候節山ノ芋献上いたし候ニ付為御返被下之
　　　　　　　　　　銀五匁　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩長部屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利作
　　　　　　　　　右ハ　御拳之雁川向ヘ落候ニ付川ヲ渡り差出候寒天骨折
　　　　　　　　　候ニ付　被下之取計
一御湯済大奥御膳如例
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T十二月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例　御庭御代拝
一四時過御座所江被為　入御用部屋　御臨座被遊九時　御帰り被遊候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
　　　　　薩州様ゟ　　　　唐紙壱本　熬海鼠一箱　　
　　　　　　　　　　　　　御莨種々入一箱　　
　　　　　右之通被進御側御用人ゟ被相渡之
　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　右之通内献之
　　　　　　　　　　　　　御拳雁一　　　　　　　　　　　　　　田内源介江
　　　　　右者毎々差上物も有之候ニ付以
　　　　　思召被下之
一八時過矢嶋恕輔罷出御会談御延引御話被遊候
一七半時大奥御膳如例
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一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ壱寸前
　　　　T十二月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲庵
一御神霊前御拝御庭共如例
一定日為伺　御機嫌御医師一統罷出候
一四時過酒井外記方松平備後方御用有之
　　　　　　　　　　　　　梅椿柳　　　　　　　　　　　　　　　井原悠廉
　　　　　　　　　　　　　折枝
　　　　　右為伺　御機嫌持参罷出
　　　　　御目見被仰付候
　　　　　　　　　御所落雁一箱　　　　　　　　　　　　　　　　岡部豊後
　　　　　右持参献上致度旨御用中ニ付御逢無之
一九時過大奥御入御膳被　召上　御締切夕方如常
一八半時内田閑平罷出御用有之
一七半時過大奥御膳如例
一大奥御寝御夜詰引九時五分前
　　　　T十二月廿四日　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　一順
一御神霊前御庭共御拝如例
一五半時過荻野小四郎方御用有之
一四時本多修理方御用有之
一四半時過町奉行渥美新右衛門御用有之
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
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一八時過佐々木権六御用有之　　　　　　　　　　　　　　　東郷医者
　　　　　　　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　沢本斎淳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隠居　
　　　　　右者先達而手製之茶内々献上仕度旨ニ而栗崎道伯ゟ　　　　　　精斎
　　　　　差出候ニ付右御返シ与して道伯迄被下之
　　　　　　　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　　　　狩野元照江
　　　　　右者先達而藹山罷出候節附添罷出心配致シ其後も藹山江画
　　　　　被仰付等之義も心配致シ候ニ付被下之
一七半時前郡奉行出淵伝之丞武田三十郎平瀨儀作御用有之
一七半時大奥御膳如例
一去ル廿一日晩立京都表ゟ之飛脚着御静謐
　　　　　徳大寺右府公ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子一箱
　　　　　一條様ゟ　　　　　　御直書
　　　　　西本願寺御門主ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　桂飴一箱
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　御直書
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　薫物一箱
　　　　　松平容堂殿ゟ　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　干柿一箱
　　　　　立花飛驒守殿ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　観智院僧正ゟ　　御茶三種　一箱
　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　晒葛一箱　　　　　　　　　　　　　　　　久能丹波守
　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　　　すまし御汁　　　　　　　　　　　　　　　御家老中初
　　　　　　　　　　　御拳雁　とら飯　　　　　　　　　　　　　御座所詰合之御役人迄
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　　　　　右之通昼弁当之節頂戴ニ相成御膳番ゟ相廻シ候
一表御締切御寝御夜詰引九時壱寸前
　　　　T十二月廿五日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御拝如例　御庭御代拝
　　　　　松平出雲守様ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　鰑　
　　　　　右之通被進　御座所ゟ相廻り候
一九時過左之面々被為　召溜ヘ罷出楽隊調子被為　聴
　　　　　　　　　　大太鼓　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝木権大夫
　　　　　　　　　　小太鼓　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉樹他三郎
　　　　　　　　　　笛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜井藤七郎
　　　　　右相済　御意［太義］被成下御側御用人侍座御取合申上之扣所ニ於て
　　　　　御菓子被下之遅刻ニ相成候ニ付御賄被下之［御飯　豆腐　汁］
一同刻前為伺御機嫌中根雪江罷出御用有之
　　　　　　　　　羽織紐壱懸　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　合口下緒壱　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　右　以　思召為御歳暮被下之
一九半時過大奥御入御膳　被　召上　夕刻御締切如例
一八半時佐々木権六罷出御用有之
一今晩立江戸表ヘ飛脚　被指立候ニ付左之通被進之
　　　　　田安中納言様江　　御直書
　　　　　　　　　金百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　松井左膳
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森六大夫
　　　　　右為歳暮例年之通被下之先鴻手伝共ゟ江川常三郎迄
　　　　　仕出ニ相成候様申越候由然処先達御附ハ御免転役被致候ヘ共
　　　　　其儘被下ニ取計之
　　　　　　　　　　雁二羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　小原二兵衛ヘ
　　　　　　　　右ハ過日柿差上候ニ付為御挨拶被下之鹿之介添状ニ而
　　　　　　　　今晩立脚夫大垣迄持参相達候筈
一七半時過御三度御膳如例
一表御締切御寝御夜詰引九時
　　　　T十二月廿六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　盤亭
一御神霊前御庭共御拝如例
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
一同刻
殿様被為　入御膳中大奥御入無程御帰り被遊候
　　　　　　　　　　御筆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　益田宗三
　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石田一恵
　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗田豊之助
　　　　　右之通被下之
　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高村四郎左衛門
　　　　　右者先達而結構被仰付候ニ付内献之
　　　　　　　　　　蟹一甲　ゑひ　　　　　　　　　　　　　　　石田一恵
　　　　　　　　　　小鯛
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　　　　　右者 御筆頂戴之為御礼献上当局迄差出之
一八時過御浴湯被為召候
一同刻過村田巳三郎御用有之
　　　　　　　　　　黒ふくりん　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　段袋地一　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門江
　　　　　　　　　　　　　合口御下緒一
　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　断袋地一　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛江
　　　　　右者為御歳暮以
　　　　　思召被下之
　　　　　　　　御目六御品替り　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　金二両ツヽ　　　　　　　　　　　　　御小姓頭取江
　　　　　　　　同　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　同壱両二歩ツヽ　　　　　　　　　　　御小姓江
　　　　　　　　同　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　同二両ツヽ　　　　　　　　　　　　　奥ノ番四人江
　　　　　右者格別御用多相勤候ニ付別段之以
　　　　　思召御目録
　　　　　御手自被下之
　　　　　　　　　　　　わら帋　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま
　　　　　　　　　　　　　半切二百枚　　　　　　　　　　　　　山さわ
　　　　　　　　　　　　　更紗風呂敷一　ツヽ　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉江
　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　たま
　　　　　　　　　　　　　半切百枚　　　　　　　　　　　　　　こと
　　　　　　　　　　　　　更紗風呂敷一　ツヽ　　　　　　　　　梶野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小の田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そて
　　　　　　　　　　　　　小更紗風呂敷一　　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　　　　　　　フリツキ盆一　ツヽ　　　　　　　　　杉の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御附老女
　　　　　　　　　　　　　鼻帋一束　　　　　　　　　　　　　　米田
　　　　　　　　　　　　　黒（墨ヵ）流小服紗一　ツヽ　　　　　花井
　　　　　右之通御歳暮与して以
　　　　　思召被下之
　　　　　　　　　　　御目六鼻帋　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　金三百疋　　　　　　　　　　　　　　山さわ
　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　金二百疋　　　　　　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　右者当春ゟ格別御用多ニも有之心配相勤候ニ付
　　　　　別段之　思召を以被下之
　　　　　　　　　　　御目六半切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　金二百疋　　　　　　　　　　　　　　たま　
　　　　　　　　　　　同　　　
　　　　　　　　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　　　こと
　　　　　　　　　　　　　倉半帋一束　　　　　　　　　　　　　梶の
　　　　　　　　　　　　　金百疋
　　　　　　　　　　　　　倉半帋一束　　　　　　　　　　　　　小の田
　　　　　　　　　　　　　金百疋　
　　　　　　　　　　　　　金弐百疋ヲ　　　　　　　　　　　　　御次江
　　　　　　　　　　　　　同二百疋ヲ　　　　　　　　　　　　　御三ノ間江
　　　　　右者毎夕御締切ニ相成御用多相勤候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　金二拾両
　　　　　右者百二拾両之御利銀御勘定所ゟ受取候ニ付右之分例之通
　　　　　大奥ヘ差出山沢ヘ相渡候
　　　　　　　　　　　御余多　　　
　　　　　　　　　　　　　御肴御汁　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵ヘ
　　　　　右者不快為御尋被下以
　　　　　思召被下之
　　　　　　　　　　　わら帋　　　
　　　　　　　　　　　　　半切二百枚　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二江
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　　　　　右者為御歳暮被下之
一七半時大奥御膳如例
一今晩立定日京都表江飛脚被差立候ニ付伊藤友四郎ヘ書状差出候
　　　　　　　　　　　　　御書下ヶ　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞江
　　　　　　　　　　　　　浅草海苔二
　　　　　　　　　　　　　浅草海苔一　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎江
　　　　　右之通被下之書状添相廻ス
一大奥御寝御夜詰引九時壱寸廻り
　　　　T十二月廿七日　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　養竹
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五半時過本多修理方御用有之
　　　　　　　　　　　　御紋奉書紬御綿入御羽織　　　　　　　　本多修理方ヘ
　　　　　　　　　右為御歳暮
一九時過大奥御入御膳被　召上
一九半時御供揃ニ而御城下御廻り之趣ニ而　為御歳暮惣御参詣被遊候風雪ニ付　
　思召ニ而御切棒御駕ニ被為　召候
　　　　　御道筋　
　　　　　　　　　中ノ口ゟ御廊下橋中仕切太鼓御門下馬御門ゟ鳩御門内郡役所
　　　　　　　　　前脇新橋御渡り毛矢通り四ツ辻ゟ孝顕寺御参詣
　　　　　　　　　御霊屋御像御拝［飛雪ニ付御廟御拝無之］夫ゟ運正寺ヘ御参詣
　　　　　　　　　御霊屋御拝被遊　方丈御逢有之御菓子差上之尤
　　　　　　　　　孝顕寺同断御廟御拝不被遊夫ゟ瑞源寺ヘ被為入筈
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　　　　　　　　　之所天気合ニ付［風雪烈シ］俄ニ御延引被仰出運正寺ゟ直ニ
　　　　　　　　　御定道鉄御門ゟ下馬御門元之御道通り御帰殿被遊
　　　　　　　　　運正寺御廟所瑞源寺等ハ御先番御用人ヘ御代拝被　仰付
　　　　　　　　　但今日ハ御城下廻り御供ニ付当番御用人御供之筈之所天気合且
　　　　　　　　　　御廟御拝御断も被為在候ニ付孝顕寺瑞源寺ヘ御用人一人ツヽ
　　　　　　　　　　運正寺ヘ同両人御供之趣ニ而御先番相勤之尤両部屋
　　　　　　　　　　御供ハ御駆抜いたし御先番勤之
一御出殿　　　　　御帰殿七時
一御帰殿後御締切如例
一七半時過御膳如旧
一表御締切御寝御夜詰引九時
　　　　T十二月廿八日　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　仲菴
一御神霊前御拝如例御庭御代拝
一五時過本多修理方御用有之
一四時過中根雪江罷出御用有之
一同刻過
　殿様被為 入歳暮御祝義被仰上　御同道大奥御入
　御簾中様御対顔歳末ニ付御目録御取替有之無程表江被為
　入九時前御帰り　被遊候夫ゟ九時大奥ニ而御膳被召上
　　　　　御二所様江　　御籠之内御肴　蟹一甲　かれい三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金頭一連
　　　　　宰相様江　　　御扇子
　　　　　　　　　　　　梅植木鉢一
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　　　　　右者歳暮ニ付被進之
　　　　　宰相様ゟ　　御籠之内御肴　鯛二
　　　　　殿様江
　　　　　右者被進物も有之候ニ付以
　　　　　思召被進之
　　　　　　　　　　　鮮鯛一折　酒二升斗　二徳利　　　　　　　玉江ゟ
　　　　　　　　　　　紅白鏡餅一飾
　　　　　右者不快中毎々　御尋被成下頂戴物も仕今日出勤致シ候ニ付
　　　　　為心祝差上之
　　　　　　　　　　　黒海苔一帖　　　　　　　　　　　　　　　芦田信濃
　　　　　右歳末之御祝義申上罷出内献之
一八時過御家老本多修理方酒井外記方松平備後方荻野小四郎方罷出
　歳暮之御祝義申上御人払御用有之
　　　　　　　　　　　からすみ一箱　四ツ入　　　　　　　　　　酒井外記方ヘ
　　　　　　　　　　　御茶一箱　三種入　　　　　　　　　　　　松平備後方へ
　　　　　右者過日御菓子献上致シ候ニ付以
　　　　　思召　御手　自被下之
一同刻前御中老御側御用人畢而御用人不残罷出御祝義申上之
一今朝四半時過表御締切ニ而例之通被下之
　　　　　　　　　御歳暮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま
　　　　　　　　　　　金五百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　　　山さわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　右御手目録ニ而被下之藤馬御取合申上之［三百疋養寿江以思召被下之］
　　　　　　　　但金五百疋ハ当年ハ御次ニ而藤馬殿ゟ被相渡之
A0143−00523_185
一歳暮之御祝義申上御奉行不残町奉行渥美新右衛門其余桑山十兵衛萩原金兵衛
　御広式御用人并以前御側向相勤候面々　御附御馬廻り一統　御座所御馬廻り一統其外
　加藤清十郎小栗治右衛門溝口郷右衛門大関助左衛門等当局迄罷出候佐々木権六同断
　　　　　　　　　羽織紐一　　　　　　　　　　　　　　　　　　田内源介江
　　　　　右者御祝義申上罷出候ニ付
　　　　　御手自被下之　
　　　　　　　　　羽織紐一　　　　　　　　　　　　　　　　　　平本但見江
　　　　　右同断為御歳暮被下之
一七時前孝顕寺方丈罷出被為召御茶御菓子被下之矢嶋恕輔同断
　　　　　　　　　納豆一曲　　　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺方丈ゟ
　　　　　　　　　伏見羊羹一箱
　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　真綿百目　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　方丈江
　　　　　　　　　肥後鼻帋
　　　　　右者毎々差上物も有之且此程者外吏御本差上候ニ付以
　　　　　思召被下之
　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　本多勝三郎
　　　　　右之通内献之
　　　　　　　わら
　　　　　　　　　半切二百枚　　　　　　　　　　　　　　　　　矢嶋恕輔江
　　　　　右為御歳暮被下之
　　　　　　　　　御多葉粉一包　　　　　　　　　　　　　　　　武田平右衛門江
　　　　　　　　　御扇子　　対
　　　　　右者御用多相勤候ニ付以
　　　　　思召被下之
一例之通御側向初夫々暮被下物今日被下取計之奥番留記ニ有之
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　　　　　　　　木綿
　　　　　　　　　手拭一　多葉粉入　ツヽ　　　　　　　　　　　御馬廻頭取ヘ
　　　　　　　　　御扇子　対
　　　　　　　　同　
　　　　　　　　　手拭一　金百疋　ツヽ　　　　　　　　　　　　御馬廻り一統ヘ
　　　　　　　　　御扇子　対
　　　　　右者為御歳暮被下之
　　　　　　　　　白木綿一反ツヽ　　　　　　　　　　　　　　　御伽一統江
　　　　　右同断被下之
一七半時前千本弥三郎御用有之
　　　　　　　　　御盃一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎江
　　　　　　　　　御扇子一
　　　　　右之通被下之
一七半時大奥御膳如例
　　　　　宰相様江　　　　　御肴料
　　　　　　　　　　　　　　　　金百疋
　　　　　　　　青松院様ゟ
　　　　　右者為御歳暮被差上之
一大奥御寝御夜詰引九時壱寸前
　　　　T十二月廿九日　節分　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神霊前御拝御庭共如例
一九時過大奥御入御膳被召上夕方御締切如例
一歳晩御祝儀為申上　御座所ゟ新左衛門初両部屋之面々并大崎七大夫等当局迄罷出候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口
　　　　　　　　　　　　御花帋弐束ツヽ　　　　　　　　　　　　梶野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野田
　　　　　　　　右ハ春以来毎々御襟懸御用有之候ニ付　被下之
　　　　　　　　　但当年ハ御数少ニ付右御品被下之
一七時過御浴湯　被為　召
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　　　　　　　　　　　　御余多御肴　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門ヘ
　　　　　　　　右不快為　御尋被下之　
　　　　　　　　　　　　御多葉粉　　　　　　　　　　　　　　　同人江
　　　　　　　　　　　　御扇子
　　　　　　　　右歳晩ニ付　被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲津村
　　　　　　　　　　　　　　銀参拾匁　　　　　　　　　　　　　　　奥右衛門ヘ
　　　　　　　　右ハ御川狩御入用御道具御預りニ付
　　　　　　　　［三ノ丸御座所］両御殿ゟ被下之　　但昨年ハ御出等も毎々有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三御殿ゟ銀七拾匁被下候所当年被下無之ニ付色々申立ル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有之故右之通当年ハ被下之　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淵上村
　　　　　　　　　　　　　　銀拾五匁ツヽ　　　　　　　　　　　　　　藻左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　十右衛門
　　　　　　　　右ハ過日同村半左衛門ヘ御指懸り御膳所被　仰付候所
　　　　　　　　間狭ニ付右両人下宿相勤候ニ付被下之
一七半時過節分ニ付　御上下被為　召　於御座間御着座　御膳番［紀之允上り着］御長蚫差上之
　御祝被遊御座並ニ飾之御豆差上之如御例御豆御式畢而大奥ヘ被為　入
　掛　御年男長谷川友次郎平伏　御立懸り　御目見被　仰付夫ゟ大奥江被為　入
　御跡ニ而　御間内　御豆囃子　御式有之　如御嘉例
一夜分御締切中歳暮ニ付於溜之間　御酒被下之　御手酌被成下一統難有
　頂戴いたし候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初
　　　　　　　　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋当番
　　　　　　　　　　　海老　豆腐　御吸物　　　　　　　　　　　御広式御用人同
　　　　　　　　　　　小皿　蟹　但御有合　　　　　　　　　　　御匕医同
　　　御伽同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外ニ
　　　　　　　　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り当番　部屋頂戴
　　　　　　　　　　　御吸物　　　　　　　　　　　　　　　　　御針医師　
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一表御締切御寝御夜詰引九時五分前
　　　　T十二月晦日　晴　［七時より　御明り付迄上下］　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神霊前御庭御共御拝如例
一去ル廿七日立京都表ゟ之飛脚着左之通被進之
　　　　　近衛前関白様ゟ　　　御返書
　　　　　日野西殿ゟ　　　　　御直書
一四時過
殿様被為　入大奥御入有之無程表江被為出御人払御用談被為
　在御用中鹿之介罷出居候御用済九時前御帰り被遊候
一九時大奥御入御膳被召上夕刻御締切如例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御案内
　　　　　　　　　　　銀二拾匁　　　　　　　　　　　　　　　　宮塚喜作江
　　　　　右者　御出殿先ニ而も格別心配盛勤致シ候ニ付別段之訳を以
　　　　　御手許ゟ被下之御供頭江相渡シ候
　　　　　　　　　　　銀百匁　　　　　　　　　　　　　　　　　御小姓部屋小遣　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御小道具方小遣
　　　　　右者格別御用多ニも有之候ニ付別段之訳ニ而昼飯替り之趣ニ而
　　　　　被下之別口ゟ仕出奥之番江相渡シ候
一七半時前御浴湯被為召候御湯済御櫛月代被遊候
一七半時大奥御膳如常
一六時過詰合新五兵衛初御小姓御伽御膳番当番御医師
　御居間江罷出歳暮之御祝義申上之　継上下ニ而申上候
一同刻過御締切ニ而
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御二所様　御神霊前御拝被遊候
一五時過昨夜之通於溜之間御酒被下之　御手酌被成下一統難有頂戴致候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新五兵衛初
　　　　　　　　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋当番
　　　　　　　　　　　海老豆腐御吸物　　　　　　　　　　　　　御広式御用人同
　　　　　　　　　　　御蕎麦　　　　　　　　　　　　　　　　　御匕医師同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外ニ
　　　　　　　　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り当番　部屋頂戴
　　　　　　　　　　　御吸物　　　　　　　　　　　　　　　　　御針医師　
　　　　　　　　　　　御吸物　海老　　　　　　　　　　　　　　大奥　哥島□
　　　　　　　　　　　　　　　豆腐　　　　　　　　　　　　　　　　　廿三人前
一表御締切御寝御夜詰引九半時
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